
    
      
        
      
    

  

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　学校帰りにマンガの新刊を買った。

　主人公の家に謎の美少女が押しかけてくるやつ。そこから始まる居い候そうろう系けいのドタバタ劇。まあよくあるジャンルだけど、やっぱそういう話って好きなんだよな。面白いじゃん。

　日常の空間に非日常が紛れ込む。そこからいつもの日常が少しずつ崩れていく。そんな騒動に巻き込まれて、あたふたする主人公……ふふ、考えただけで笑える。

　とはいえ、もし俺がそのマンガの主人公だったら────絶対嫌だけど。

　マンガはあくまでマンガ。読者の俺はただの傍観者。だから楽しい。もし実際に誰かが自分のパーソナルスペースを侵略しに来たら、そりゃ嫌でしょ。

　たとえその相手が、謎の美少女だろうと、友達だろうと、親だろうと……従妹いとこだろうとさ。

　自分だけの時間は大事にしないと。

　途中でコンビニに寄って、『からあげチャン』のレギュラーを購入。新刊を読むときは、これを食いながら「一人で」っていうのが俺のルール。近くに人がいたらだめ。気が散るから。

　だけど……いま我が家には、天敵がいるんだよな。

「ただいまー」

　玄関のドアを開けると同時に、天敵のやかましい声が耳をつんざいた。




「きゃははっ！　ないない！　ただの従兄いとこだし！」




　制服姿のままリビングのソファーにふんぞり返って、友達と電話している女子中学生。もちろん謎の美少女ってわけじゃない。この春から我が佐さ倉くら家に居い候そうろうしている、俺の従妹いとこだ。

　名前は吉よし田だ真ま波なみ。中三。

　その長い髪はブリーチで茶色に脱色済み。小顔に塗られたファンデーションは、普段の美白により拍車をかけている。ナチュラル二重の目尻にはアイライナー、ぷっくりした唇には桃色のリップ。どっちもラメ入りで、キラキラ光ってる。

　別にすっぴんでも十分かわ……まあ見てくれは悪くないのに、中学のうちからわざわざ化粧する必要はあるのかね。ちなみに指先はもちろん、足の爪にもマニキュア（ペディキュアっていうんだと）を塗っている。どうせ靴下を履いたら隠れるのに、入念なことで。しかもなんのこだわりか、その靴下は一昔前に流行ったルーズソックスだしさ。

　……とまあ、この見てくれからわかるとおり、真波はパリピ感のあるギャルなんだ。

　そして俺はこのギャルの従妹いとこが、ちょっぴり苦手だったりする。

「でさー、従兄いとこの家の近くには、めちゃ美お味いしいクレープ屋があって……え、タピオカ？　それはないけど……や、あれって、ただのデンプンの塊じゃね？　あんま興味ないなー」

　あ、別にギャルだから苦手ってわけじゃないぞ。

　そりゃ確かにギャルは得意なほうじゃないし、クラスにいたらわざわざ話しかけるようなことはしないけどさ。真波は昔から知ってる従妹いとこだし。こいつがギャルだろうと、オタクだろうと、真波は真波だ。

「お？　ハルちゃん、帰ってたんだ。おかえりー」

　それに真波はたとえ電話中でも、ハルちゃんこと俺にきちんと挨拶をしてくれる。

　じゃあどこが苦手なんだよ、いい奴やつじゃないか──って思うわな。俺だって基本的には真波と仲良くやってるよ。ただこいつは……まあいいか。

　階段を上がって。自分の部屋に引っ込んで。マンガの新刊と、からあげチャンを机に出す。

　ちょうどそこで。

　コンコン、と部屋のドアがノックされた。

「こんにちわー、アマゾンからのお届けものでーす」

　ほらきた。

「だったら二階まで上がってくるな」

　自称アマゾンの配達人は、許可も得ず俺の部屋に入ってきた。

　もちろんその正体は、電話を終えた中学生ギャルの真波である。

「むふ〜。一瞬本当にアマゾンが来たと思ったっしょ？」

「思うわけがない」

　目ざとい真波は、机の上をちらっと見て、

「お、からあげチャン発見。一個ちょーだい」

「だめ。それは俺用だから」

「くれたらここで、『ウッーウッーウマウマ』やってあげるよ？」

「お前いくつだよ」

「中三」

　真波は両手をウサギの耳のように頭に当てて、かつてニコニコ動画で流は行やった奇抜なダンスを踊り始める。どっちにしても結局やるんだな。

「どうでもいいけど、なんで今どきの中三がルーズソックスなんだよ」

「いいじゃん、かわいいし。ウッウーウマウマ♪」

「……もういいから、さっさと出てけ」

　踊り続ける真波にそう言ったところで、まあ聞く耳を持ってくれない。

「ねーねー、ハルちゃん。マリカーやろうぜ。私のクッパでボコボコにしてやんよ」

　俺は一人の時間を大切にしたいタイプなんだ。でも真波は、こんな感じでいつも無駄に絡からみまくってくる。

　年下のかわいい従妹いとこと同居なんて羨ましい──とか言う奴やつだっているかもな。でもそれは、傍観者だから言えるんだって。

　たとえば部屋でゲームに集中してるとき、親がいきなり掃除機で突撃してきたら、ちょっとうっとおしく思わない？　でもそれは掃除のためってことで、まだ折り合いがつくじゃん。

　だけど真波の場合は、ただただ面倒臭いだけのうざ絡がらみを……って、ほらこいつ！　さっそく勝手にゲーム機の準備を始めやがった！

「だから俺はマンガを読むんだってば。ゲームなら自分の部屋で一人でやれよ」

「そーかそーか。ハルちゃんは負けるのが怖いんだな。じゃ私だけゲッソー封印でいいよ」

「そんな挑発には乗らん。だいたいゲッソー封印って、めっちゃ微妙だし」

　この場面で真波を追い出すには……目の前で着替えてやればいい。

　俺が制服を脱ぎ始めると、さすがに年頃の女子だけあって、居心地が悪くなったらしい。

「あーあ、せっかく遊んであげようと思ったのに、つまんね。部屋で動画でも見よっと」

　俺がタンスから部屋着を出している間に、そんな捨すて台詞ぜりふとドアの閉まる音が聞こえた。

　よし、ちゃんと出て行ったみたいだ。これで俺の平穏は保たれた。

　あとは一人静かにマンガを……あれ。

　からあげチャンがない。容器ごと消えた。

　同時に俺のスマホに、真波からメッセージが届く。




　真波【からあげチャンと新刊のコンボを楽しみにしていたそこのおまえ！】

　真波【残念だったな！　からあげチャンはいただいた！】

　真波【怪盗まなみんより】




　……なにこいつ。超うっとおしいんだけど。







　俺は高校一年、佐倉春はる太た。

　できるだけ一人の時間を大切にしたいだけの、まあどこにでもいる普通の男。

　これはそんな俺の家に、うざ絡がらみの従妹いとこが同居することになって始まるドタバタ劇──────────────────────────────────などでは決してなく。

　なるべく干渉を避ける俺だから、きっとなにも起こらず、とくに代わり映えのしない毎日が続いていくだけの。




　とっても普通で、静かな物語である。
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　教室に入ると、クラスメイトたちが挨拶をしてきてくれた。

「おはよう佐さ倉くら」

「やあ、おはよう」

　短く返した俺は、自分の席に座るなりスマホを取り出す。今日はちょっと寝坊したんで、まだソシャゲのログインボーナスを取ってないんだ。ソシャゲは六種類やってるから、それぞれのデイリーミッションを周回するだけでも大変なんだよな。

「なあ佐倉。数学の宿題やった？」

　隣の席の橋はし本もとくんが話しかけてきた。俺はマナーとして、スマホから顔をあげて応対する。

「あー、そういや、やってないな。橋本くんは？」

「俺もまだなんだよな。昼休みまでにはやらねーと……」

「はは、俺もそうしなきゃ。おたがい大変だな」

　橋本くんと少し言葉を交わしてから、再びスマホに目を落とす。これは会話終了の意思表示なんだけど、会話のキャッチボールをしてから切り上げてるんで、相手も嫌な気持ちになりにくい（ここ肝心ね）。ほら、現に橋本くんもにこやかな顔で、「んじゃ、あとで」って言い残して、別の輪に混ざりに行っただろ。自分から会話を切り上げるのが苦手な人は、ぜひこの方法を試してみてほしい。

　なるべく自然に俺から話を打ち切った形だけど、別に橋本くんのことが嫌いなわけじゃないぞ。むしろ話しやすいし、いいクラスメイトだって思ってる。




　単純に俺が、過度の干渉を避けるタイプなだけね。




　こう言うと「じゃあ、ぼっちでもいいんだ」なんて取る人もいるだろうけど、それは極端すぎる。俺はあくまで『過度の』干渉を避けたいだけで、ぼっちがいいとは言ってない。一人でいるのは好きだけど、生きていく以上は、ある程度の人間関係も必要だと思ってるよ。

　だから他人とは、『付かず離れず』の距離感を保っておくのが一番いい。

　会話はするけど、深く話し込むことはない。なるべく目立たずにひっそりと。でも孤立はしないように、最低限の交流だけはもっておく。

　それが俺の導き出した答え。俺が俺なりに人生を楽しむための秘ひ訣けつなんだ。

　高校に進学して一ヶ月ちょっと。おかげでクラス内での俺の立ち位置は、輪の外のほうにいるけど、完全に枠外でもないっていう、絶妙なポジションをキープしている。

　ちなみにこのクラスの中心人物といえば────。

「みんな、おはようっ！」

　ちょうど教室に入ってきた。

　たとえ何百人のなかにいても、その華々しさで否が応でも目立ってしまう圧倒的存在感。

　たとえ何千人の女子を集めても、間違いなく外見ランキング上位に食い込む超絶的美貌。

　それがこの、六ろく条じよう更さら紗ささんだ。

　天使の輪が映り込むほど艶のある長い黒髪に、有名女優と並んでもまったく遜色のない整った顔立ち。学校指定のスカートから伸びる足はとても長く、それでいて上半身の出るところはきちんと出ている、計算された彫刻みたいな完璧なプロポーションだ。もはや彼女の存在自体がアートと言えよう。

　とにかく「神こう々ごうしい」って表現が過剰じゃないレベルの容姿なんで、芸能事務所が放っておくはずもなく。なんでも女子向けのファッション誌でモデルをやってるんだとさ。

　ここまでくると、さすがにちょっと近寄り難がたい存在になるよな？　でも六条さんは、いつも朗らかな笑顔を絶やさないばかりか、

「昨日料理部でチョコレート作ったの！　よかったら、みんなも食べて！」

「わあ、ありがとう更紗！」

　クラスメイト全員に、わざわざ包装したミニサイズの手作りチョコを渡していく。六条さんと仲のいい女子連中だけじゃなく、教室の隅っこにいるような日陰男子たちにも、全員な。

　しかも相手の目をしっかり見て微笑ほほえみかけながら、手を優しく握って渡すんだよ。まるでアイドルの握手会みたいな対応でさ。

　六条さんはいつもこんな感じで、とにかく人当たりがいい。

　ついた異名は、『神対応の六条さん』。

　そりゃ人気があるのも当然だって。モデルをやってる学校一の美少女で、そのうえ誰にでも優しくて、誰にでも神対応なんだから。

　あ、誰にでもって部分は、ちょっと語弊があるな。

　六条さんは俺の近くにいた男子の手をしっかり握って、自作のチョコを手渡した。次は俺の番かもしれないんで、一応ズボンで手汗を拭っておく。でも。




　ぽいっ。




　六条さんが俺の手を握ることはなかった。机の上に雑に投げてきた。
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「更紗、私にもちょうだーい」

「もちろん！」

　六条さんは何事もなかったように、別の女子たちに笑顔とチョコを振りまいていく。

　相変わらず神対応だなあ。俺以外の生徒には。

　また橋本くんが話しかけてきた。

「気のせいかな。六条って佐倉にだけ冷たくないか？　お前、なんかしたの？」

「……するわけないだろ」

　そもそも俺は積極的に他人と話さないタイプだし。六条さんとは……まあ挨拶くらいはしたことあるけど、まともに話したことは一度もない。

　だから嫌われるようなことも、してないはずなんだけど。

　でも六条さんは、俺と目が合ったら露骨に顔を背ける。俺から挨拶をしても、申し訳程度の会え釈しやくを返すだけ。たまたま帰り道で一緒になったら、急に方向転換……などなど。なぜか俺にだけは『塩対応』なんだ。

　じつはこれは愛情の裏返しで……なんてマンガじみた展開は絶対にない。それくらい、目を見たらわかるって。

　他人とは過度の干渉を避けたい俺だけど、さすがにちょっとは凹へこむ。

　まあ、あくまでちょっと凹へこむだけで、そこまで気にしないけどさ。『付かず離れず』はあくまで俺のモットーであって、向こうから離れていく分にはどうしようもないし。そもそも六条さんほど輝いてる人なんて、ひっそりと生きたい俺なんかとは無縁の存在だもんな。

　ソシャゲをしながらそんなことを考えていると、チャイムが鳴って一時間目が始まった。

「よーし、席につけよ。まずはこの前の中間テストの答案を返していくぞ」

　教卓に手をついた化学の先生が、クラス全体を見渡して言った。

「うげ。そういや今日だったんか」

「私、結構勉強して挑んだんだけどなー」

　みんな期待と不安をにじませるなか、名前を呼ばれた生徒から一人ずつ答案用紙を受け取りに行く。

「えー、次は六条」

「はい」

　六条さんが席を立った。化学の先生はにこやかに微笑ほほえんで、

「おめでとう。このクラスで唯一の百点だ」

　大勢の生徒たちが六条さんの周りに群がって、彼女の答案用紙を覗のぞき込む。

「わ、すごーい、百点だって！」

「俺らとは頭の出来が違う……！」

　六条さんはこの学校に首席で合格した才媛だったりする。モデルをやるほどの美人で、誰にでも神対応で（俺以外にはね）、そのうえ成績もいいなんて完璧すぎるだろ。

「じゃあ次は佐倉」

　俺が呼ばれた。まあ俺も六条さんほどじゃないにしても……。

　受け取った答案用紙を見て、啞あ然ぜんとする。

　……41点。

　橋本くんたち男子が覗のぞき込んできた。

「おいおい、赤点ギリギリじゃん。高校最初の中間テストでその点数は、やばくないか？」

「まさか佐倉って、クラス最下位なんじゃ……？」

　この学校の赤点は40点に設定されている。確かにまったく勉強してなかったけど、ここまで低いとは……まあ赤点だけは免まぬがれたんだし、よしとするか。

　ふと、六条さんと目が合った。

　その美しすぎる学年一位の才媛は。

「ふ」

　口元を歪ゆがめて、顔を背けたのだった。

　…………まあいいけど。







　今日の授業で返却された中間テストの答案は、化学、日本史、現国、数学Ａ。

　全部赤点ギリギリでした。

　俺って入試が終わってからずっと、ゲームとマンガだけの毎日だったもんな。あ、アニメも散々見てたわ。そりゃテストの結果が芳かんばしくないのも当然だって。

「佐倉ってあんまり勉強できない奴やつだったんだな」

　放課後の掃除の時間に、同じ班の橋本くんが絡からんできた。

「ま、まあ、得意なほうじゃないかな……」

「安心しろ！　俺も点数やばかったしさ！」

　なにが安心しろかわからないけど、確か橋本くんは化学が53点だった気がする。

「俺らもそうだぜ。高校のテストって難しすぎるよな？」

　別の男子たちもやってきた。彼らもあまりいい点数じゃなかったはずだ。

　教室の奥でホウキを動かしていた女子たちが、ため息混じりにこっちを見る。

「点数が低いことのなにが自慢なの。ちょっとは更紗を見習ったらどうよ。ねえ更紗？」

　更紗こと六条さんも同じ掃除の班で、俺たちに爽やかな笑顔を向けていた。まあ正確には、俺以外の男子たちに対して、な。

　橋本くんは悪いた戯ずらっ子のような顔で、俺の肩に手を回してきた。

「別にいいんだよ。俺らはこの佐倉と一緒に、バカ連合でも結成するから」

　……バカ連合？　なんだその不名誉極まりない団体は。しかもなんで俺が含まれている？

　別の男子たちも便乗した。

「それいいな！　クラスで点数の低い奴やつを集めて……いや、学年全体からバカだけを集めて、巨大勢力を作っちまおうぜ!?　明日ほかのクラスにも突撃してくるわ！」

　それはまずい。まずすぎる。

　別に点数が悪い連中同士でつるむことを非難する気はない。つるみたい人はつるめばいいと思う。ただその団体は目立つ。めちゃくちゃ目立つ。そしてそこに、俺も含まれていることが問題なんだ。

「なにそれぇ？　ほんと男子ってバカばっかり……更紗もなんか言ってやりなよ」

「あはは……まあテストの点数だけで、その人のすべてが決まるわけじゃないしね」

　俺はできるだけ、ひっそりと目立たずに生きたいんだよ。俺が放つ存在感は、隅っこにある小さな観葉植物レベルでいい。確かに存在はしてるけど、いつも注目を集めてるわけじゃないような。そんな観葉植物のような距離感こそ、俺が目指す『付かず離れず』の境地なんだ。

　でも冗談半分とはいえ、もし本当にそんな団体が結成されでもしたら。

　しかも俺の点数が一番低いってなると。

　──なあ、このバカ連合って誰が一番、頭悪いんだ？──

　──もちろん、そこの佐倉春はる太た御大だよ──

　──じゃあ佐倉が俺たちバカ連合のトップってわけか。よろしくな総帥──

　観葉植物どころか、やたら注目を集める御ご神しん木ぼくになっちまう……っ！

　考えてみればクラスで一番点数が低い奴やつなんて、目立つに決まってる。たとえそのバカ連合とやらが結成されるにしろ、されないにしろ、現状では俺がバカのシンボルなんだから。

「でも更紗だって前に言ってたじゃん。更紗の好きなタイプは……」

「え、六条の好きなタイプ？　なにそれ気になるじゃん！　どんな奴やつよ？」

「えっとそれは……うーん、改めて言うのは恥ずかしいなあ」

　どうやら俺の考えは甘かったらしい。テストもせめて平均点くらいは取れるようになっておかないと、いくら息をひそめたところで結局は目立ってしまう。浴びたくもない注目を勝手に浴びてしまう。

　人付き合いもそこそこ。成績もそこそこ。この高校三年間を静かに過ごすためには、そんな特徴のない男にならないと。

「……勉強しなきゃ」

　決意がぽつりと、口から漏れた。

「ん？」

　六条さんの周りにいた橋本くんたちが振り返る。

「なんだ佐倉。まさかお前も参戦する気か？」

「え、参戦って、なにが」

「なあ聞いたか!?　佐倉も参戦するってよ！」

　橋本くんは六条さんたちに、そんな言葉を伝えた。

　……まあいい。なんの話か知らないけど、俺は自分がやるべきことをやるまでだ。

　クラス最下位の汚名は、さっさと返上してやるからな！







　掃除のあと、橋本くんたち男子は「じゃあな佐倉！　一緒にがんばろうぜ！」とか言って、先に帰っていった。バカ連合とやらの結成をがんばろうって話かな。だとしたら橋本くんたちには悪いけど、その団体に俺を加入させるのは難しくなるだろう。

　なぜなら今後の俺は、成績も平凡な特徴のない男になるからだ。

　もちろん平均点を超えても構わない。というか、それくらいの意気込みでやらないと最下位脱出は不可能だ。もし俺が学年トップとかになれば逆に目立ってしまうけど、さすがにそんなことにはならないだろうし。そもそも六条さんっていう不動の一位がいるからな。

　トイレに寄ってから、昇降口に向かう。

　そこで六条さんと、ばったり出くわした。

「あ」

　六条さんはいつものように、ぷいっとそっぽを向い────たりしなかった。

　そればかりか、まさかの俺に話しかけてきた。

「……意外だったわ。佐倉くんがあんなこと言うなんて」

「え、あんなことって？」

「だから佐倉くんが、勉強するって言ったこと」

　ああ、それね。まあ俺はクラス最下位の男だもんな。そりゃ意外だろうよ。

「ちょっと心境の変化があってさ。やっぱり最下位っていうのは」

「じゃあね」

　俺の話を最後まで聞かず、六条さんはさっさと歩き去ってしまった。校舎の外で待っていた友達と合流するなり、俺には決して見せない満面の笑みで仲良さそうに下校していく。

　……相変わらず俺にだけ塩対応。別にいいんだけどさ。







　勉強すると決めた以上、即行動。学校帰りに駅前の大型書店に立ち寄った。

　当たり前だけど、マンガを買うために来たわけじゃないぞ。

「えーと、参考書はどこだ……」

　今日返ってきたテストのなかで、一番点数がやばかったのは化学だった。だからまずは化学の参考書を買おうと思うわけよ。

　理系の本が並ぶ通路を歩いて、高校生向けの参考書コーナーに向かう。

　その途中でふと、気になるタイトルを見つけた。

　なんだこれ。『よくわかる錬金術』だって。厨ちゆう二に心をくすぐるタイトルだな。どれどれ。

「てえええええい！」

　何者かが、腕を十字にして体当たりをブチかましてきた。

　よろけた俺は相手を睨にらむ。

「急にクロスチョップで飛んでくるな」
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　もちろん俺にこんな真ま似ねをしてくるのは──。

「天空ペケ字拳と言ってほしいっす」

　──中学生ギャルの真ま波なみしかいない。

　制服のスカートはやたら短いし、通学カバンにはクレーンゲームで取った景品のぬいぐるみをジャラジャラつけてるし。その中にはアニメキャラのぬいぐるみも混じってる。

　見た目はギャルのくせに、こいつ意外とオタクなんだよな……だからこそ、俺でも話が合ってしまうんだけど。

「あのな、天空ペケ字拳っていうのは、腕を十字にして空から落ちてくる技だぞ。お前みたいに横から飛んでくるのは、ただのフライング・クロスチョップだ」

「じゃあ『低空ペケ字拳』っていうのはどう？」

　あれ？　なんかそれ、かっこいいな。

「てかさてかさ。なんの本読んでんの？」

　真波は息がかかるほどぐいっと顔を近づけて、手元を覗のぞき込んできた。

　俺は『付かず離れず』の距離感が一番いいと思ってるのに、やたら距離を取ろうとする六条さんに反して、真波はやたらと距離を詰めてくる。どっちも極端すぎるんだよな。

「お、ハルちゃんって錬金術の本とか読むんだ。最近ハガレンでも読み返した？」

「そうじゃなくて、化学の参考書を探してたら……」

「錬金術にたどり着いたわけだね。このアルケミストめ！　さては不死の霊薬、エリクサーを作ろうとしているな!?　風邪薬で我慢しろ！」

　うぜえ……。

「はいはい、そうだな。なんで化学関連の棚に錬金術の本なんてあるんだ……」

　面倒臭いんで、端的に切って本を棚に戻す。でも真波はまだ話を広げようとする。

「昔は錬金術も化学の一種だったんだって」

「あー……なんか聞いたことあるかも」

「医療化学の発展にも、めっちゃ貢献したらしいよ。なんでもエリクサーを作る過程で、錬金術師のパラケルススがヒ素とかを使ったことが、近代薬学の始まりなんだとか。それまで薬といえば薬草だったのに、まさかの無機化合物を薬にしようとする発想。エモすぎっしょ？」

「お前、変なこと知ってるな」

「ふふん。崇あがめたまえ」

　偉そうに胸を張ってくる。どうせマンガかなんかの受け売りだろ。

「で、お前は本屋でなにしてたんだ」

　真波は満面の笑みで、手に持っていたブルーレイを見せてきた。

「これ買おうと思って！」

　そのブルーレイは、『アタック・オブ・ザ・キラートマト』。凶暴化したトマトが人間を殺しまくるパニックホラー映画────らしい。ちょっと気になる内容だけど。

「ねーねー、ハルちゃん。これ一緒に見ようよ」

「そんなＢ級映画を見てる暇はない。それより俺は参考書をだな……」




　一時間後────。




「ちょ、この殺人トマト、まじでやばくね!?」

「く、くそ……しばらくトマトは食えんぞ……！」

　俺の部屋でブルーレイの鑑賞会が開かれていた。

「やばいってハルちゃん！　グロいけど、なんかテンション上がってきた！」

「ははっ、確かにこの作品はホラーっていうより────って、なにしてんだ俺はぁッ!?」

　結局参考書、買ってねーし。

　なぜか真波にだけは、たまに乗せられちゃうんだよな……。







　その日の夕食は、父さんが出前で頼んだピザとパスタだった。

　ベーコントマトピザと、トマトソースのパスタな。あんな映画を見たあとだから、俺も真波もちょっとげんなりしてた。

　で、食後。

「真波ちゃん。お風ふ呂ろ沸わいたから入っといで」

「はーい」

　父さんに促されて、真波は元気よくリビングのソファーから立ち上がった。

　我が佐倉家の入浴順は日替わり制。最後に入浴する人が、そのまま風ふ呂ろ掃除をする決まりなんだ。もともと父さんはこのルーティンに真波を入れるつもりはなかったんだけど、真波本人から志願があった。「居い候そうろうの身だからって、遠慮はいりません！」ってな。

　うちには母さんがいないんで、これまで風ふ呂ろの掃除当番は俺と父さんの交代制だった。そこに真波が入ってくれただけでも、だいぶラクだよ。ちなみに今日の当番は父さんだ。

「じゃ、おじさん、ハルちゃん。お先」

「ああ、さっさと行け」

　ソファーで手をひらひらと振ってやる。真波の次は俺が風ふ呂ろに入る番なんで、このままリビングでテレビでも見ながら待つことにした。

　父さん自慢の百インチ８Ｋテレビには、たいして面白くもない教養系のクイズ番組が流れている。ロケをしていた芸人のＶＴＲが止まって、画面にでかでかと『卵かけご飯に醬しよう油ゆをかけると美お味いしくなるのはなぜ？』というテロップが表示された。

「そういや、なんでだろうな？」

　お茶を飲みながらくつろいでいる父さんが、そう言って首を傾かしげた。

　ほんと、いい視聴者だな。答えなんて「それが醬しよう油ゆだから」でいいだろ。醬しよう油ゆをかけたら、だいたいなんでもうまいに決まってる。

「酸性に寄るからですよ」

　リビングを出ようとしていた真波が、テレビ画面を見ながら言った。

「人間が『わ、おいしー』って感じるのは、食べ物が酸性に寄ってるときなんですって。醬しよう油ゆのペーハー値は５くらいの酸性で、それをアルカリ性の生卵にかけると酸性に近づくから、おいしく食べられるそうですよ」

「へえ、そうなんだ。よく知ってんなあ、真波ちゃん」

「いえいえー」

　真波はにっこり笑って、風ふ呂ろ場に向かった。

　テレビに問題の答えが映る。真波が言った通りだった。

　……ほんとあいつ、変なこと知ってるよな。

「よし、春太。ちょっと話がある」

　真波がいなくなった途端、父さんがテレビを消して立ち上がった。キッチンカウンターの端に置いてあったプリントの束を手にして、また戻ってくる。

　あのプリントは……ああ、俺の答案用紙か。

　父さんは答案用紙の束を一枚ずつ確認しながら、呆あきれたように口を開く。

「化学41点。日本史48点。現国42点……今日の分だけでも、全部40点台のオンパレードか。高校最初の中間テストでこの結果。父親として泣けてくるわ」

　答案用紙は夕飯の前に父さんに渡したんだけど、今までなにも言ってこなかったのが不思議だったんだ。たぶん真波の前で説教するのも酷だっていう配慮だろう。

　父さんはため息混じりに続けた。

「お前が勉強もせず、マンガやゲーム三昧だったのは知ってるよ。ただでさえ、うちには資料のマンガやゲームがたくさんあるからな。でもな春太。マンガ家の息子がオタク趣味に傾倒しすぎた結果、勉強がおろそかになるなんて、お前は佐倉家を世間の笑いもんにする気か？」

　クラスの連中には言ってないけど、俺の父さんこと佐倉冬ふゆ彦ひこは、マンガ家だったりする。

　ツーブロックにした金髪に、サーファーみたいな日焼けした顔立ち。そして歴年の土木作業員のような、いかついマッスル体型からは想像しにくいけど、ほのぼの日常系の萌もえマンガを連載してるんだ。

　ペンネームは「バーモンド彼」。誌上アンケートでは、そこそこ上位にいるらしい。おかげで俺の家は、比較的裕福な暮らしができているってわけ。

「勉強はどうも苦手で……あ、でも今日からはちゃんと」

　すると父さんは、おかしなことを口走った。

「お前も少しは、真波ちゃんを見習ったらどうだ」

「は？　なんで今、真波の話が出てくるんだよ」

「だって真波ちゃんは、真面目で勤勉で」

　あいつが真面目で……？

「ぎゃはははははは！　おいおい、父さんは俺を笑い死にさせる気かよ!?　あの中坊ギャルが真面目で勤勉だって!?　腹痛ぇ腹痛ぇ！　腹筋がコミットしちまうって！」

　父さんは俺の答案用紙とは別のプリントの束を、無言で突きつけてきた。

　なんだよそれ……ん？　それも答案用紙か？

　ほ、ほう。国語に数学に……全部百点じゃないか。やるなこいつ。

　────あれ、名前が。

「……なあ父さん。この『吉よし田だ真波』って人、誰？」

「お前の従妹いとこだ」

「こんな子、いたかな？　あいつと同姓同名？」

「お前の従妹いとこは、真波ちゃん一人だけだろ。これは真波ちゃんの中学の中間テストだ」

「………………」

　いやいや。

「なんだ春太。お前、知らなかったのか」

　父さんが意地悪そうに、口元を吊り上げた。

「真波ちゃんが去年に受けた全国模試の結果は、日本屈指の難関高校でも全教科Ａ判定。つまり成績上位で入学できるレベルってことだ」

　…………待ってくれ。ちょっと待って。

　頭の整理が追いつかないなか、父さんはトドメになる一言を放つ。




「派手な見た目だけどな、真波ちゃんはすごく勉強ができる子なんだよ」




　ちょうど脱衣所のほうから、妙な歌が大声で聞こえてきた。

「楽しい楽しいバスタイム〜、湯船の中にまずダイブ〜、上がってからは即アイス〜、夜空に輝くアルタイルっ♪」

　……いや、ほんとに待って。

　今やたら堅い韻を踏んで、フリースタイルのラップをかましてるあいつが……。

　あのうざくて、アホっぽいギャルの従妹いとこが……。




　めちゃくちゃ勉強ができる天才だとぉッ!?




　　　　　　　　　　　　◇




　ちょうどその頃────。

　六条更紗は自宅の部屋で、机に向かって問題集を解いていた。

　学校配布の問題集ではない。自費で書店から購入したものだ。

『でもあの芸人のチャンネル登録数、あんなに伸びるとは思わなかったなぁ』

「ほら、前に元カノの女優をゲストで呼んでたでしょ？　あれがウケたからじゃない？」

『だよねー。私も普段は見てないけど、あの回だけはチェックしちゃったもん』

　机に置いたスマホのスピーカー機能で、同じクラスの中なか塚つか美み佳か子こと通話をしながら、ペンを走らせる。

　更紗がいま取り組んでいるのは英文の和訳だ。学年一位の才媛である更紗にとって、マルチタスクの処理はたやすいもの。更紗ならたとえ数学の証明問題と向き合いながらでも、同時に電話をすることだって可能だった。

『あ、そうだ。話は変わるけどさ、今日の掃除の時間はびっくりしたよね』

　通話相手の美佳子が、含み笑いを入れながら切り出してきた。

「……そうね。本当に意外だったわ」

『更紗が好きなタイプを〝勉強ができる人〟って言った途端にあれだもんね。ほかの男子たちはともかく、佐倉くんまであんなこと言うなんて、正直思わなかったよ』

　──勉強しなきゃ──

　佐倉春太は、あのとき確かにそう言った。

　周りの男子たちが「六条の好きなタイプがそれなら、俺も勉強するしかねえ！」と騒ぎ立てるなか、佐倉春太も確かにそう口にしたのだ。

「……単純にクラスで最下位はまずいって思っただけでしょ。あとでちゃんと佐倉くん本人に確認したし」

　更紗がそう言っても、色恋話が好きな美佳子は譲らない。

『でもじつは佐倉くんも参戦する気だったらどうする？　男子たちの更紗争奪戦に』

「あのね。美佳子もみんなも誤解してるみたいだけど、私が勉強できる人が好きって言ったのは、努力できる人が好きって意味よ？　私は男子と付き合うなら、そういう人がいいの」

　成績を上げる。上位を保つ。

　それは普段の地道な努力があってこそ。更紗はそんな努力が垣かい間ま見みえるツールとして、勉強ができる人が好き、と言っているだけに過ぎない。

「あの佐倉くんが努力する人とは思えないし。今日返ってきたテストも全部赤点ギリギリだったことが、なによりの証拠よ」

『なんか更紗って、佐倉くんには厳しいよねー。なんかあったの？』

「別に。ただ苦手なだけ」

『うわー、やっぱり厳しい……』

「ねえねえ、それよりもさ、この間見つけたクレープ屋さんって」

　話を変えようとしたにも拘かかわらず、美佳子はまだ引っ張る。

『でももし、その苦手な佐倉くんが努力して成績を上げ始めたら、ちょっとは考える？』

　更紗は一旦ペンを止めて。

　そんなことはありえないと考えつつも。

「…………そうね」

　短く、それだけを告げた。

『わあ！　これは断然、佐倉くんを応援したくなるなーっ！』

「だからそれはないってば。だいたい佐倉くんが私と付き合いたいって思ってるかどうかなんて、わからないじゃない」

『更紗と付き合いたくない男子なんているのかなぁ？』




　美佳子との他愛ない話を終えて、通話を切ったのは午後九時。

　それから一時間経たっても、二時間経たっても。

　親も、同い年の友達も、とっくに寝ている時間になっても。

　不動の一位を譲らない六条更紗の自室からは、ペンを走らせる音が鳴り止やまなかった。
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　今日で中間テストの答案用紙が、全教科返ってきた。

　もちろん全部、赤点ギリギリの40点台でした。物理も、英語も、古文も、なにもかもな。

「はあ……」

　毎日続いた父さんの説教ロードは今日で終わるとして、今後どうするかだ。あれから何度か勉強の真ま似ね事ごとをしてみたけど、なにしろ基礎すら頭に入ってないからな。どこから手をつけたらいいのか、それさえもわからないんだよ。

「なんだ春はる太た。でっかいため息なんかついて」

　図書室のカウンターの中で、はだしのゲンを読んでいた広ひろ岡おかが話しかけてきた。俺もこいつも図書委員なんで、放課後はたまにこうして、一緒に図書室で受付の仕事をやってるんだ。

「中間テストの結果が、あまりよろしくなくてさ……」

　俺が答えると、広岡はぽんと手を打った。

「そういや、お前のクラスの奴やつから聞いたぞ。なんかお前、バカ連合とやらを結成したんだって？　しかも総帥らしいじゃん」

　くっ……もう広岡のクラスにまで、そんな話が回って……！　話題性抜群かよ……！

「そんな団体に加入するわけないだろ。俺はなるべく目立たず、ひっそりと静かに生きたいんだから」

「例の『付かず離れず』ってやつか。まあ、春太の気持ちはわからなくもねーけどさ。せっかく高校に入ったんだし、少しは友達作ったほうがいいぞ？」
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　うーん……そうかもしれないけど……。

　イマイチ乗り気になれないのは、俺がビビリだからってのもある。だって他人と馴なれ合あいすぎると、どこでトラブルに巻き込まれるかわからないしさ。ほら、世間で起きてる問題の大半って、こじれた人間関係がきっかけだったりするじゃん？　誰々に裏切られたー、とか、親友だと思ってたのにー、とかさ。

　だから余計なトラブルを避けるためにも、付かず離れずの距離感って大事だと思うわけよ。

　それに友達なら、広岡がいれば十分だし。

「ふわぁ……それにしても、図書委員って案外ヒマだよな」

　この茶髪でちょっとヤンキーっぽい男、広岡聡さとしとは中学時代からの付き合いだ。

　中学ではサッカー部のエースを張っていて、この高校でもやっぱりサッカー部に入ってる。運動神経がいいイケメンだから、これまで何人もの女子に告白されてきたんだと。中三のときのバレンタインデーなんか、「今日は面倒な日だから休む」って名言まで残したほどだ。

　そのうえ性格までイケメンだったりする。

　たとえば広岡のサッカー部って、放課後は毎日練習があるんだよ。だから本当は図書委員なんてやってる暇はないはずなんだ。でも俺がクラスのくじ引きで図書委員に決まったって知った途端、隣のクラスの広岡も、自分から立候補してくれた。

　それで当番も俺に合わせてくれて。わざわざ部活の参加を遅らせてまで、時間が許す限り俺と一緒に図書室の受付に座ってくれている。

　俺があんまり知らない奴やつと長時間一緒にいるのは苦手だって、わかってるんだろうな。広岡はそのあたりを自然に察して、さらっと力になってくれる超いい奴やつ。他人とは過度の干渉を避けたい俺だけど、唯一の例外がこの広岡になる。

　ほかにも広岡のいい奴やつエピソードはいろいろある。もしこいつと、中学の頃に出会ってなかったら、俺はたぶん────。

「あ、そういや見たか春太？」

　広岡が口にガムを放り込んで言った。

「廊下に中間テストの上位五十人が張り出されてたろ。予想通り、六ろく条じよう更さら紗さが一位だったな」

「ああ、見たよ。やっぱすごいな、六条さんは」

「休みの日はモデルをやってるって話なのに、一体いつ勉強してんのかねえ」

　同感だ。しかもこの学校では、料理部にも入ってるわけだし。なんか効率のいい勉強法でも知ってるのかな。

　ちょうどそこで、当人が図書室にやってきた。

「こんにちは！　ちょっといいですか？」

　相変わらず太陽のように輝いている六条さんが、受付のカウンター越しに甘く可か憐れんな笑みを向けてくる。広岡もサッカー男子特有の爽やかな笑顔で応じた。

「はいはい、なに？」

「この本を探してるんだけど、図書室にあります？」

　六条さんは身を乗り出して、手にしたスマホの画面を広岡に見せた。おたがい額が当たりそうなほど距離が近い。イケメンと美女って、絵になる組み合わせだなぁ。

「あー、これなら図鑑コーナーにあったかも。ちょっと取ってくるから待ってろよ」

「うん、ありがと！　なんかごめんね」

　広岡はカウンターを抜けて、図書室の奥に向かった。

　で、受付には俺と六条さんの二人だけになる。

　そうだな。昨日は六条さんから話しかけてもらえたわけだし、人間関係を円滑にするためにも、ちょっとだけ話してみるか。

「えっと、中間テスト、学年一位だったみたいだね。すごいな六条さんは」

「ありがと」

　なんだろう。広岡に対して言った「ありがと！」とは声のトーンがまるで違う。目も合わせてくれないし。

「六条さんって、どうやって勉強してるわけ？　なんかコツでもある？」

　もう少し粘ってみたんだけど。

「別に。普通にやってるだけ」

　うぐ……相変わらず対応が塩だな。しょっぱすぎるわ。

　そこからは一切会話がなく、早く戻ってきてくれ広岡、と願うばかりで。

　広岡が目当ての本を持って戻ってきたら、六条さんは「めっちゃ助かる！　ありがと！」と言って、貸出手続きをしたあと笑顔で手を振りながら図書室を出て行った。

「うーむ……」

「どした春太？」

　広岡がカウンター内の椅子を引き寄せて、そこに腰掛ける。

「……六条さんにどうやって勉強してるのか聞いたんだけどさ。『普通』って答えが返ってくるだけで」

「そりゃそうだろ。六条更紗からすれば、勉強はできて当たり前なんだ。前に春太も言ってたじゃん。あいつは俺らみたいな凡人とは違うって」

　そうじゃなくて、なんで俺にだけ冷たいんだろって話がしたかったんだけど。まあいいか。

「なあ広岡。なんかいい勉強方法ってないか？」

「ああ？　俺が知るわけねーだろ。もっと頭のいい奴やつに聞けよ。それこそ六条とか」

　広岡は興味をなくしたのか、またはだしのゲンを読み始めた。

「だから六条さんに聞いたって、『普通』しか言わないんだよ」

「だったらほかに頭のいい奴やつを探せ。知ってると思うけど、俺はバカだぞ」

　六条さんのほかに、頭のいい奴やつ、か……。

　一応、心当たりはあるんだけど。







　夕食後。

　締め切り前の父さんは、一番風ぶ呂ろに入ってすぐ仕事部屋に引っ込んだ。これからスカイプでやり取りしている在宅アシスタントを総動員して、徹夜作業になるらしい。

　今日の風ふ呂ろの掃除当番は真ま波なみ。先に上がった俺は、リビングでテレビを見ながら真波が出てくるのを待っていた。

　しばらくすると。

「おやおや？　ハルちゃんがまだリビングにいるなんて珍しいね」

　ほんのり頰を上気させた風ふ呂ろ上あがりの真波が現れた。

　裸にバスタオルを一枚巻いただけの姿で。

　真波はそのままソファーに腰を下ろすと、「ジュース取って」と言ってくる。俺たちは従い兄と妹こ同士とはいえ、いくらなんでも無防備すぎるだろ。

　しかもその状態で足まで組みやがるし。さすがにパンツくらいは穿はいてるよな？　見えそうで見えないこの位置がもどかし────くはないからな。さすがに中三の従妹いとこに欲情したら終わりだ。

「んあ？　なに見てん？」

　じとりと睨にらんでくる。そりゃバスタオル一枚なんだから、見るなってほうが無茶だろ。

「いや、別に……」

「ふふん、知らなかったようだな。おまえの従妹いとこは巨乳なのだぞ」

　変な口調で胸を張って、バスタオルから覗のぞく谷間を強調する。

　なんか恥ずかしくなってきた俺は、ソファーから立ち上がって、冷蔵庫のジュースを取ってきてやった。

「なんか今日は素直じゃね？」

「ちょっと話がしたくてな。お前はどうやって勉強」

「そだ。私も言っておきたいことあったんだ」

　話の腰を折られた。真波はジュースをぐびぐび飲んだあと。

「もういい加減、マック派とマクド派の争いにはうんざりなんだよ！」

「……急にどうした？」

「セブンだ、セブイレだ、スマブラだ、大乱だ……どっちでもいいだろ！　結局はあだ名みたいなもんじゃないか！　佐さ倉くら春太だって、ハルちゃんだろうが、ハルっちだろうが、好きなように呼べばいいんだよ！」

「まあ、な」

　真波は泣なき真ま似ねをしながら、「みんないつまで戦争してんだよ〜」と口走っている。

　脈絡がなさすぎる。だめだ。やっぱこいつ、うざい。

　こんなアホに勉強のことを聞くなんて、俺のプライドが許さん。

「で、話ってなんなん？」

「……やっぱいいや。一人でなんとかするわ」

　勉強なんて問題集を解いてれば、なんとかなるだろ。







　自室に戻った俺は、教科書が並ぶ本棚を見て──とりあえず唸うなるところから始めた。

「うーむ。なにから手をつけたらいいか、わからん……」

　俺に得意科目はない。全教科が苦手で、どれも等しくさっぱりわからない。興味がある教科もないんで、選択に迷うところだ。

　コンコン、と部屋のドアがノックされた。そしてすぐに開かれる。

「お邪魔するよー」

「邪魔するなら帰れ」

「はーい……って、新喜劇かい！　愛してるけど新喜劇！」

　またうざ絡がらみにきやがった。

　もちろんバスタオル一枚の姿じゃなくて、部屋着用のパーカー姿な。

「ふっ、バスタオルじゃなくて残念だったな。湯冷めはお風ふ呂ろを愚弄する行為と知れ」

「なに言ってんだお前？」

　真波は俺のベッドに遠慮なく腰を下ろした。無骨な俺の部屋に、風ふ呂ろ上あがり女子特有の香りがふんわりと漂う。

「ねーねー、格ゲーやろうぜ。格ゲー」

　ベッドの端で両足をばたばたさせる真波。もちろん俺は相手にしない。

「だめだ。俺はこれから勉強するんだから」

「そんなのあとでいーじゃん。今はサボろうぜ」

　ずっとサボってたから、あんな点数を取っちゃったんだよ。

　本棚から適当な教科書を抜いて、机に向かう。とりあえず勉強してるところさえ見せれば、こいつも諦めて自分の部屋に戻るだろ。

「ねーねー、ハルちゃん。格ゲーは？」

「だからやらないっての」

「えー、やろうよー」

　ベッドから降りた真波は、机に向かう俺の背中に、「波動拳！　波動拳！」と言いながら何発も掌底を叩たたき込んでくる。

　まあこんなの全部無視しとけば、そのうち諦めて────────────────────────────────────────────────────って、くそうぜえ！

「ええい、うっとおしいわ！」

　耐えきれずに振り払った。でも真波は、悪びれたそぶりを微み塵じんも見せない。

「だって暇なんだもん。波動拳！　波動拳！　はどーけん！」

「だいたいお前のは言い方が違うんだ。もっと鋭く息を吐くようにだな……」




「タイグー、アパパ！」

「うわ、ハルちゃん、めっちゃ似てるし！」

「だろ？　これが昔のサガットだ。俺はこのモノマネに定評がある」

「じゃあさ、じゃあさ、ダルシムは？」

「ヨグァ……って、なにしてんだ俺はぁッ!?」

　勉強するんじゃなかったのかよ……！　なんでまた真波に乗せられてんだ……！

「もう終わり。勉強する」

　真波に背を向けて机に向かう。

「えー、遊ぼうってばー」

「……ったく。なんでお前はそんな感じなのに、テストでいい点が取れるんだよ。どうやって勉強してるのか謎でしょうがないわ」

「ん？　私のテスト見たん？」

　あ、今の俺、割とさらっと聞きたいことを口にできたぞ。

　真波はそれにきちんと答えてくれた。

「別に特別なことはしてないよ。朝ちょっと早めに起きて、ちょっとだけ問題集やって、寝る前にもう一回それを復習してるだけ。時間を空けて同じ問題を二回やると、結構覚えられるんだなー、これが」

「それって十分、特別なことなんじゃ……」

「人間日々成長ですから」

　真波はにっこり笑った。日々成長ねえ……。

「んでんで？　ハルちゃんは中間テスト、どうだったん？」

「えっと……ま、まあまあかな」

　プライドが邪魔して、つい噓うそをついてしまう。まあまあどころか、散々なのに。

「さすがハルちゃんだねー。あ、私いま高校の問題集を解いてるんだ。もしわからないところが出てきたら、また昔みたいに教えてよ。こっちも教えられるところは教えるし」

　こ、こいつ中三のくせに、もう高校の問題集やってんのかよ……!?　さすが全国模試で全教科Ａ判定を取る天才だ……って、待てよ。

　いま真波は、「教えられるところは教える」って言ったよな？

「とりあえず今日は、私と遊ぼうぜ！　たいぐー！　たいぐー！」

　サガットの真ま似ねをしながら（クオリティはかなり低い）、俺の背中に拳を突き出してくる。たぶん頼めば、快く引き受けてくれると思うけど。

　でも高校生の俺が、中三のギャルに勉強を教えてくれって頼むのもな……。

　あ、そうだ！　いいこと思いついた！

「なあ真波」

　そのうっとおしい天才ギャルに向き直る。

「一回だけなら、格ゲーに付き合ってやってもいいぞ」

「え？　まじすか!?」

　目をらんらんと輝かせる。そんなにやりたかったのかよ。

「ただし、条件がある。勝った奴やつは、負けた奴やつにひとつだけ命令ができるってのはどうだ？」

　我ながらいいアイデアだと思う。ようするに「罰ゲーム」の体裁を装よそおって、勉強を教えろって命令するんだ。それなら俺も頼みやすい。

　真波は口元に手を当てて、わざとらしく口角を吊り上げた。

「あー、わかった。またバスタオル一枚になれって命令する気っしょ？　このど変態め」

「違うわ。なんで俺が従妹いとこの裸を」

「だが、おまえの従妹いとこは意外と巨乳だ」

　もういい。こんなやり取りも時間の無駄なんで、俺はさっさとゲーム機の準備を始めた。

　対戦に使うゲームは、格ゲー大会においても定番の有名タイトルだ。

　コントローラを手に取った真波が、くふふ、と笑う。

「私、このゲームは最高難易度でも全ステージ、パーフェクト勝ちができちゃう腕前なんだよねー。私が勝ったら、なに命令しよっかなー。一緒に女子限定のプリクラショップにでも付き合ってもらおっかなー」

　俺はとくになにも言わず、自分が得意とするプロレスラーキャラを選んだ。

　そして真波が選んだキャラは、俺のプロレスラーに相性有利とされるモヒカンの巨漢。

「……お前それ、わかって選んでるよな？」

「んー？　なにが？」

　自信満々の笑みを浮かべる真波を横目に、対戦スタート。

　その白熱の戦いの結果は────俺の圧勝だった。

「そ、そんな……私が、あっさり負けるなんて……」

「かっかっか！　お前は最高難易度でも全ステージ、パーフェクト勝ちができるとか言ってたけど、そんなの対人戦には関係ねえ！　格ゲーは血の通った人間とコツコツ戦っていかないと上達しねーんだよ！」

　真波には言ってなかったけどさ。

　じつは俺、この格ゲーはオンラインの対戦ランキングで、かなり上位にいるんだよね。

「さーてと。俺が勝ったわけだし、ひとつ命令させてもらおうかな。えっと、そうだな……」

　この考えるふりは演出だ。すぐに「勉強を教えて」って切り出すのは、ちょっと恥ずかしいからな。

「んー、バスタオル姿になれって命令してもいいんだけどなー。でもそれはさすがにかわいそうだしなー。しょうがないから、今回は俺に勉強を教えるってことで……おいどうした？」

「………………」

　真波は両目に悔し涙を溜ためていた。今度は泣なき真ま似ねじゃなくて本物で。

　それを手の甲で拭って、コントローラを置くなり。

「お、おい、どこ行くんだ!?」

　なにも言わず、部屋を飛び出していった。

「……ちょっといじめすぎたか？」

　なにしろ俺は、強パンチと投げ技しか使わない舐なめプだったからな。拗すねるのも当然か。

　ま、明日にでも謝ればいいだろ。

　ゲーム機本体の電源を落としたところで。

　真波が戻ってきた。

　バスタオル一枚の姿で。

「いや違う違う！　俺はそんな命令をするつもりじゃなくて……！」

　涙まじりの目で「キッ」と睨にらみつけてきた真波は、無言で俺の部屋のテレビとゲーム機本体の接続コードを外し始めた。

「おいおいおい!?　なにしてんだ!?」

　真波は聞く耳をもたず、やがてバタンと乱暴にドアを閉めて、また部屋から出ていった。

　てかさ。たぶん一人で練習する気なんだろうけど。

　ゲーム機本体はともかく、テレビまで持っていくってどうよ？

「……まあいいか。これで勉強に集中できるし」

　真波とゲーム機とテレビが消えた部屋で、俺はのろのろと机に向かった。







『波動拳！　波動拳！』

　隣の真波の部屋から、ゲームの音が聞こえてくる。しかも嫌がらせのように、やたらでかい音量で。

「くっそ……勉強に集中したいのに、めっちゃうぜえ……」

　でも泣かせてしまった以上、俺も強くは出られないのだった。




　深夜までコツコツと格ゲーの練習を続ける真波と違って、俺の勉強はまるで捗はかどらなかった。







[image: 第三話　勉強を始めた佐倉くん]

　六ろく条じよう更さら紗さは今日も朝の五時前に目を覚ました。

　一応スマホのアラームはセットしているが、あくまで念ねんの為ためだ。もうこの時間に起きる習慣が染しみ付ついているため、アラームが鳴る前に起きてしまう。

　ベッドから出て軽くストレッチをしたあとは、近くの公園まで約三十分かけてジョギングをする。モデルの仕事をしている以上、体型の維持には人一倍気を遣っているのだ。

　ジョギングを終えて帰宅すると朝の六時。シャワーで汗を流したあとは、七時の朝食の時間まで、今日の授業の予習を行おこなう。

　そして七時半には家を出て、学校に向かう。料理部の部室に立ち寄る用事がなければ、自身が籍を置く一年二組の教室にはだいたい一番乗りで到着する。

　それが更紗にとって、日常的な朝の風景だった。

　今日もきっと一番乗り。友達が来るまで、予習の続きでもしておこう。

　そう思いながら、まだ静まり返っている朝の校舎の廊下を歩いて。

　一年二組の引き戸を開けたのだが。

「あ、六条さん。おはよう」

　更紗は教室の中に入らず、無言で引き戸をぴしゃりと閉めた。

　一人で廊下に佇たたずんで、スマホの時計を確認する。八時十分。誰かがやってくるにはまだ早い時間だった。それなのに。

　なんで佐さ倉くらくんが、もう教室にいるわけ？

　それだけなら、大して驚きはしなかった。たまたま早く来てしまう日もあるだろう。そんなことよりも、更紗が不思議に思ったのは。




　どうして佐倉春はる太たが、教科書とにらめっこをしていたのか、という点だ。




　誰もいない教室に一人でいた春太は、自分の席で日本史の教科書を開いていた。手にしていた蛍光ペンで、教科書本文に線を引いていた。あれはどう見ても、勉強している姿だった。

　──佐倉くんが努力して成績を上げ始めたら、ちょっとは考える？──

　以前、電話で美み佳か子こに言われた言葉が脳裏をよぎる。

「まさか本当に、私の好きなタイプを聞いたから……って、そんなわけないか」

　あの話のあとだからこそ、つい関連づけてしまった自分を恥じる。

　男子たちの話によれば、佐倉春太は日本史のテストもクラス最下位だったらしい。それなら少しは勉強に意識が向くのも当然だ。

「でもどこまでもつことだか……どうせすぐ投げ出すに決まってるわ」

　更紗はわかっているのだ。

　あの佐倉春太は、勉強を──努力を放棄している人間だということを。







　更紗たち一年生が、この高校に入学してすぐのこと。

　これからお世話になる学まなび舎やの探検がてら、更紗は校舎の屋上も覗のぞいてみようと思って、そちらに足を向けていた。

　階段の踊り場を曲がったところで、屋上に通じるドアの前に二つの人影が見えた。この学校の不良かもしれないと思って、とっさに身を潜める。

　ドアの前にいた二人のうち、最初に目についたのは、茶髪の不良っぽい男子生徒。積み上げられた廃棄用の机に腰掛けて、紙パックのコーヒー牛乳をすすっていた。

　そんな彼の隣に突っ立っているもう一人の男子生徒は、これといった特徴がなく、普通としか言いようのない外見で。更紗と同じクラスの生徒だった。

　名前は佐倉春太。

　口数が多いわけでもなければ、少ないわけでもなく。基本的には一人でいることが多い印象の、あまり目立たない男子生徒。クラスメイトたちとは、それなりにうまくやっているように見えるけど、なんとなく一定の距離をとっているようにも感じていた。

　更紗としては、せっかく同じクラスになったので、できる限り春太とも仲良くしたかった。ただその気持ちとは裏腹に、春太が醸かもし出だす独特の雰囲気──あまり人と交流をもちたくなさそうな空気感のせいで、なかなか話しかけられないでいたのだ。

　そんな春太と仲良さそうに話している男子がいる。

　更紗は興味をもった。

　出て行くタイミングを逸したこともあり。悪いとは思いつつも。

　つい踊り場の陰で、春太と茶髪男子の会話に聞き耳を立ててしまった。

「てか春太。お前よくこの学校に合格できたよなぁ」

「ああ、じつは自分でもびっくりしてるんだ。俺、中二くらいからまったく勉強してこなかっただろ？　絶対に落ちると思ってたんだけど、ギリギリ受かってよかったよ」

　微妙な差異ではあるが、春太の声色にはクラスで耳にするそれより、友好の含蓄が多く感じられた。あの茶髪男子にだけは、心を許していることが窺うかがえる。

「中一のときは、すげー勉強できたのにな。春太ってクラスでも上位にいたじゃん？」

「ははっ、まあ知ってのとおり、そこからの俺はマンガやゲーム三昧だったからな」

「……悪い。余計なこと言っちまったわ」

　茶髪男子が申し訳なさそうな声を出す。春太は笑いながら、こう返した。

「別にいいって。もう俺は吹っ切れたんだ。どうせ勉強ができたところで、いいことなんかないしさ。だったら無理して勉強するよりも、好きなオタク趣味に没頭したほうが何倍も有意義だって気づいただけだよ」

　勉強ができたところで、いいことなんかない……？

　その発言を咀そ嚼しやくするより先に、茶髪男子の次の言葉に意識を引っ張られた。

「そうだ。話は変わるけどよ。お前のクラスに六条更紗っているだろ？」

「ああ。あの首席合格の」

　私の話だ……。

「あいつ、なんでこんな学校を選んだんだろうな。だって俺や春太でも合格できる高校だぞ？　六条更紗なら、もっといい高校に行けたんじゃないかって思うんだけど」

「なんか中三の時点で、芸能事務所からスカウトを受けてたらしいし、高校はどこでもよかったんじゃないか？」

「そっか、六条ってモデルやってるんだっけ。そのうえ勉強もできるって完璧すぎるよな」

　そう言う茶髪男子に対して春太は、「そうだな」と一拍置いてから。

「そもそも俺たちみたいな凡人とは違うんだって。六条さんみたいな人を『天才』っていうんだよ。きっと昔から、なんでもできたんだろうなぁ」

　私が天才……？

　違う。私は天才なんかじゃない。昔は勉強なんて、まったくできなかった。なにひとつわからず、投げ出しそうになったことは何度もあった。

　でも教えられたんだ。努力は必ず実を結ぶということを。努力すれば何者にだってなれるということを。すべてを諦めかけていた自分に、そう教えてくれた人がいたんだ。

「あ、でも六条さんにもひとつだけ、親近感が湧くところがあるぞ」

　春太が言った。

「六条さんってさ、筆箱にキーホルダーつけてるんだよ。しかも女子児童向けのアニメキャラのキーホルダー。めっちゃ意外じゃないか？」

　………………っ！

「天才でもそういうの好きなんだって、ちょっとびっくりしたよ。ははっ」

　あれは私に努力の大切さを教えてくれた人にもらった、大切なキーホルダーだ。

　それを春太が────嗤わらった。

　更紗は二人に気づかれないように、静かに踵きびすを返かえした。

　確かに高校生にもなって、子供向けのアニメキャラのキーホルダーをつけているのは、少し変なのかもしれない。美佳子たちに言われたこともあるし、自分でも不釣り合いだと思っている。だから普段ならなにを言われても、別段気にしたりしないのだが。

　ただ今回は、相手とタイミングが悪かった。

　春太は「勉強してもいいことはないから、趣味を優先する」と言った。

　それは別に構わない。そういう考えの人だっているだろう。

　でもそんな人に「六条更紗は昔からの天才で、自分のような凡人とは違う」なんて言われたくはない。『あの人』にもらった大切なキーホルダーのことを、とやかく言われたくはない。

　こうなってしまえばもう、悪い方向にばかり考えてしまう。中学一年までの春太は勉強ができて、クラスの上位にいたという話だったが。

「……佐倉くんはもう、努力することをやめたのね」

　この日から更紗は、春太の見方が変わった。







「おはよう更紗！」

「うん、おはよう！」

　教室に美佳子がやってきた。誰かが来るまで廊下にいた更紗も、もう教室に入っている。

　春太は──相変わらず日本史の教科書を広げて、勉強していた。

「おいおい、佐倉。お前マジで勉強してんのか？　俺らのバカ連合はどうすんだよ？」

「はは。それも楽しそうだけど、さすがにクラス最下位っていうのはな」

　クラスメイトの橋はし本もとが話しかけても、いつもどおり二、三言話すだけで会話は終わり。もちろん勉強に集中したいのかもしれないが、更紗にはそれもただ人付き合いを避けたいだけのように見えている。

　佐倉春太は努力することを放棄して、オタク趣味に没頭したいだけの男。今やクラスメイトと交流を深めるという努力さえ、放棄しているように感じてしまう。

　……そんな人が今さら勉強を始めたところで、長続きしないに決まってるわ。

「ねえねえ更紗。佐倉くんをじっと見つめて、どうしたの？　やっぱ気になっちゃう？」

　美佳子が小声で囁ささやいてきた。

「別に。あ、それよりもさ」

　話を変えようとした矢先に、美佳子はこんなことを言った。

「てゆーか、佐倉くんもやりますなぁ。勉強してるところを堂々とアピってくるなんて、ガチで更紗狙いじゃん。ほかの男子たちは相変わらず、バカ話をしてるだけなのにさ」

　……ああ、なるほど。

　春太が自分の気を惹ひこうとしているとは思えないが、更紗は合が点てんがいった。

　あれは本気の勉強じゃなくて、ただのアピールなんだ。クラス最下位だったからこその「俺は勉強してますよ」アピール。きっと家では、まったくやってないに違いない。

　そう思った更紗だったが────。

「えー、では佐倉。ペーハー値が６・０未満のときの水溶液の性質を答えろ」

　化学の先生が春太を当てて、そんな問題を出したら。

「えっと……酸性、ですか？」

　しっかり正解を言い当てた。それは春太が中間テストで間違えた問題だったのに。

「よし。ちゃんと勉強してるな」

「おおっ!?　佐倉の奴やつ、マジで俺らバカ連合から脱退しようとしてやがるぜ!?」

　橋本たち一部の男子が騒ぎ立てていた。

　さらに日本史の時間。

「聖しよう徳とく太たい子しこと厩うま戸やど皇のお子うじは、一度に十人の話を聞き分けたという逸話があり……おい佐倉！　ちゃんと聞いてるのか!?」

「え、は、はいっ！」

　日本史の先生に注意されて、春太が起立する。

「ちゃ、ちゃんと聞いてました。厩戸皇子の話ですよね。えっと、十人の話を聞き分けたっていうのは、じつは数カ国語を理解できたっていう意味だったり……するんですよね？」

「なに？　そんな説は知らないぞ。いや、厩戸皇子は外交を任されていたわけだから、その説もしっくりくるか……佐倉、それはどこで勉強した？」

「え、えっと、ちょっと本で読んだだけで……はは」

　日本史の先生同様、更紗も驚いていた。そんな説は聞いたことがない。少なくとも教科書には載っていない説だった。

　どうして春太はそんなことを知っているのだろう。

　まさか本当に、家でも勉強している……？

「ほら更紗。やっぱり佐倉くんは本気なんだって」

　後ろの席の美佳子が、小声でそう囁ささやいてきた。

　……まさかね。
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　さっきの日本史はびびった。

　机の下でちょっとソシャゲの周回クエストをやってたのがバレたんだろうな。さすがにあれはよくなかった。反省しよう……。

　てか真ま波なみが言ってたのは、一般的な説じゃなかったのか。あいつ昨日も俺の部屋でうるさくて、勉強に集中できなかったから言ってやったんだ。「俺は聖徳太子じゃないんだから、ひとつのことに集中させろ！」って。そしたら真波は、

「それって十人の話を聞き分けたって逸話のこと言ってる？　あれは数カ国語を理解できたって説もあるんだよ。本当に十人がいっぺんに喋しやべったら、さすがに聞き分けられないっしょ」

　と、言ってきたんだ。日本史の授業ではその真波の言葉を拝借しただけなんだけど、先生はあとで「どの本に書いてあった？」ってしつこく聞いてくるんだもんな。

　あとペーハー値の問題を答えられたのも、真波のおかげだったりする。あいつ前に、醬しよう油ゆのペーハー値は５前後の酸性って言ってたもんな。

　おかげでバカ連合の結成を提案してきた橋本くんたちも面食らってた。このままいけば、そのやたらと目立つ団体とは、無縁の存在になれそうだ。

　うーん……やっぱ恥を忍んで、真波に家庭教師をお願いしてみようかな。そのほうが間違いなく成績は上がるだろうし。

　でもあいつに頭を下げるのはなぁ……。

　悶もん々もんとしながら、俺はまた学校帰りに駅前の大型書店に立ち寄っていた。

　高校生向けの参考書コーナーに向かっていたら。

「てええええええい！」

　その真波がフライング・クロスチョップ──もとい、低空ペケ字拳で突撃してきた。

　やっぱりまともに食らった俺は、大きくよろめく。

「足元がお留守になってますよ」

「……お前はナム選手かシェン選手かどっちなんだ」

「は？　吉よし田だ真波だし」

　せっかく乗ってやったのに、投げっぱなしですか。こういう奴やつだから、俺も素直になれないんだよ。

　相変わらず俺の部屋のテレビは、真波に持って行かれたままだしさ。壁越しに聞こえてくる格ゲーの音は、やたら気になるしさ。そのうえやっぱり毎日俺の部屋に来て、人のベッドで大爆笑しながら、マンガを読みふけったりもしやがるんだ。

　こうした一連のうざい行動のせいで、勉強にもなかなか集中できない。だから今日は朝イチで学校に行って、一人静かに日本史の教科書とにらめっこしてたんだ。

　おかげでまた、六条さんの塩対応を浴びるはめになったけどな。教室にいたのが俺一人ってわかるなり、急にドアを閉めて、わざわざ誰かが来るまで廊下で待ってるんだもん。

「ねーねー、ハルちゃん。暇ならゲーセン行こうぜ。鉄拳かエクバやろうよ」

　塩の六条さんとは対照的な真波が、俺の腕をとってぶんぶんと振り回す。

「だめだ。これから勉強するんだから」

「そしてハルちゃんは、ゲーセンでフレーム数の勉強をするのであった！」

「だから行かないっての」

　腕を振りほどく。真波はつまらなそうに、頰をぷくりと膨らませた。

「えー、最近のハルちゃん、なんか変だし。なんで急に勉強勉強って言い出したん？」

　中間テストの結果がクラス最下位だったからね。

　とは言えない。かつては真波に勉強を教える側だっただけに、それはプライドが許さん。

　まあ、もし教えてもらう立場になったら、結局は今の学力もバレちゃうんだけどさ。

「ねーねー、なんで急に勉強とか言い出したんだよー？」

　とりあえず今だけは虚勢を張っておく。

「……俺はな、学年一位の男を目指そうと思ったんだ」

「は？　学年一位ってなに？　体重のこと？」

「俺みたいなヒョロガリが、わざわざ体重で学年一位を目指すわけねーだろ！　勉強って言ってる時点でわかれ！」

「そういや、あの横綱引退したね。土俵入りも見事な雲龍型で」

「なんで相撲の話になってんだ!?　俺は勉強の話をしてんだよ！」

「え、まさか勉強で学年一位を取るって話？　なんで急に？」

　俺はもったいぶって咳せき払ばらいをしたあと、ちょっとかっこいい感じでハッタリをかます。

「……いいか真波、よく聞け。勉強で学年一位を取るってことは、並大抵の努力じゃできないことなんだぞ。だからこそ俺は、挑戦する意義があると思っていて…………」

　そこで言葉が止まった。

　真波はアホギャルだけど、全教科百点で学年一位。そして六条さんも学年一位。

「……そっか。そうなんだよな。並大抵の努力じゃできないことなんだよな」

「んん？」

「これまで勝手に決めつけていたけど、お前も六条さんも、きっと最初から天才ってわけじゃなかったんだ。陰でめっちゃ努力してたからこそ、今があるんだよな」

「や、ほんと、どうしたん？　今日のハルちゃん、ガチで変」

　久々に勉強をしてみて、改めて思った。

　うざ絡がらみの真波も、塩対応の六条さんも。『付かず離れず』がモットーの俺からすれば、どっちも面倒な人種だけどさ。すごく努力してるっていう点においては、マジで尊敬に値する。

「まさかハルちゃん、なんか変なものでも食べた……!?　吐けーっ！　吐き出せーっ！　いつものハルちゃんに戻ってくれえっ！」

　真波は確かにうざいけど、学ぶところはたくさんある。やっぱり俺のちっぽけなプライドなんか捨てて、素直に家庭教師を────って、口に指を突っ込んでくるんじゃねえ！

「おええっ」

「どう？　吐けそう？」

　だめだ……やっぱこいつ、うざすぎる。極めてうざい。

「お、いつもの顔つきに戻ってきたね。おかえりハルちゃん。待ってたよ」

「もういい……話は終わりだ」

　家庭教師の件はナシ。さっさと参考書を買って帰ろう。

「ねーねー、ところでさ。さっきはさらっと聞き流したんだけど」

　歩き出したところで、呼び止められた。

「六条さんって誰？　もしかしてその人のこと、好きなの？」

　真波はなぜか、じとりと俺を睨にらんでいた。
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「じゃあね、更紗。また明日！」

「うん。ばいばーい！」

　六条更紗は駅前の交差点で、一緒に下校していた美佳子たちに手を振った。

　その美佳子が去り際に、大声で呼びかけてくる。

「佐倉くんのこと、ちゃんと見ておきなよーっ」

「だっ、だから私は別に……！」

　美佳子は意地悪そうに微笑ほほえんで、足早に交差点を渡りきった。

「……まったく」

　ため息をついて歩き出す。向かう先は角の大型書店だ。

　佐倉春太がどういうつもりなのかは知らないが、きちんと勉強を始めたことだけは間違いない。日本史の授業では、先生や自分が知らない説まで持ち出してきたほどだ。一体どこでそんな知識を得たのだろう。新しい参考書の物色ついでに、日本史コーナーにも立ち寄ってみようと更紗は思った。

　書店の自動ドアを抜けて、まずは高校生向けの参考書が置いてある区画へ。

　すると書架の向こう側から、静かな店内を引き裂く不ぶ躾しつけな大声が轟とどろいた。

「てええええええい！」

　少し幼さが残る女の子の声だった。子供が店内で遊んでいるのだろうか。

　書架の間を抜けて、声がしたほうを覗のぞいてみると。

「そしてハルちゃんは、ゲーセンでフレーム数の勉強をするのであった！」

「だから行かないっての」

　佐倉春太がいた。その隣には、ばっちりメイクをした茶髪の女の子がいる。どうやら春太とあの女の子が騒いでいたらしい。なんて傍はた迷めい惑わくな、と顔をしかめつつも、更紗は思った。

　……ギャルっぽい子ね。今どき珍らしいルーズソックスだし。あの制服は中学生かな。

　なんだか今日は、春太の意外な一面ばかり見ているような気がする。あんな派手な女の子とは一番縁がなさそうな男なのに。

　春太とあの女の子は、どういう関係なんだろう。面倒臭そうな口調で話している春太だが、端から見る分にはずいぶん仲が良さそうだ。

「……って、私はなにを気にしてんのよ」

　美佳子からしつこく春太の話題を振ってこられたせいだ。おかげで意識しなくていいところまで、意識してしまっている。

　佐倉くんなんて、どうでもいい。さっさと目当ての本を探して帰ろう。

　歩き出そうとした更紗だが。

　両足をその場に縫い付ける楔くさびのようなひと言が、春太の口から放たれた。




「……俺はな、学年一位の男を目指そうと思ったんだ」




　────は？

　学年一位を……目指す？

「え、まさか勉強で学年一位を取るって話？　なんで急に？」

　ギャルっぽい女の子は要領を得ない様子だった。

　それは更紗も同じこと。確かに春太は勉強を始めた様子だが、それでも学年一位を目指すなんて発言は、あまりにも突飛で、あまりにも意外すぎた。

　だから動けない。体が勝手に、もっと春太の言葉を聞こうとしてしまう。

「……いいか真波、よく聞け。勉強で学年一位を取るってことは、並大抵の努力じゃできないことなんだぞ。だからこそ俺は、挑戦する意義があると思っていて…………」

　それ、本気で言ってるの？

　春太はさらに、耳を疑うような一言を発した。

「これまで勝手に決めつけていたけど、お前も六条さんも、きっと最初から天才ってわけじゃなかったんだ。陰でめっちゃ努力してたからこそ、今があるんだよな」

　………………っ!?

　あの春太が。六条更紗は昔からの天才だと決めつけていた春太が。

　これまで積み重ねてきた努力を、認めてくれた。

「佐倉くん……」

　更紗としては、自分がしてきた努力を誇示するつもりは毛頭ない。それでもやはり、認めてもらえたのは素直に嬉うれしいことだった。

　嬉うれしかったことは、それだけではない。

「……ふふっ。まさかあの佐倉くんが、学年一位を目指すだなんてね」

　かつて佐倉春太は、無理して勉強するよりも、好きなオタク趣味に没頭したほうが有意義だと言っていた。そんな男が並大抵の努力では不可能と知りつつも、学年一位を目指すと豪語したのだ。

　努力する人間が好きな更紗は、彼のそんな変化を素直に喜んで。

　つい頰が緩んでしまうのだった。

　ふふ……上等よ。こっちだって、簡単に一位の座を譲る気はないんだから。それにしても、あの佐倉くんがねぇ。一体なにがきっかけで、急に変わったのかは知らないけど────────────────────────────────────────────待って。

　きっかけって……まさか。

「六条さんって誰？　もしかしてその人のこと、好きなの？」

　どきり。

　真波と呼ばれていた女の子の言葉を聞いて、心臓が強く脈打った。

「は、はあ？　なんでそうなるんだ？」

「だって急に学年一位を目指すとか言い出すなんて、やっぱ変なんだもん」

　更紗の脳裏に、友人の言葉がよぎる。美佳子からしつこく言われていた言葉が反はん芻すうされる。

　──佐倉くんは絶対に更紗のこと、狙ってるんだよ──

　まさか、佐倉くんが変わったきっかけって。もしかして。本当に。

　そういうこと、なの？

　……。

　…………いや、その。

「ま、まあ気持ちは……嬉うれしくないわけじゃないけど……でもなんで佐倉くんが……」

　更紗が困惑するなか、春太と真波の会話は続く。

「あのな、六条さんっていうのは」

「ふーんだ。もういいよ。私、マンガ買ってくる」

　真波はそっぽを向いて、歩き出してしまった。

「ったく、なんなんだ、あいつ……」

　そうつぶやいた春太が、踵きびすを返かえしてこちらに向き直った。

「ま、まずいわ……！」

　すぐに身を隠そうとした更紗だったが、その前に春太と目が合ってしまった。

「あれ？　六条さん」

「あ、ああ、佐倉くん。こ、こんにちは」

　妙なことを考えていたせいで、つい声がどもってしまう。頰も赤くなってないか心配だ。

　春太が所在なさげに頭を搔かいた。

「もしかして今の話、聞かれちゃった？」

「え、ええ……ごめんなさい。つい耳に入っちゃって……」

「うあー、恥ずかしいなぁ。しかも聞かれた相手が六条さんなんて」

「……でしょうね。こっちだって恥ずかしいし」

　小声でつぶやく。更紗は春太の顔を、まっすぐに見ることができなかった。

　目の前の相手は、自分のことを好きなのかもしれない。

　僅かでもそう考えてしまった以上、妙に意識してしまう。

　なにか話さないと。ええと……。

「……とりあえず、佐倉くんが本気で勉強しようとしてることはわかった」

「ああ、じつはそうなんだよ。でも学年一位がどうのって言ったのは」

「一応その意気込みは買ってあげるわ。あくまで意気込みだけは、ね」

　なんだこの言い方は。これではまるで、尊大な女王様じゃないか。

「だ、だからまだ、変な期待はもたないでよ？　悪いけど、私はまだ佐倉くんのこと、なんとも思ってないから」

「え？　期待って、なにが」

「でもまあ、それなりに勉強ができるようになったら……うん。私もちょっとは……考えてみる。あ、あくまで、ちょっとだけだから。そこを勘違いするド低脳に用はないから」

　自分でも失礼極まりないことを言っていると思う。いくらなんでも、ド低脳は言い過ぎだ。

　だけど、これまでそっけない態度をとってきた分、急に態度を軟化させると変に意識していると勘ぐられるかもしれない。だからできるだけ、普段どおりに接しようとしているのだが。

　私の普段どおりって、これでよかったっけ……？

「あのさ、六条さん。さっきからなんの話をしてるわけ？」

　春太が首を傾かしげた。

「だ、だから！　私が佐倉くんと付き合うかどうかは、ちゃんと成績が上がったら考えてあげるって言ってんの！　こんなこと、いちいち言わせないで！」

「……えっと、なんか申し訳ないんだけどさ──」

「な、なによ？　まさか今、『告白』する気!?　だ、だめよ！　まだ聞かないから！」

　春太は言いにくそうに、上目遣いでこう告げた。




「俺、六条さんと付き合いたいなんて言ったっけ？」




　…………え？

　春太が慌てて取り繕う。

「いや、も、もちろん六条さんのことは美人だなーって思ってるよ。でもなんで勝手にそんな話になってるのかなって」

　……これは本心を誤魔化してるだけ？　それとも素で言ってるの？

　判断がつかない。それでも。

「だ、だって……」

　それでもあんなに息巻いてしまった以上、更紗も後には引けない。今さら全否定されると、自分の立場がない。

「だって佐倉くんが勉強を始めたのは、あのときの話がきっかけなんでしょ!?　せめてそれくらいは認めたっていいじゃない！　こっちだって照れるの我慢して言ってんだから！」

「あのとき？」

「ほ、ほら、この間の掃除の時間に……！」

　更紗はあのとき、「好きなタイプは勉強ができる人」と言った。その直後に春太は、勉強すると宣言して、実際真剣に取り組み始めたのだ。

　春太が両手をぽんと打った。

「あー、バカ連合の」

「そうそう！　佐倉くんが男子たちとそんな話をしてたとき！　今さら違うって言っても……」

「うん。確かにあのときの話が、きっかけだよ」

「ほ、ほら見なさい！　もう、びっくりさせないでよ！」

「?????」

　春太が首をひねる手前、更紗は俯うつむき加減になって、しどろもどろに続ける。

「ま、まあ私って態度が悪かったし、どうして佐倉くんがそんな私なんかを……っていうのは気になるけど……その、とりあえず、これまでの私の態度のことは謝ってお」

「じゃあ俺、行くから。また明日ね」

　春太は短くそう言うと、さっさと歩き去ってしまった。

　やけにそっけなく感じた。春太からは、いつもの人を寄せ付けない雰囲気が出ていた。

　話をぶつ切りにされ、一人取り残された更紗は、まだ動けない。

「…………あっそ。そういう感じなんだ」

　やっと口から出た言葉が、それだった。

　確かに自分も、これまで春太にはそっけない態度をとってきたけど。

　でも春太が勉強をがんばり始めた以上、一度きちんと謝っておこうと思ったのだけど。

「ふ、ふん。そっちがそういう態度なら、こっちだって今までどおりにしてやるわよ」

　素直になれない更紗は、そう漏らして書店をあとにした。

　本を買いに来たことも忘れていた。







　その日の夜も、更紗はクラスメイトの美佳子とスマホで通話していた。

『んー、それは佐倉くんも気持ちがバレて、恥ずかしかったんじゃないかなぁ』

「だとしても、あんなにあっさり帰らなくてもよくない!?　そりゃ私も今までそんな態度だったわけだし、どの口が言ってんだってことは、重々承知だけどさ……！」

　美佳子にそう返しながら、問題集にペンを走らせる。今日取り組んでいるのは、物理の運動方程式だ。文句を垂れながらも、すらすらと問題を解いていく。

「だって彼、私の大事なキーホルダーを笑ったのよ!?　勉強なんて無意味だとかも言ってたしさ！　ちょっと冷たく当たっちゃう私の気持ちだってわかるでしょ!?」

『まあ落ち着きなよ。佐倉くんはきっとシャイなんだって。たぶん女子と話すことにも慣れてなくて』

「そんなことないわ！　だってその証拠に……！」

　春太は本屋で、真波と呼ばれていたギャルっぽい女の子と仲良さそうに話をしていた。だから女子に慣れていないわけでは────あれ？

　更紗は言葉に詰まった。

　あの子……佐倉くんの彼女、だったりして。

　あ、あれ？　じゃあ……えっ？

『その証拠に、なに？』

　美佳子の声で我に返る。更紗は遠慮がちに、おずおずと口にした。

「……ねえ美佳子。もしかしてだけどさ、全部私たちの勘違い……ってことはないかな？」

『ん？　なにが？』

「だ、だからその……」

　じつは春太が自分のことを好きというのは気のせいで、すでに付き合っている彼女がいる。

　更紗はここで初めて、その可能性もあるという考えに至った。

「……まあどうでもいいか」

　別に春太のことなんて、なんとも思っていない。だから彼女がいようがいまいが、どっちでもいい。多少の肩透かし感は否いなめないが、これは本心だ。

『ちょっとー、さっきからなんの話ぃ？』

「はは、ごめんごめん。それよりもさ」

　もう春太の件は考えないようにしよう。更紗は無理やり話題を変えた。

　いつしかペンを動かす手は止まっていた。




　美佳子との通話を終えたあとも、更紗は珍しく勉強に集中できなかった。

「結局、佐倉くんは私のこと、好きじゃないのよね？　もうそういうことでいいのよね!?」

　もう考えないと決めたのに。なぜかふとした瞬間に考えてしまう自分がいて。

　いつもとは違う理由で、六条更紗の部屋からは夜遅くまで明かりが消えなかった。







[image: 第四話　寿司を詰め込む真波さん]

　父さんがスマホに向かって怒鳴り散らしていた。

「テメェ、今夜はアシスタント入れるって言ったろ!?　今さらＮＧってクソかコラ!?」

　仕事部屋にいるときの父さんは、佐さ倉くら冬ふゆ彦ひこじゃなくて、マンガ家の『バーモンド彼先生』になる。どうやらスカイプで作業を頼んでいた在宅アシスタントの一人が、急に入れなくなったことで怒ってるらしい。

「あー、もういいよ！　他の奴やつ当たるから！　テメェはデートでも風俗でも行ってこい！」

　父さんはスマホ越しにそう捲まくし立たてて、一方的に通話を切った。

「ったく、今日は徹夜作業になるってのに……ん？　なんだ春はる太た。いたのか」

　ギロリと睨にらんでくるガテン系のバーモンド彼先生。ちなみに連載しているのは、ほのぼの系の日常萌もえマンガだ。

「いや、今日の晩メシはどうすんのかなって思って」

　バーモンド彼先生は、仕事机に置いてある「ダイバージェンスメーター型」の時計で時間を確認した。

「……ちっ、もうこんな時間か。お前に任せるから、適当に出前でも取ってくれ」

　そう言った矢先、またしても父さんのスマホから着信音が鳴り響く。父さんは相手を確認する前に電話に出た。

「なんだコラ？　やっぱアシ入れるって話なら……あ、な、なんだ桜さくら子こさんでしたか」

　魔神のようだった顔が、一瞬でゆるむ。

「いや、すいません。アシスタントからの電話だと思ってしまい……ええ、真ま波なみちゃんなら、いつもどおり元気ですよ。いえいえ、私どもは別に。いえいえ」

　父さんがスマホで話している相手、吉よし田だ桜子さんは真波の母親だ。亡なくなった俺の母さんの妹でもある。

　桜子さんは数年前に旦那さんが失踪して以来、一人で真波を育ててきた苦労人のシングルマザーだ。小さなアパレル会社を経営している女社長だけど、ちょっと前まで経営状況はあまり芳かんばしくなかったらしい。

　それが最近、苦労の甲か斐いあってやっと軌道に乗り始めたんだとか。同時に海外出張の機会も増えてきたんで、一人娘の真波を俺ん家で預かることになったってわけ。

「いや、全然構いませんよ。真波ちゃんはいい子ですし、なにより桜子さんの頼みなら断れませんって。ほかに困ったことがあれば、なんでも言ってください。はは」

　デレデレした顔で、しまりなく桜子さんと話す父さん。じつは父さんって、桜子さんのことが好きなんじゃないかって思う。死んだ母さんの妹だし、やっぱり似てるからな。

「あ、すいません。真波ちゃんに代わりますね。おい春太、ボサッとしてねーで、早く真波ちゃんを呼んでこい！　桜子さんを待たせんな！」

　はいはい……。




　真波はリビングのソファーで、女子向けのファッション誌を読んでいた。

「桜さくら子こさんから電話だぞ。いま父さんが仕事部屋で話してる」

「え、ママから!?」

　嬉うれしそうな顔で振り返る。

「それから今日の晩メシも出前だって。俺も父さんもなんでもいいから、任せるわ」

「りょうかい！」

　真波は雑誌を放り投げてすっ飛んで行った。あいつもまだ中学生だし、たまには母親の声も聞きたいよな。そういう純粋なとこは、素直にかわいいって思うんだけどなぁ……。

　二階の自室に戻った俺は、さっそく新刊のマンガを────じゃなくて、さっきまで読んでいた世界史の教科書を手に取った。

　いま授業ではローマ帝国をやってるんだけど、全然頭に入ってこないんだよな。カタカナの名前って、なんでこんなに覚えにくいんだろ。モビルスーツの型式番号だったら、ばっちり頭に入ってるのに……。

　ベッドに寝転がって教科書を眺めていると、真波が勝手に部屋に入ってきた。

「ちーっす」

「なんだ。電話はもう終わったのか」

「うん、ママ元気そうだったのだ！　私もばりテンション上がったのだ！」

　言いながら、ツーステップで踊り出す。元気なことで……。

「それはそうとハルちゃん、由々しき事態だよ。なんといつものピザ屋さんも中華料理屋さんも、今日はお休みなんだって」

「え、じゃあ出前はどうすんだよ」

　真波は手に持っていた、四枚の千円札を差し出してきた。

「おじさんがこれで好きなもの食べてこいって」







　家を出た俺と真波は、駅前に向かった。駅周辺はちょっとした繁華街になってるんで、メシを食う場所には事欠かないんだ。

「さーて、なに食べよっかなー。四千円もあったら、だいたいのお店に行けるよねー」

　真波はあたりをキョロキョロ見回しながら、入る店を物色している。

「なんでもいいけど、さっさと食って帰ろうぜ。勉強の途中だったんだから」

「あ、ハルちゃん、あの店はどう？」

　真波が指差したのは、人気の回かい転てん寿ず司しチェーン『うら寿す司し』だった。夕方のこの時間は、店の外まで長蛇の列ができている。

「俺の話、聞いてたか？　さっさと食って帰りたいって言ったばっかり」

「んじゃ私、整理券取ってくるから待ってて」

「いや、だから」

　こっちの話は一切聞かず、真波は整理券を求めて、勝手に『うら寿す司し』に入っていった。

　マジでここに入る気かよ。どれだけ並ぶと思ってんだ……。

　店の外で真波が出てくるのを待っていると。

「やっほー、佐倉くん！」

　後ろから声をかけられた。同じクラスでボブカットの女の子、中なか塚つか美み佳か子こさんだった。

　その隣には、仏ぶつ頂ちよう面づらの六ろく条じようさんもいる。二人ともまだ制服姿だった。

「あ、六条さんに中塚さん。いま帰り？」

「うん。学校帰りにみんなとカラオケしてたんだー」

　答えてくれたのは、もちろん六条さんじゃなくて、中塚さんのほうな。

「てか佐倉くん、私服ってことは、もしかしてこの近くに住んでるの？」

「そうだよ。家から徒歩で通えるから、あの高校を選んだんだ」

「いいなー。私ら電車通学だから超めんどいよ。まあ動画見てたらいいんだけど、今月はもう通信制限かかってるから、だりーって感じ。ふふ」

「はは、わかる。俺もよくソシャゲや」

「あ、そうそう！　そういや佐倉くんって、三組の広ひろ岡おかくんと仲良いんだよね!?　広岡くんっていま付き合ってる人いる？　私、広岡くんのサッカー部の試合、紅白戦から全部チェックしてるんだけどさ。もうめっちゃ尊いっていうか、できれば仲良くなりたいっていうか……」

　中塚さんって、よく喋しやべる子だよな。もちろん嫌いじゃないけど、『付かず離れず』をモットーにしている俺は、適当に話を切り上げることにした。

「えっと、広岡なら誰とも付き合ってないと思うよ。じゃあ俺、人を待たせてるから……」

「あ、ごめんね？　情報提供サンクス！　行こっか、更さら紗さ」

「…………ふん」

　去り際に中塚さんは、もう一度こっちを振り向いて「じゃーね、佐倉くん！」と元気に挨拶してくれた。一方、六条さんは、最後まで俺とはひと言も喋しやべろうとしなかった。ずっと仏ぶつ頂ちよう面づらのまま、目も合わせようとさえしなかった。

　うむ。今日も見事な塩対応。真波のうざ絡がらみにはげんなりしてるから、逆に心地いいわ。

　遠ざかる六条さんたちの背を見送っていると、

「今の人たち、知り合いなん？」

　いつの間にか、整理券を持った真波が後ろに立っていた。

「同じクラスの六条更紗さんと、中塚美佳子さんだよ」

「六条更紗……？」

　真波が首をひねる。

「なんだよ」

「や、知ってるモデルに同姓同名の人がいるなーって思って」

　それ間違いなく、あの六条さんだな。

　ま、教えてやらないけど。だって言ったら、「会わせろ」ってうるさそうだし。

「ハルちゃんって、まだ高校に上がって二ヶ月くらいなのに、クラスメイトの名前はちゃんとフルネームで覚えてるんだね。ローマ人の名前は『覚えられないよ〜』とか泣き言を言ってたくせに、やるじゃん」

「そこ比べる対象か？」

　俺のスマホが「ぴろん」と音を立てた。スマホのチャットアプリが新規メッセージを受信した通知音だ。アプリを開いて確認する。

　新規メッセージは、クラス連中のグループチャット上に書き込まれていた。




　一年二組の会（38）

　イスカンダル（橋はし本もと学まなぶ）【ライブのチケット余ってるけど、欲しい奴やついねー？】

　みーこ（中塚美佳子）【誰のライブー？】

　サラサ（六条更紗）【髭ひげダンなら行きたいかも！】

　くまのみ（熊くま野の稔みのる）【待て待て。六条が行くなら俺も行くぞ！】

　イスカンダル（橋本学）【いや、電撃ネットワークさんのライブなんだけど……】




　このグループチャットを作ったのは六条さんだ。早くみんなの名前を覚えるためにも、しばらくはアカウント名の後ろに、カッコ書きで本名を入れようって提案したのも六条さん。

　俺がみんなのフルネームを覚えてるのは、じつはこれのおかげだったりする。グループチャットには、ほぼ毎日誰かがなんか書き込むから（主に橋本くんね）、そりゃ誰だって覚える。いくら他人にあまり興味がない俺だろうとな。

　真波がスマホを覗のぞき込んできた。

「んー？　ハルちゃん全然会話に入ってないじゃん。ぼっちなん？」

「ほっとけ」

　他人とは必要以上に絡からみたくないんだよ。だからいつもどおり、グループチャットにはなにも書かないまま、アプリを終了した。







　で、待つこと一時間。

　カウンター席に通された俺たちは、『うら寿す司し』の至極のメニューを堪たん能のうしていた。なんだかんだ言って、久々の回転寿ず司しはやっぱりうまい。

「うむっ？　はうしゃんみれ！」

　マグロの握りをもしゃもしゃ食っていた真波が、俺の肩を叩たたいてきた。

「飲み込んでから喋しやべれ」

　熱いお茶を差し出してやる。真波はそれを喉に流し込むと、レーンの上にあるガチャガチャの機械を指差した。

「ハルちゃん見て見て！　『うら寿す司し』の景品が新しくなってる！」

　この『うら寿す司し』には各席に、食べ終わった寿す司しの皿を入れていく返却口がついている。皿の枚数を数えるシステムなんだけど、五枚入れるたびに中で抽選が行おこなわれて、当たれば上のガチャガチャから景品のカプセルが出てくるんだ。

　景品は『うら寿す司し』の公式キャラクター、ラクダの『うらクダくん』のキーホルダー。俺も真波も、その気け怠だるそうな顔をしたラクダのファンで、割と真剣に集めていた。

「ほほう、『うらクダくん』の夏バージョンか。これは欲しい」

「だよねだよね!?」

　俺はちょうど食べ終わったハマチの皿を、返却口に入れようとした。

「待ってハルちゃん」

　真波に腕を摑つかまれる。

「まだお皿は一枚も入れてないわけだし、せっかくだから勝負しない？」

「勝負？」

「お会計までに、どっちが景品の『うらクダくん』を多くゲットできるかの対決。相手のお皿を使うのはナシ。自分が食べたお皿だけを使って、ガチャを回していくの。どう？」

　……それだと寿す司しを多く食える奴やつが有利ってことにならないか？

　やれやれ。こいつは勉強以外、アホだな。

「あのな、俺は二十皿近く食う男だぞ。少食の中坊ギャルに負けるわけないだろ」

「ほー、それは倒し甲が斐いがありますなあ。んじゃ負けたほうは、お風ふ呂ろ掃除を一回代わるってことで！」

　真波は意地の悪い笑みを浮かべた。

　なんでこいつがそんなに自信たっぷりなのかは、すぐに思い知ることになる。







　自分の皿を五枚溜ためた真波が、返却口にまとめて投入。抽選開始。

　注文用のタッチパネルが、川で急流すべりをしている『うらクダくん』のアニメ映像に切り替わる。この『うらクダくん』が無事に下流まで生還できたら当たり。途中で濁流に飲み込まれたらハズレなんだけど。

「いっけええええ！」

　真波が絶叫するなか、『うらクダくん』は────無事に急流すべりを成功させた。

　レーンの上にあるガチャガチャの機械から、景品のカプセルが排出される。真波はそれを手に取って、嬉うれしそうに小躍りした。

「やったあ！　一個ゲット！」

　ちっ、運がいいな、こいつ。

　俺もさっき、自分で食った五枚の皿でガチャに挑戦したんだけど、見事に外した。

「もう結構お腹なかいっぱいだけど、あと一回くらいはガチャ回したいなー」

　と、真波。

　こいつと回転寿ず司しに行ったことは何度かあるけど、いつもだいたい十皿くらいで限界だったはず。一方、俺は……普段なら二十皿近くいけるのに、今日はなかなか食が進まない。

　それも当然だった。なぜなら俺は。

　真波が口角を吊り上げた。

「おやおやー？　ハルちゃんそれ、まだ七皿目だよね？　今日はずいぶん少食だねー」

「まさかお前……」

　気づくのが遅すぎた。こいつ、最初からこれを狙ってたのか……！

　この店に入った直後、真波はやけに優しかった。

　──ハルちゃんって唐揚げ好きだったよね？　頼んであげるよ──

　──サラダで栄養もとらないとね。ハルちゃんの体が心配だし──

　──あ、ポテトフライも注文しといたよ。もち食べるっしょ？──

　こんな感じで、やたらと俺にサイドメニューを勧めてきたんだ。

　そういやこいつ、自分で注文したサイドメニューには、一切手をつけてない。俺だけがアホみたいにバクバク食っていた。そして俺が、「まだ寿す司しも全然いけるな」って思えるギリギリのラインを見極めて、最高のタイミングで、このガチャ対決を切り出してきやがったんだ。

　勝負の前に食わされたサイドメニューの数々は、まるでボディブローのように時間差でじわじわと効いてくる。もう俺のお腹なかは……限界が近かった。

「戦いは店に入ったときから始まってたんだな……っ!?」

「ふふん、『孫子』の計篇にも書いてあんの。『算多きは勝ち、算少なきは勝たず』って。つまり孫子は、勝算もないのに戦おうとするなんて論外だね〜って言ってるわけ」

　真波は余裕の表情で、寿す司しが流れるレーンに手を伸ばした。

「そして私は──まだ食べるっ！」

　まじかこいつ！　こっちはもう限界だってのに！

「卑ひ怯きようだぞ！　俺に散々サイドメニューを食わせたあとで、こんな勝負を持ちかけるとか！」

「気づかなかったハルちゃんが悪いんじゃね？　それにいいことを教えてあげよう。どんな手を使おうが……最終的に……勝てばよかろうなのだァァァァッ！」

　ち、ちくしょう、こいつを宇宙に放ほう逐ちくしてやりてぇっ！




　その後、真波は十皿目を完食して、二回目のガチャに挑んだ。結果はハズレ。

「むー、優勝決定打になると思ったのになー」

　このうざい中坊ギャルには、絶対に負けられん……！

　俺は満腹感と格闘しながら、なんとか十皿目を平らげて、ガチャを回した。

「頼むから、これで当たりを引いてくれ……っ！」

　注文用のタッチパネルで、『うらクダくん』が急流すべりを始める。そのラクダの果敢な挑戦を祈りながら見守っていると。

『成功！』

　画面にそう表示されて、ガチャガチャの機械から景品のカプセルが排出された。

「おっしゃああああ！　やっと景品ゲットォォォッ！」

　真波はつまらなそうに、ため息をつく。

「あーあ、結局はおたがい一個ずつかぁ。んじゃ、お会計しよっか」

「勝手に終わらせんな。勝負はこれからだろ」

「や、さすがにハルちゃん、もう限界っしょ？　それにサイドメニューの分も合わせて、そろそろ予算もやばいんじゃね？」

　……そうだった。父さんからは四千円しかもらってないんだった。

　タッチパネルを操作して、現在の会計額を確認する。約三千六百円。これじゃもうガチャは回せない。

　真波が席を立った。

「ま、今回の勝負は引き分けってことで────ん？」

　俺はポケットから取り出した自分の財布を、カウンターにずんと置く。

「自腹で資金を追加だ」

「ええええええっ!?　いやいやハルちゃん、まだ食べるん!?」

「……もう腹はパンパンだ。だが俺は、お前に勝つまで食って、ガチャを回し続ける」

「そ、そんなのアリなん!?　予算を超えて食べるとか、さすがに反則じゃね!?」

　慌てる真波に、俺は言ってやった。

「どんな手を使おうが……最終的に……勝てばよかろうなのだァァァァッ！」




　それからひたすら寿す司しを食い続けた俺が、五回目（二十五皿目）になるガチャを回したとき。

　ついに二個目の景品カプセルを手に入れた。

「ど、どうだ真波……！　俺の、勝ちだ……っ！」

「………………」

　真波は無言でうつむいていた。こいつも俺の金でそれなりに健闘したんだけど、やっぱりそこは中学生の女の子。結局は十三皿で限界がきたみたいだった。

　結果発表。

　真波が回したガチャは二回で、当たりは一個。

　俺が回したガチャは五回で、当たりは二個。

　いや、ガチャの回数に差があるんだから、自分でもずるいって思うよ？　でもこれは、どっちが多くの景品をゲットできるかの勝負。つまり俺の勝ちだ。文句あるか。

　今にも爆発しそうなお腹なかをさすりながら、俺は渾こん身しんのドヤ顔を見せつけてやる。

「ふっ……高校生の底力を見せつけちまったようだな。えーと、負けたら風ふ呂ろ掃除を一回代わるんだっけ？　今日の掃除当番はちょうど俺だから、さっそく頼むわな。あー、今日の俺、なんか風ふ呂ろ場をビショビショに汚しちゃいそうな予感だわ。たぶんめちゃくちゃ頭を洗うから、シャンプーも天井まで飛び散りそうだなー。こりゃ掃除も大変だろうなー」

「………………」

「でも勝負を持ちかけてきたのは真波だし？　負けたんだから、しゃーないよなぁ。がんばれよ真波。応援してるぞ────ん？」

　カウンターの上で、水滴が跳ねた。うつむいている真波の目から落ちた、涙の雫しずくだった。
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「お、おい、なんで泣くんだよ？」

「泣いてないし」

　そう言いながらも、両手の甲で目元をぐしぐしとこすっている。

「わ、わかったってば。風ふ呂ろ場はなるべく汚さないようにするから。な？」

「いい。めちゃくちゃ頭を洗えばいいじゃん。ちゃんと天井まで掃除するし」

「そ、そんなに拗すねるなって。デザートでも注文してやろうか？」

「もう食べられるわけないし！　私、帰る！」

　真波は席を立って、目元を拭いながら走り去ってしまった。

　……うーむ。ちょっとオトナ気なかったか。俺たちって勝負事になると、おたがいムキになる性格だからなぁ。

「とりあえず帰ろ……うぷ」

　真波を追いかけるべきなんだろうけど、お腹なかが苦しすぎて走れなかった。







　翌朝──。

　昨日は早めに寝たこともあって（お腹なかが苦しすぎて勉強できなかった）、アラームが鳴る前に目を覚ました。

　枕元に置いていたスマホで時間を確認する。朝の七時前だった。

「ん？　なんか通知がきてるな」

　スマホのチャットアプリにメッセージが二件届いていた。誰かがクラスのグループチャットに書き込みをしたらしい。

「ふわあ、また橋本くんかな……」

　あくびをかみ殺しながら、メッセージを確認する。




　一年二組の会（38）

　コンスタンティヌス（ミラノ勅令）【誰か鬼滅の刃持ってねーかな？】

　コンスタンティヌス（ミラノ勅令）【持ってたら貸してくれ】




　……誰？

　書き込み時刻は朝の四時。このコンスタンティヌスとやらは、ずいぶん早起きだな。

　って、感心してる場合じゃないだろ。誰だよ、こいつ。

　目をこすっている間に、次々と新しいメッセージが書き込まれていく。




　ハドリアヌス（防壁建造）【おはよう！　私は持ってないや、ごめんね】

　トラヤヌス（ダキア征服）【てか橋本、早起きすぎ。もしかして寝てないんか？】

　コンスタンティヌス（ミラノ勅令）【徹夜でゲームしたったｗｗ】

　ネルウァ（巧みな人材活用）【おはよ〜。私まだ眠いよぉ】




「なんじゃこりゃあああああああ!?」

　朝っぱらから絶叫するには十分な衝撃だった。

　待って待って！　これ一年二組のグループチャットだよな!?　なんでみんなローマ人になってんの!?　グループ名はちゃんと「一年二組の会」だよな!?

　……待てよ。まさかこれって。

　このアプリで表示されるみんなの名前は、本来各自で設定したものがデフォルトになる。でもこっちで自由に、表示名を変更することだってできるんだ。変更が反映されるのは、もちろん自分のスマホのアプリ上でのみ。

　つまり、夜中にこっそりと俺の部屋に忍び込んで、俺のスマホに入っているみんなの名前を勝手にローマ人に変えやがったアホがいる。どうにかスマホのロックを解除してな。

　もちろんそんな面倒なことをする犯人は、一人しかいない。




「てめぇ俺が寝てる間に、勝手にスマホいじったろ!?」

「だってハルちゃんが悪いんじゃん！　ハルちゃんじゃんかぁ！」

　朝っぱらから真波の部屋で、戦争が勃発した。

　真波は自分の枕で俺をぼかぼかと殴りながら、わめき散らす。

「ハルちゃんがいじわる言うからじゃん！　いじめるからじゃん！」

「だからって、グループチャットの全員をローマ人の名前にすることはねーだろ!?　おかげで誰が誰だかわかんなくなっただろうが!?」

　手に持っていた俺のスマホに電話がかかってきた。

　画面には、「マルクス＝アウレリウス＝アントニヌス（哲人皇帝）」と表示されていた。

「だから誰なんだよ!?」

　ブチ切れながら電話に出る。

「もしもし!?」

『朝から二階で騒ぐな。こっちは徹夜でマンガ描いてて、イラついてんだよ』

　父さんだった。

　真波の野郎……！　クラスのグループチャットだけじゃなくて、俺のスマホに入ってる全員の名前をローマ人にしやがったんか!?

「このクソジャリがぁぁぁッ！」

「だってハルちゃんだもん！　ハルちゃんがひどいんだもんっ！」

『だから静かにしろって言ってんだろコラァ!?』

　父さん──もとい、哲人皇帝マルクス＝アウレリウス＝アントニヌスに、ひどく𠮟られた。




　　　　　　　　　　　　◇




「えー、では佐倉。ダキアを征服し、ローマに広い領地をもたらした攻めの皇帝の名前は？」

「トラヤヌスです」

「正解だ。座っていいぞ」

　世界史の授業中、俺は先生に当てられた問題を即答した。クラスの男子たちが「おおー」と感嘆の声をあげる。

　俺のスマホに入っているみんなの名前は、まだローマ人のままで元に戻していない。じつはこれが案外、いい勉強になってたりする。

　クラスのグループチャットには、ほぼ毎日、誰かがなにかを書き込む。その表示名は全員がローマ人。しかもカッコ書きの注釈つき。頻繁に目にする機会があれば、否が応でも覚えられるもんだ。おかげでローマ帝国にはちょっぴり強くなった。

　休み時間にソシャゲをやっていると、例の塩対応の人から話しかけてもらえた。

「……ふん、世界史はそれなりに勉強してるみたいね」

「ああ、ハドリアヌスさん。じゃなかった、六条さん」

「は？」

　いかんいかん。六条さんは俺のスマホに『ハドリアヌス』の名前で入ってるから間違えちゃったよ。ええと、ハドリアヌスはローマ帝国の国境に防壁を作った皇帝だったな。よし、覚えてるぞ。これで今度のテストは期待大だぜ。

「……私が佐倉くんとの間に、壁を作ってるって言いたいわけね。まあ否定はしないけど」

「え、なにか言った？」

「別に」

　六条さんはいつものように、さっさと立ち去った。なんか怒ってるようにも見えたけど、気のせいかな。

「なあ、今日の放課後はカラオケ行かね!?」

「いいね！　ちょうど歌いたい曲があんだよな！」

「俺も俺も！」

　教室の奥で、ポンペイウスとクラッススとカエサルが騒いでいる。まるで第一回三頭政治だな……って考える俺は、ちょっと賢くなってきたような気がした。
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「あの、ひょっとして、モデルの更さら紗さちゃんじゃないですか？」

　六ろく条じよう更紗は学校の帰り道、駅前で三人組の女子中学生に声をかけられた。

「あら、私のこと知ってくれてるの？」

「は、はい！　私らめっちゃファンなんです！　一緒に写真いいですか!?」

　昨日は雑誌のインタビューと撮影が押して、帰宅したのは夜の十時過ぎだった。そこからいつものように授業の予習と復習をして、部屋の明かりを消したのが午前二時過ぎ。午前五時に起きるルーティンは崩さなかったので、あまり眠れていない。そのうえ今日の五限目には体育の授業があったので、疲ひ労ろう困こん憊ぱいだったりする。さっき美み佳か子こたちからカラオケに誘われたが、さすがに断ってしまったほどだ。

　それでも更紗は、自分のファンを名乗る女子中学生たちに対して、

「いつも応援ありがと。写真なんて、いくらでもどうぞ」

　疲れなど微み塵じんも見せず、満面の笑みで返す。彼女たちとひとりずつツーショット写真を撮ることはもちろん、向こうが満足するまで何枚でも、何枚でも、撮影に応じた。嫌な顔ひとつしない────というより、そもそも嫌がってさえいない、ごく自然な神対応だった。

「ありがとうございます！　すごく嬉うれしいです！」

「ふふ、これくらい全然構わないわよ」

　女子中学生たちは別わかれ際ぎわに、こんなことを尋ねてきた。

「ところで更紗ちゃんって、彼氏とかいるんですか？」

「あはは、そんなのいないわよ」

「気になる人とかも？」

「え」

　佐さ倉くら春はる太たの顔が脳裏をよぎった。

「あー。その反応は、いるんですね!?」

「違う違う。そういうのじゃないの。はは……」

　女子中学生たち全員と丁寧に握手をしてから別れた。

　一人になった更紗は考える。

　……気になってるのは確かだけど、これはそういう感情じゃない。だって佐倉くん、クラスでは他人と距離を置いてるくせに、学校の外では派手なギャルっぽい女の子と仲良く遊んでるのよ？　二人がどんな関係かなんて、そりゃ誰でも気になるでしょ。

　まあ恋人同士な気もするけど……で、でもさ、でもさ！　佐倉くんは私の好きなタイプを聞いたから勉強を始めた……のよね？　本人もそう言ってたし！　だったら恋人がいるのって、おかしくない!?

　それとも、やっぱり。

　全部、私の勘違いだったってこと？

「……彼がわからないわ」

　ここ最近はよく、この自問自答を繰り返していた。

　更紗は勉強においても疑問があると、答えを知るまでずっと頭の隅に残ってしまうタイプだった。たとえば中学三年のとき、球の表面積を求める公式が「４π[image: あーるのじじょう]」だと知ったが、どうしてそうなるのか気になって、夜も満足に眠れなかったほどだ。そこで高校の参考書にも手を伸ばし、積分の概念を知ることでやっと安眠を得たのだ。

「ん？　あれって……」

　視界の隅に、一人の女の子の姿を捉えた。

　茶髪でギャルっぽい制服姿の女子中学生──佐倉春太が「真ま波なみ」と呼んでいた女の子だ。

　その真波は駅の隣にある、大型の古本チェーン店に入っていく。

　彼女と春太の関係さえ判明したら、もう余計なことは考えずに済む。夜もぐっすり眠れる。

「……私も古本屋に寄って帰ろうかな」

　更紗は真波同様、自身も古本チェーン店に足を向けた。

　いま頭を悩ませている問題を解く鍵、積分が見つかればいいなと期待して。







　真波は本を取り扱っている一階フロアを素通りして、二階に上がった。二階フロアに陳列されているのは、ゲームやフィギュアなどのホビー関連だ。

　更紗はゲームで遊ぶ習慣がない。この店に来たことは何度かあるけど、二階に上がったのは今日が初めてだった。

「ふんふんふーん♪」

　真波は鼻歌を口ずさみながら、陳列棚に並ぶゲームソフトを物色している。

　やや離れた位置の更紗も適当なソフトを手に取って、横目で真波の様子をこっそり窺うかがう。

　……なんか私、最近こんなのばっかりね。さすがに自己嫌けん悪おだわ。

　ため息をつきながらも、真波から視線を外すことはできなかった。どうしても春太との関係が気になるのだ。

　先日も学校の帰り道にある『うら寿す司し』の前で、春太に会った。一緒にいた美佳子は気づいてない様子だったが、そこでも春太は真波といた。二人で夜ご飯を食べにいくなんて、かなり親密な関係だと推察できる。

　もしかして二人は兄きよう妹だいとか？　でもあんまり似てないけど……。

　ふと真波は、スマホで誰かに電話をかけた。

「もしもし、ハルちゃん？　私もう店にいるんだけど、そっちはどこ？」

　ハルちゃん……。

　あの子、前にも佐倉くんのことをそう呼んでたわね。佐倉春太だからハルちゃん。そんな呼び方をするってことは、やっぱり兄きよう妹だいじゃなさそう……。

「え、まだ学校を出たとこなん？　もー、早く来てよー。ゲーム買ってくれるんでしょー？」

　どうやら春太は、真波にゲームを買い与える約束をしていたらしい。

　頭の中で情報を整理する。




　真波＝中学生＝年下。

　しかし真波は春太の妹ではない　→　妹ではないが春太とは親密な関係　→　ゆえに真波と春太は恋人同士である。


Ｑ・Ｅ・Ｄ・






　ちょっとちょっと、勝手にＱ・Ｅ・Ｄ・してんじゃないわよ！

　だいたいあの子が佐倉くんの妹じゃないなんて、あくまで推測だもの！　そうよ、この論法の場合、前提となる命題が『真』じゃないの！　だから結論も『真』になり得ないの！

「だからまだ、Ｑ・Ｅ・Ｄ・はだめ……っ！　Ｑ・Ｅ・Ｄ・には早いわ……っ！」

「お、六条じゃん」

　後ろから声をかけられた。

　振り返ると、髪を茶色に染めた不良っぽい男子生徒がいた。

「あ、佐倉くんと一緒に図書委員をしてる……」

「おう、三組の広ひろ岡おか聡さとしな。なんか、Ｑ・Ｅ・Ｄ・がどうのって口走ってるから、なんとなく声かけちまったよ。六条って面白い奴やつなんだな」

　聞かれてたのね……っ！

　羞恥のあまり逃げ出したい衝動に駆られるが、しっかりと微笑ほほえみかけた。

「そ、そうよ。私はユニークな女子なの」

　頰を真っ赤に染めつつも、できる限り気丈に振る舞う。これも神対応の一種──かどうかはさておき、とぼけるのも失礼かと思ったのだ。

「はは、六条ってもっと近寄り難がたい奴やつだと思ってたわ」

　更紗は広岡と別のクラスだが、一年生の間で──いや、全学年の女子の間で広岡聡の名前を知らない者はいない。まだ入学して間もないのに、広岡はすでにサッカー部のレギュラーで、この前の練習試合ではなんと、一人で四得点もあげる大活躍をしたのだとか。

　そのうえ明るくてイケメンだし、不良っぽい外見もワイルドでかっこいいと騒ぐ女子たちは大勢いる。友達の美佳子も漏れなくその一人だった。

「それで、Ｑ・Ｅ・Ｄ・ってなんだ？」

「も、もういいじゃない……あ、そうだ」

　更紗はぽんと手を打った。

「広岡くんって、佐倉くんと仲がよかったよね。彼って兄きよう妹だいとかいるの？」

「いや、春太は一人っ子だぞ」

　やっぱりあの真波って子は、妹じゃないんだ。ということは……。

　広岡が突然、にやりと口元を歪ゆがめた。

「ほほう、六条……さてはお前、好きなんだな？」

「ち、違うわよ！」

　ついどもってしまったが、勢いを殺さずに続ける。

「私が佐倉くんの兄きよう妹だいのことを聞いたのは、別に彼を気にしてるからとか、そういうことじゃなくて────え、な、なによ？」

　更紗が手に持っているゲームソフト。広岡はそれを指差していた。

「俺の前では隠さなくてもいいぞ。お前も好きなんだろ？　ギャルゲーが」

「はい？」

　予想外すぎる言葉に面食らった。

　そのゲームソフトは、向こうで電話中の真波の様子をこっそり窺うかがいながら、適当に手に取ったものだ。きちんと確認してなかったが、パッケージにはホースで水をかけ合う制服姿のヒロインたちが描かれている。全員、見事な透け透けブラウスだった。

「あ、これは、たまたま手に取ったっていうか……」

　広岡は白い歯を見せて、にかっと笑う。

「安心しろ六条。俺も同志だからよ。てかギャルゲーって、もう芸術の域に達してると思わねぇ？　ほら『鍵作品』なんて、まさにそうだろ」

「え、なに？　鍵？」

「ははっ、悪い悪い。俺、一部のエロゲーもギャルゲーに含める派なんだ。ま、異論はあるかもしれねーけどさ。ダ・カーポなんてもう完全にギャルゲーじゃん？」

「?????」

「つーか、ＰＣもだけど、もっとコンシューマ系も盛り上がってほしいよな。最新のハードでリリースしてもスペックの無駄遣いとか言う奴やつらって、結構いるじゃん？　あれ、なにもわかってねーよな。スペックうんぬんじゃなくて、現行ハードで出すこと自体に意味があんだよ。今さら昔のハードで新作出したところで、伸びねーだろうが。なあ？」

「……あの、なんの話をしてるの？」

「だからギャルゲーの話だってば」

　多くの女子生徒が憧れるイケメンサッカー青年の広岡に、こんな一面があるとは知らなかった。おそらく大半の生徒は気づいていまい。春太と仲良くしているのも、なんとなく納得だ。

　……そうそう、佐倉くんよ。彼と真波っていう子の関係を探るために、私はこんな真ま似ねしてるんだった。

　更紗は向こうで電話中の真波に意識を向けた。それでも広岡は、

「ちなみに俺が最初にハマった作品は、つよきすだ。知ってるか？　これタイトルを逆から読むと、『好きよっ』になるんだぜ。くっそ、タイトルからブヒらせやがって。クリエイターの皆さんは天才かってんだ。なあ？」

　延々とギャルゲーの話をしてくる。おかげで真波のほうに集中できない。

「あはは……広岡くんがギャルゲー好きって、なんか意外だったかも」

　適当に流そうと思って、そう返したのだが。

「ああん!?　意外だぁ!?」

　さすがはサッカーで慣らしている広岡聡。その大声はフロア全体に轟とどろいた。

　つられて向こうの真波が、何事かと振り返る。

　ま、まずいわ……！

　更紗は咄とつ嗟さに顔を背けた。

「どした六条？」

「い、いえ別に……」

　額に滲にじんだ冷や汗を拭って、ため息をつく。なんだかとても悪いことをしているような気分になってきた。

　……やっぱりもう、盗み聞きなんてやめよう。趣味が悪すぎるわ。別にあの子と佐倉くんの関係なんて、なんだっていいじゃない。そもそも気にするほうがどうかしてたのよ。これじゃまるで、私が佐倉くんのことを好きみたいじゃない。はは……ないない。

　更紗は手に持っていたギャルゲーを陳列棚に戻した。

「じゃあ広岡くん、またね！」

　元気よく挨拶をして、帰ろうとしたのだが。

「待て待て。まだ話は終わってねーぞ。俺がギャルゲー好きって、そんなに意外か？」

　引き止められた。

「え？　まあ……」

　広岡は袖を目元に当てて、嗚お咽えつを漏らした。

「そりゃねーよ。そりゃ差別だろうが。サッカー部に入ってる奴やつがギャルゲーをしたらダメなんて、誰が決めたんだよ。別に俺だってやってもいいじゃんか。それともあれか。サッカーやってる奴やつは、こんな最高のコンテンツに触れる権利すらねーってのかよ？」

「え、えっと……」

「俺がギャルゲー好きを公言したら、オタク連中からは『どうせにわかだろ』って言われるし、それ以外の奴やつらからは、面白生物でも見るような目で『意外〜』って言われるしさ。だからあんまり、周りに言わねーようにしてたのによ……」

「そ、そうなんだ」

「くっそ、マジふざけんなっての。俺がギャルゲー好きでなにが悪いんだ。三次元女子とか、マジどうでもいいわ。マブラヴの鎧よろ衣いのほうが断然いいわ」

　鎧よろ衣いというのがなんなのかは知らないが。

「あの、私にはよくわからない世界だけど、別にいいんじゃない？　好きなら好きで」

「……本当にそう思うか？　引いたりしてねーか？」

「引くわけないじゃない。素直に好きって言える気持ちは、大事だと思う。変に隠すほうがよくないわ」

　やっぱり人間、素直が一番よね。うんうん。

「じゃあ六条も、好きなものをあえて隠したりはしねーんだな？」

「もちろんよ。私の場合は、まず勉強でしょ。それから仕事と……」

　そこで言葉が止まった。

「仕事『と』？　ほかにもあんのか？」

「……やっぱり、ときには隠すことも大切よ」

　更紗は意見をコロリと変えた。

「なんだそりゃ!?　都合よすぎんだろ!?」

　自分でもよくわからないのだ。好きなものの話をしていたら、なぜか佐倉春太の顔が浮かんでしまったことが。

　別に彼のことなど、好きでもなんでもないのに。ただ付き合っている人がいるのかどうか、気になっているだけなのに。

「おい六条、ずりーぞっ！　俺の前でもギャルゲー好きを隠す気か!?」

「だ、だから違うってば。私は本当にギャルゲーのことは無知で……」

「じゃあ俺が教えてやんよ。六条でもハマりそうなソフトを物色してやる」

　広岡が真剣な表情で、陳列棚に向き直ったときだった。

「ねー、ハルちゃんまだー？　早く来てくれないと、今日のお風ふ呂ろ掃除、代わってもらうよ」

　向こうで春太と電話している真波が、スマホ越しにそう言った。

　お風ふ呂ろ掃除を……代わってもらう？

　え、ちょっと待って。もしかしてあの二人、一緒に住んでるわけ……!?

　もう盗み聞きはやめようと思ったばかりなのに。

　まるで強力な磁石にでも引っ張られるかのように、更紗の意識は、再び真波のほうに向いてしまった。

「六条が本当にギャルゲー初心者なら、パワプロのサクセスなんて入りやすいかもな。野球ゲームで意外と思うかもしれねーけど、これもちゃんとギャルゲーしてんだぜ？　まあ、あおいちゃんの攻略問題に関しては、俺もどっちかって言うと──」

「ごめんちょっと黙ってて！」

　つい声を荒らげてしまった。

「お、おう、そうか。野球要素はいらねーか……だったら、リトバスも……」

　広岡には申し訳ないが、更紗はそれどころではなかった。真波の話を聞き漏らさないように少しだけ近づく。

「あーん、スマホの電池切れそう。私トイレに行きたいから、向かいのコンビニに……あ」

　話の途中で、真波はスマホを耳元から離した。どうやらバッテリーがなくなったらしい。スマホの画面をしばらく見つめたあと、とてとてと走り去っていく。

　更紗はもう後を追うことはしなかった。

　今のやりとりを聞いて、完全にわかってしまった。

　やはり春太と真波は付き合っている。しかも一つ屋根の下で、一緒に住んでいる。

　……なるほどなるほど。やっぱり、そういう関係でしたか。同どう棲せいとは想像以上だったけど、まあ別にいいんじゃないですか。疑問も氷解したし、これでもう余計なことに脳のリソースを消費しなくて済むわけよ。オホホホホ……。

「はあ……」

　なぜか深いため息が出た。

　ちょうどそこに、春太がやって来る。

「なんだよあいつ……いないじゃないか」

「あれ？　おーい春太」

　広岡が片手をあげた。気づいた春太が近づいてくる。

「なんか広岡と六条さんって、珍しい組み合わせだな。ところでさ、さっきまでここに今どき珍しいルーズソックスのギャルがいなかったか？」

「いたわよ」

　更紗が答えた。

「かわいい彼女さんね。仲良くしてあげなさいよ、ハルちゃん」

　あえてそのニックネームを使って、柔らかく微笑ほほえみかける。

　春太に対して、もうかつてのような苦手意識はない。それでも更紗は、なぜか笑顔を維持することが難しく感じていた。

　その無理やり作った表情は、次の春太のひと言で、あっさりと崩れ去る。

「彼女？　いや、あいつはただの従妹いとこだけど」

　……え。

　…………従妹いとこ？

「彼女じゃ、ないの？」

「はは、なに言ってんだよ六条さん。あれが彼女なんて、そんなわけないだろ」

「本当に？」

「ああ」

　今度はごく自然に、笑みがこぼれた。

　……まあ、そりゃそうか。一介の高校生が恋人と同どう棲せいなんて、普通に考えてありえないし。そんな当たり前のことに気づかないなんて、私もどうかしてたわ。

　そっかそっか、従妹いとこだったのね。納得納得。

　むふふふふ。

　なんか知らないけど。なんか知らないけどさ。

　元気になってきたのだ！

　一方春太は、広岡と話し込んでいた。

「その俺の従妹いとこがどこに行ったかは……さすがにわからないよな？」

「当たり前だろ。そんなルーズソックスのギャルがいたことにさえ、気づかなかったわ」

「だよな……あー、面倒だ。あいつ、この前ちょっとケンカしたせいで、お詫わびにゲーム買えってうるさくてさ……」

　更紗が話に割り込む。

「あの子なら、向かいのコンビニって言ってたわよ。お手洗いに行きたかったみたい」

「六条……お前、よく聞いてたな」

　感心する広岡の隣で春太は、

「そっか、ありがとう六条さん！　広岡もまた明日な！」

　それだけ言い残して、さっさと走り去っていった。

「ん？　どした六条？」

　広岡が更紗を一いち瞥べつして、首を傾かしげる。

「なにが？」

「いや、なんか急にご機嫌じゃね？」

「別になんてことないけど」

　とは言うものの、誰がどう見ても、満開の笑顔だった。

「まあいいや。でさ、六条でも入りやすそうなギャルゲーだけどよ……」

　ああ、そういやそんな話をしてたわね。

　更紗は改めて、広岡に向き直った。

「ちなみになんだけど、あの佐倉くんもギャルゲーって好きなの？」

「おう。あいつは俺のギャルゲーの師匠だからな」

　ふーん。ギャルゲーねえ……。







　翌日の休み時間。

「ねえねえ、佐倉くん！」

　昨晩からずっと上機嫌の更紗は、自分の席でスマホをいじっている春太に話しかけた。

「昨日、広岡くんに勧められて、ときメモってやつを買ってみたの。勉強と恋愛を両立させなきゃならないってシステムって、とっても面白いわね！」

　春太はスマホから顔をあげて応じる。

「え、ときメモって、あのギャルゲーの『ときどきメモリーズ』だよね。六条さんもそういうのやるんだ。どのシリーズ？」

「確か『４』って書いてあったかな。昔の携帯ゲーム機でも遊べるやつ」

「あー、あれって相談役ポジションが、幼おさな馴染なじみの女の子なんだよな。いい設定だよね」

「うんうん！　あの子、すっごくかわいくて！」

「だよね」

　春太はそう言うと、再び手元のスマホに目を落とした。ここで会話は終了した。

　……あれ？　それだけ？




　更紗はそれからも何度か話しかけたが、すべてこんな感じだった。

　そっけない──と断じるほどではない。春太は声をかけたら、きちんと笑顔で応対してくれる。それでもなぜか、会話が続かない。早々に会話を終わらせたがっているような印象を受けるのだ。

　これは別に更紗が特別なわけではない。佐倉春太はクラスの全員に対して、普段からこんな感じだ。それは更紗も重々承知なのだが。

　……やっぱり私が、これまで冷たくしすぎたことが、よくないのかな。

　更紗は今度こそ、きちんと謝っておこうと思った。

　そして放課後。

「あの、佐倉くん。ちょっと言っておきたいことがあって……」

「なに？」

　春太はきちんと笑顔で応じてくれるのだが。

「あのさ、私ってずっと佐倉くんに冷たく当たってたじゃない？　あれ、自分でも反省してるの。もし気にしてたら……」

「ああ、別にいいって。むしろ今日の六条さんのほうが、違和感あるっていうか。ははっ」

「そ、そう？　あの、今までごめんなさい。これからは仲良くしていけたら嬉うれし」

「ごめん、ちょっと電話しなきゃいけないから。じゃあね、六条さん」

　やはり早々に会話を打ち切ろうとする。

　スマホを取り出した春太は、例の従妹いとこの真波に電話をかけた。

「もしもし真波？　授業中に電話してくんなって言っただろ。え、ゲーセン？　だから行かないって。昨日はずっとお前のゲームに付き合ってやったんだし……え、マジで!?　マジでその店、まだ昔のギルティ置いてんの？　行くに決まってんだろ！」

　……なんか私とは、ずいぶん接し方が違うわね。声のトーンだって違うし。

　春太が通話を終えたタイミングで、更紗はまた話しかけた。

「例の従妹いとこの子？　仲良いのね」

「ははっ、別に普通だよ」

　このように、愛あい想そだけはいいのだが。

「ところで『ギルティ』ってなに？　それもゲームなの？」

「うん。じゃあまた明日」

　やはり一方的に会話を切り上げてくる。

　距離を縮めようとしているのに、縮まらない。縮まる気配すらない。

　足早に立ち去った春太の背を見て、更紗は考える。

　……ふーん。せっかく歩み寄ろうとしてるのに、相変わらずそういう感じなんだ？




　　　　　　　　　　　　◇




　俺は寝ぼけ眼をこすりながら、朝の校舎を歩いていた。

　眠い……昨日は深夜まで真波の部屋で格ゲーをやってたから、めちゃくちゃ眠い。おかげでまた勉強できなかったし……。

　教室のドアを開けると、ちょうど出て行こうとしていた六条さんとばったり出くわした。

「あ、おはよう佐倉くん！」

　って、元気な挨拶をくれたのは、もちろん六条さんじゃない。その後ろにいた中なか塚つかさんな。

　そういや昨日の六条さんは、やけに俺に話しかけてきてくれたんだよな。普段は塩対応なのに珍しいこともあるもんだ。なんかいいことでもあったのかな。

　俺のモットーは『付かず離れず』だけど、せっかくだし、今日はこっちから会話のキャッチボールを仕掛けてみるか。中塚さんと六条さんに「おはよう」って返したあとで、

「ところで六条さん。ときメモは進んだ？」

　すると六条さんは、

「どけ」

　え、めちゃくちゃ怖い声なんですけど。

「……はは、なんか今日は機嫌が悪いね。なんかあった？」

「黙れ、タコ坊ぼう主ず」

「うぐ」

　思わずたじろいた隙に、六条さんは教室から出て行った。

　急にどうしたんだろ。人当たりがよかった昨日とは、完全に別人じゃないか。まあこっちのほうが六条さんらしいと言えば、そうなんだけど。

　でも、もはや塩対応っていうより、なんか攻撃的になってない？

　やっぱ人付き合いって、難しくて苦手だなぁ……。




　　　　　　　　　　　　◇




　教室を出てトイレに向かった六条更紗に、中塚美佳子たちが追いついた。

「ちょ、ちょっと更紗どうしたの!?　今日はいつも以上に佐倉くんに冷たくなかった!?」

　更紗は個室のドアに手をついて、深いため息をつく。

「違うの……私だって、普通に話をしようと思ったのよ……だから昨日も、ギルティっていう格闘ゲームを買いに行ったわけだし」

「え、またゲーム買ったの？　この前も昔のギャルゲー買ったばっかだよね？　てか更紗ってあんまりゲームやらない人なんじゃ……」

「だから話のきっかけにしようと思ったの！　でも佐倉くんの顔を見たら、やっぱり腹が立ってきちゃって……ああもう！　自分自身に空中コンボかましてやりたいわ！」

　更紗は「畳返し！　畳返し！」と技名を叫びながら、その場で何度も足踏みした。

「わ、私たちの更紗が壊れていく……！」

　更紗はあまり素直なほうではない。

　だからこそ、いつの間にか自分の中で育っていた気持ちでさえ。

　素直に認められないのだった。
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「ところでさ」

　ふいに真ま波なみが口を開いた。

「なんで辛いラーメンには、火の玉ラーメンとか炎ラーメンって名前がつくんだろうね」

「火属性だからだろ」

「でも火属性って『熱い』わけじゃん？　『辛い』とはニュアンスが違くね？」

「なるほど。言われてみれば確かに、熱い＝辛いとは限らないか」

「でしょでしょ？　だから火が辛いってイメージを植え付けた先駆者がいるわけで」

「真波くん。勉強に集中させてくれないか」

　蒸し暑い日曜日の昼下がり。ただでさえ、粘りつく湿気で集中が途切れがちだってのに。

　その従妹いとこのギャルは今日も漏れなく、俺の部屋にいた。人のベッドに寝転がってマンガを読みつつ、時折どうでもいい話を投げかけてくるのだった。

「つーか暑いねぇ。せっかくの日曜なんだし、プールでも行かね？」

「行かん」

　真波はマンガを脇に置いて、ベッドから身を起こすと。

「あ、ハルちゃん家ちって、まだあのビニールプールある？　昔よく一緒に入って遊んだやつ。あったら水を張って遊ぼうぜ」

「あれは子供用だろ。今の俺たちには小さすぎる」

「二人で浸つかるだけなら、まだいけるんじゃね？」

　ちらりと真波を見た。部屋着用のホットパンツに、ゆったりした黒タンクトップ。その薄い布地の内側からは、二つのふくらみがしっかりと自己主張している。

　意外と発育がいいな……。

「人間日々成長ですから──とうっ！」

　俺の視線を感じ取った真波が、背後からスリーパーホールドをかけてきた。

「このとおり、きさまの従妹いとこはいつしか巨乳へと進化した。密着できれば嬉うれしかろう？」

　い、意外と発育のいい二つのふくらみが、背中の上のほうに押しつけられる……っ！　みずみずしい弾力をもつそれは、タンクトップ越しでもやけに温かく、吸い付くような押し戻されるような、まさに柔らかい悪魔と言え────ぐえぇ。

　真波の腕を何度もタップして、やっとスリーパーホールドから解放された。

「……もう少しで絞しめ落とされるところだった」

「とか言いながら、ハルちゃんもやりますなあ。スリーパーホールドで密着してた私の胸を、まさかの肩けん甲こう骨こつを寄せて揉もんでくるとは」

「そんな器用な真ま似ねできるか。苦しいから暴れてただけだ」

「とりま、この試合の続きはプールでやるべ！」

「……やらん」

　さっきまで絞しめられていた首をさすりながら、机に向き直った。今はこいつと遊んでる場合じゃないんだ。勉強に集中せねば。

「じゃあプールじゃなくてもいいからさー。せめてどっか行こうぜー」

　ベッドに腰を下ろした真波が、その縁で両足をバタバタさせる。

「だから俺は勉強してんの。見りゃわかるだろ」

「そんなのあとでいいじゃん。カブトムシでも取りに行かね？　おれと昆虫バトルしようぜ」

「児童マンガ風のキャラで言っても無駄だ。どっちみち今日は予定があるしな」

「えー、予定ってなにー？　どうせハルちゃん、私以外に遊んでくれる人いないっしょー？」

　それがいるんだな、一人だけ。

　ぴんぽーん。

　ちょうどインターホンが鳴った。部屋を出て、二階の廊下に備えつけられている受信機で応対する。

「はいはい」

『俺だ。来たぞ春はる太た』

　広ひろ岡おかの顔が、受信機のモニターにでかでかと映っていた。

　今日は久々に、この唯一の友達が遊びにくることになっていた。だから先に少しでも勉強しておきたかったんだけど。

「思ったより早かったな。じゃ下りるわ」

　モニターを切る。俺のすぐ後ろには、超絶驚いた顔の真波がいた。

「ま、まさか予定って、友達と遊ぶことなん!?　ハルちゃんにも友達いたん!?」

「悪いか」

「どど、どんな人!?」

　真波は言うが早いか、転がるように階段を駆け下りていった。玄関まで広岡を出迎えに行ったらしい。

　俺もあとを追って階段を下りていくと、さっそく下から真波の声が聞こえてきた。

「い、いらっしゃ……って、ええええええええええッッ!?」

　なんだよ。確かに広岡は茶髪でヤンキーっぽいし、俺の友達には見えないかもだけど。

「そんな叫ぶほど驚かなくても……ええええええええええええ!?」

　階段を下りきって、玄関先に立っている人物を見て、俺も同様に絶叫していた。

「よう春太」

　そこに立っていたのは安定の広岡と、

「……どうも」

　予想外の女の子。

　彼女はいつものそっけない口調で。俺とは目も合わせようとせず、そっぽを向いていて。

　真波がぷるぷると震える指先を向けた。

「は、ハルちゃんの友達って……もも、モデルの、六ろく条じよう更さら紗さぁッ!?」




　　　　　　　　　　　　◇




　時間は少し前にさかのぼる。

　午後からオフだった六条更紗は、学校近くの市立図書館に向かっていた。

　電車に揺られること十五分。改札を抜けたところで、駅に併設されている牛丼チェーン店から、見知った男が出てきた。

「あれ、六条じゃん。どっか行くのか？」

　いつもの制服姿にスポーツバッグを斜めがけした広岡聡さとしだった。更紗は笑顔で応じる。

「うん。こっちに大きな図書館があるから、そこで勉強しようと思って。広岡くんこそ日曜日なのに、なんで制服？」

「さっきまで試合だったんだよ。サッカー部の」

　そういえば友人の中なか塚つか美み佳か子こが、応援に行くと騒いでいた。

「ああ、総体の県大会だったっけ？　どうだったの試合？」

「もちろん勝ったぞ。まだ二回戦だしな」

「わ、すごいね！　ひょっとして広岡くんも大活躍？」

「んー。そこそこかな。やっぱ三年の先輩たちがすげーから」

　謙遜しているが、大学受験を控えた三年生たちにとって、高校総体は最後の大会になる。だからスタメンはほとんど三年生で固められるのだが、広岡はまだ一年生なのに、唯一スタメンに抜ばつ擢てきされている実力の持ち主。きっと周りの期待どおり、大活躍したに違いない。

「つか日曜に勉強とか、マジ尊敬するわ。俺なんてこれから久々に、春太ん家ちでゲームだぞ」

「あはは、試合のあとなのに元気ね」

「だってゲームが俺を呼んでるからな。せっかくだし、六条も一緒にどうかなって、思ったんだけど」

　え？

「……それって私も、佐さ倉くらくんの家にってこと？」

「ああ。六条もいたらギャルゲー談議で盛り上がれそうだしさ」

「行くわけないでしょ」

　冷たく言い放ったが、広岡は気にするそぶりもなかった。というよりもただ鈍感で、声色の変化にも気づいていない様子だった。

「ま、勉強ならしゃーねーわな。じゃ、俺行くわ。またな」

　広岡が踵きびすを返かえす直前、更紗はバッグからスマホを取り出して、

「うあー、調べてみたら図書館って、今日休館日だったわ」

「ん？　だったら一緒に、春太ん家ち行くか？」

「ま、まあ、こっちの予定がなくなったわけだし？　別に行ってもいいけど？　あ、でも急に行ったら、佐倉くんも迷惑かな……」

「大丈夫だろ。一応連絡しとくわ。えっと」

　広岡がスマホで文字入力を始める。その間に更紗は、

「私、ちょっとお手洗い」

　そう言って、駅のトイレに駆け込んだ。




　トイレの化粧台に両手を突くなり、自然と言葉が漏れる。

「なに言ってんの私……！　なんで噓うそついてまで、佐倉くんの家に行きたがってんの……!?」

　春太は学校で広岡にだけは心を開いている。その広岡と一緒なら、いろいろ話ができるかもしれない。そう思ったのだ。

　ただ自分でも、どうしてそこまで春太にこだわるのかは、よくわからない。

「ほんと、どうかしてるわ……これじゃまるで、私が……」

　続きは嚥えん下かした。考えないようにした。それよりも今は優先すべきことがある。

　化粧台の鏡で、髪とメイクをチェック。髪はオッケーだが、メイクは変な汗のせいで浮いていた。一旦落として、手持ちの化粧下地とコンシーラーで即座にメイク直し。すぱぱぱぱん！

「お待たせ」

　トイレを出て、広岡と合流する。広岡は心配そうな顔をしていた。

「もしかして腹でも痛いのか？」

「違うわよ！」

「だって顔が真っ白だしさ……」

　入念にコンシーラーとパウダーを塗ったせいだ。やりすぎてしまったらしい。

「もしやばかったら、遠慮なく春太ん家ちのトイレを独占しろよ？」

　女子相手に容赦なくデリカシーのない言葉を放つ広岡だが、そこに悪気は一切なかった。




　　　　　　　　　　　　◇




「なんだ、スマホ見てなかったのかよ。六条も連れて行くって送ったろ」

「勉強に集中してたからな……」

　もちろん噓うそ。広告がうるさいから、スマホの通知を切ってただけ。プラス真波のうざ絡がらみもあって、まったく気づかなかった。

「迷惑だったら帰るから言って。暇だから来ただけだし」

　座ざ布ぶ団とんに座っている六条さんが、俺の部屋を見回しながら言った。相変わらず目も合わせようとしない見事な塩。それにしても、俺の部屋に六条さんがいるって、なんか変な感じだな。

「べ、別に迷惑なんて思ってないよ」

　ちなみに本当に迷惑な奴やつは、さっき部屋から追い出してやった。真波はモデルの六条さんのファンらしく、「なんでなんで!?」とうるさくて仕方なかったからな。

「じゃあこれ、家の人に渡しといて」

　六条さんはバッグから菓子折りを取り出した。態度はそっけないけど、こういうところは律りち儀ぎなんだな……。

「つか春太、テレビはどうした？」

　なにも乗ってない虚むなしいだけのテレビ台を見て、広岡が首を傾かしげる。

「ああ、じつは……」

「竜巻旋風脚！」

　俺の部屋からテレビをパクった犯人が、ドアを蹴り開けて突撃してきた。

「出てけ」

　真波の首根っこを摘んで、廊下に放り出す。

「あの真波って子、お前の従妹いとこなんだろ？　なんで一緒に住んでんだ？」

「ちょっと向こうの家の事情があって、五月の頭くらいからうちで預かることになったんだ」

「……そう。親元を離れて、真波ちゃんも心細いでしょうね」

　六条さんがしんみりと言った。

「そういや六条って、兄きよう妹だいとかいるのか？」

　と、広岡。

「ううん、一人っ子。だから兄きよう妹だいに憧れがあるのよね〜。家族は多いほうが楽しいだろうし、年下の面倒を見るのは好きだから。私にも真波ちゃんくらいの妹がいたらなぁ」

「はは、六条さんに妹がいたら、一緒に勉強とかするんだろうな」

「そうね」

　……くそ。広岡には長文で返すのに、俺には単語かよ。てか六条さん、そんなに俺と話したくないなら、なんで来たんだ。

　またしてもドアが開いた。

「もー、なんなのさ、ハルちゃん！　急に呼び出したりしてさっ！」

「呼んでねーよ」

　六条さんの塩対応に困惑するなか、また真波がうざ絡がらみにやってきた。

「ほほー、せっかくおやつの差し入れに来てあげたのに、そんな態度なんだ？」

「お、気が利くな。くれくれ」

　真波は「どうぞー」と言いながら、トレイに載せていた緑茶とケーキを配っていく。

　広岡と六条さんにだけ。

「ハルちゃんはこれね」

　柿ピー一粒だった。

「ざけんじゃねえ！　もういいから、お前はすっこでろ！」

　真波を追い出して、部屋のドアを乱暴に閉める。

「ははっ、お前の従妹いとこって面白いな」

「ただのうざギャルだよ」

　すると今度は、廊下から「ぎゅいいいいいん」って音が聞こえてきた。

　これは……ミニ四駆の走行音？

　父さんの趣味でリビングに飾ってあったやつだろうけど──ぎゅいいいいん！　──なんかいつにも増して──ぎゅいいいいん！　──うざ絡がらみが加速してないか……？　──ぎゅいいいいいいいいいいいいいん！　ドガっ（ミニ四駆が壁にぶつかった音）。

「ああもう！　うるせーわッ！」

　ドアから顔だけを出して、廊下でミニ四駆を走らせていた真波に叫び散らす。

「……ねえ。もしかしてだけどさ」

　六条さんが言った。

「真波ちゃんも私たちと遊びたいんじゃない？」







「むふふ〜。まさかあの更紗ちゃんと一緒に遊べるなんて、感激なのだ！」

　真波はにこにこ顔で、六条さんの隣に座っていた。

「遊びたかったなら、素直にそう言えばいいのに……」

「だってハルちゃん、絶対嫌がるもん」

　まあな。

「で、なにして遊ぶんだ？　ゲームにしても、春太の部屋にはテレビねーだろ」

　広岡が言った。

「テレビ返せ、真波」

「うわ、ここ枝毛になってる」

「無視すんな」

　真波は自分の長い茶髪をいじりながら、ぶー垂れ始めた。

「だってあのテレビ、重いからなぁ……」

　前は一人で持って行ったじゃないか。

「無理しなくていいわよ。こんな部屋にテレビなんていらないから」

　真波に微笑ほほえみかけながら、俺の部屋を「こんな部屋」呼ばわりしてしまう六条さん。なんか俺に恨みでもあんのか。

「じゃああのテレビ、もう私のってことでいいよね」

　俺のだ。

「ま、テレビがねーなら、これやろうぜ」

　広岡がスマホを掲げた。




　通称「コードー」と呼ばれるスマホゲーム、『業ごう魔ま行動』で遊ぶことになった。

　オンラインで繫つながった百人のプレイヤーが無人島に降り立って、最後の一人になるまで戦い続けるバトルロワイヤル系のＴＰＳゲームだ。俺も一時期、広岡とよく遊んでいた。

　真波と六条さんは未経験らしいんで、ゲーム内で使用するアバターのキャラメイクから始めてもらう。

「私、こういうゲームって、あんまりやらない人なんだけど……」

　心配そうに言う六条さんに、広岡が笑顔を向ける。

「大丈夫だって。俺と春太でフォローすっから。このゲームは最大五人までチームを組めるから、初心者でも勝ちやすいんだ。チームの誰かが生き残れば、俺たち全員の勝利ってわけ」

「あれ。名前を〈まなみん〉にしようとしたら、他のプレイヤーが使ってるから使用不可って出たよ」

　どれどれ、と真波のスマホを覗のぞき込む。

　真波が作ったアバターは、筋骨隆々としたタンクトップ姿のゴツい男だった。

「こいつ、〈まなみん〉って感じじゃないだろ」

「そうかな？　〈まなみん〉が使えないなら、〈まなみん＋〉にしよっと。なんか一歩前に出た感じがするし」

　別になんでもいいけど。

「六条さんのほうは、キャラメイク終わった？」

「ええ」

　六条さんのアバターは黒髪ロングの女子だった。顔もどことなく本人に似ている。名前はそのまま〈六条更紗〉。この手のオンラインゲームで、本名をフルネームで使う人はあんまりいないんだけどな……。

　二人が簡単なチュートリアル戦闘をこなしたところで、チームを作ってゲーム開始。俺たちのアバターがヘリで無人島に運ばれていき、全員一緒にパラシュートで降下した。

　それぞれのスマホ画面の左上には、こんな表示が出ている。




　残り　１００

　１〈ぱにゃん村長〉

　２〈六条更紗〉

　３〈まなみん＋〉

　４〈ゼルクリオ〉

　５〈ライム酎ハイ〉




「この五人が同じチームってことよね？」

　六条さんの問いかけに、広岡が「ああ」と頷うなずく。

「１番の〈ぱにゃん村長〉って誰？　なんかメイド服着てるけど、これ真波ちゃん？」

「俺だ」

　広岡はメイド服を着たロリ顔のアバター、〈ぱにゃん村長〉をジャンプさせた。

「男なのに、なんでアバターが女の子なのよ。しかもメイドが村の長を名乗るって、もうめちゃくちゃじゃない？」

「別にいいじゃねーか。真波ちゃんのアバターだって、ガチムチ系の男キャラだろ」

「やっぱ銃器をぶっ放すのは、屈強なタフガイじゃないとね」

　真波がゲーム内の〈まなみん＋〉を屈伸……もとい、スクワットさせた。

「で、４番の〈ゼルクリオ〉が春太な」

「さすがハルちゃん。めっちゃ厨ちゆう二に臭い名前だね。マントを身につけた傷ヅラの男キャラってところが、またなんとも言えない香ばしさ！」

　ほっとけ。かっこいいだろうが。

「じゃあ、５番の〈ライム酎ハイ〉は？」

　シカの被かぶり物ものをしたその男（？）は、俺たちの周囲をぐるぐる走り回っている。

「この人は、マッチングで俺らのチームに入ってきた他所のプレイヤーだ。じゃあ一旦散開して、各自武器を調達してこようぜ」

　広岡のアバター、メイドの〈ぱにゃん村長〉がさっさと駆け出した。続いてシカの〈ライム酎ハイ〉さんと、真波の〈まなみん＋〉も。

「え？　え？　武器を調達って、どういうこと？」

　要領を得ていない〈六条更紗〉は、その場に残って所在なくうろうろしている。

「このゲームは最初、武器を持ってないから、その調達から始めるんだよ」

「だからどうやって？」

「近くの小屋の中とかを探すんだよ。ほら、あそことか」

　俺が六条さんに身を寄せて、あれこれ説明していると、真波が騒ぎ出した。

「あ、当たりにいってる……っ！　どさくさに紛れて、更紗ちゃんのおっぱいに当たりにいってるっ！」

「違うわ！　俺は説明してるだけで……！」

「近寄るなクズが」

　六条さんに冷たい目で罵倒された。くそ、違うのに……。

　俺と六条さんは、ひとまず同じ小屋に入った。中には銃器が無造作に放置されていて、近づくとその名称が表示される。

「ＡＫ47を拾ったわ」

「おっ、それはいい武器だよ。小銃のなかでも火力はトップクラスで……」

「当然ね」六条さんは相変わらず冷たい口調で、「あのミハイル・カラシニコフが設計したんだから。図面を引いたのは、あとで奥さんになる女性技師だけど」

「……もしかして六条さんって、銃器マニア？」

「別に。近代戦争史の勉強をしてたら、カラシニコフの名前くらい知ってて当然でしょ」

　そうなのか……？

「カラシニコフって確か、第二次世界大戦では戦車兵だったんですよね」

　真波が割り込んできた。

「そうそう、ドイツ軍の軽くて強力な銃火器に驚いて、新しい自動小銃の設計を始めたの」

「あー、向こうはＭＰ40とか大量投入されてましたもんね」

　変なところで話があってしまう知識豊富な二人。六条さんは「よく勉強してるわね〜」なんて言って、真波の頭を優しく撫なでている。口調といい態度といい、俺とは違いすぎるだろ。

「おい、適当に武器を見繕ったら、一旦合流すんぞ」

　広岡が言った。

「ふふ。ゲームとはいえ、なんか私たち、犯罪者っぽくていいわね。チーム名とか決めちゃおっか？　フォックスリバー・ファイブなんてどう？」

　意味はわからないけど、六条さんなりにゲームを楽しんでいるらしい。

　すると。

「たぁん！」って発砲音がして、〈六条更紗〉は血ち飛沫しぶきをあげて倒れた。謎の狙撃者の攻撃により、フォックスリバー・ファイブの名付け親は、あっさり仕留められた。

「え、なになに!?　私、死んだんだけど!?」

「狙撃銃を持った敵が、どっかから俺たちを狙ってるんだ！」

　俺はあたりを見回しながら、自分のアバター〈ゼルクリオ〉を慎重に小屋から出す。逃げる際は遮蔽物を利用しつつ、デタラメな方向に走れば、敵も狙いをつけるのが難しくなる。

「ハルちゃん、乗って！」

　そこへ〈まなみん＋〉が運転するワゴン車がやってきた。

　ワゴン車には〈ぱにゃん村長〉と〈ライム酎ハイ〉さんも乗っている。タフガイとメイドとシカが乗っている車両は、なんとも言えないカオスさだ。

　俺の〈ゼルクリオ〉もワゴン車に飛び乗った。その瞬間。

　シカの被かぶり物ものをした〈ライム酎ハイ〉さんが、なぜか車を降りた。そして。

「あれ？　なんか〈ライム酎ハイ〉さん、私たちの車を銃で撃ってるけど……」

「まずい！　みんな逃げろぉぉぉ！」

　広岡が叫ぶと同時。俺たちのワゴン車は〈ライム酎ハイ〉さんの銃撃を浴びすぎて。

　どかあああああん！

　爆発した。

　フォックスリバー・ファイブは、裏切り者のシカを残して全滅した。

「……なにこれ？」

「車両は何発か撃たれると、爆発するんだ」

　俺たちのチームに入り込んだ〈ライム酎ハイ〉さんは、悪質なチームキラーだった。この手の邪悪なプレイヤーは、オンラインゲームに結構いる。絶対やっちゃだめだぞ。

「……もう四人でやるか」




　気を取り直して、今度は俺たち四人だけのチームで挑んだ。

　ゲーム再開直後、画面の左上に表示されている生き残り人数、「残り１００」という数字が、さっそく「99」になった。

「いきなり誰か死んだな」

「私よ」

　今回も〈六条更紗〉は早々に散ったらしい。六条さん、ゲーム苦手っぽいもんな……。

　同じく真波も初心者だが、そこはさすがゲーム慣れしているだけあって、飲み込みが早かった。敵と一対一の場面になっても、落ち着いたエイムで相手を華麗に撃破する。

「やったあ！　初キル！」

「お、やるじゃねーか、真波ちゃん」

「あはは、で、でしょ？　え、えっと広岡さん……も、さすが慣れてますね……」

　硬い笑顔で応じる真波。なんだこいつ、広岡相手に緊張してんのか？

　ゲーム中盤。俺の〈ゼルクリオ〉と〈まなみん＋〉が二人で行動中、敵集団に囲まれる状況に陥った。

「やべえ……！　広岡はどこにいるんだ!?」

「俺の行き先は風に聞いてくれ」

　広岡の〈ぱにゃん村長〉はバイクで遠いマップを爆走中。救援は期待できそうにない。

「ハルちゃん、車を見つけたよ！　あれで逃げるしかない！」

「よし！」

　前方にあったセダンに〈まなみん＋〉が乗り込んで、急発進させた。

　ぶろろろろろ……。

「へへーん！　ばーかばーか！」

「まだ俺が乗ってねーんだよ……っ！」

　一人戦場に取り残された俺の〈ゼルクリオ〉は、敵の集中砲火を受けて簡単に絶命した。

「かつて踏ふみ切きりの遮断機で真剣白しら刃は取りをマスターした武人、ハルちゃんは散った」

「いらん過去を暴露すんな」

　その後〈まなみん＋〉も割と奮闘したが、終盤でやられてしまう。そして最後まで生き残ったのは────メイド服を着た広岡の〈ぱにゃん村長〉だった。

「みんなよく戦ってくれた。俺がドン勝を取れたのは、フォックスリバー・フォー全員のおかげだ」

「……私、なにもしてない」

　六条さんがぼそりと言った。なにしろ序盤で死んだもんな。

「ま、まあ六条さんは残念だったけどさ。でも広岡の言うとおり、この勝利は俺たちフォックスリバー・フォー全員の」

「私だけなにもしてない！　もう一回やりたい！」

　もしかして六条さんって、結構むきになるタイプ？




　できるだけ俺が六条さんをフォローするってことで、三回戦開始。

「なんか向こうに、赤い煙が上がってるんだけど」

「ああ、それは支援物資の箱だよ。箱の中には、いい武器が入ってるから」

　じゃあ取ってくる、と言って〈六条更紗〉は支援物資のもとに向かった。

「……箱の中身はヘルメットひとつだったわ」

「え、それって」

　ぱらららららら。

　待ち伏せしていた敵プレイヤーの集中砲火を受けて、〈六条更紗〉はまた早々に散った。

「どういうこと!?」

「支援物資の中身をひとつだけ残しといて、囮おとりに使う敵プレイヤーもいるんだ」

「先に言っといてよ！」




　第四回戦。

「向こうに敵がいるわ！　まだこっちに気づいてない！」

「じゃあ、ほふく前進でこっそり近づいたらいいよ」

「これで私も初キル……あ、あれ？　どこかから撃たれてる!?」

「早く逃げて六条さん！　って、ちょっとちょっと！　なんで逃げるときもほふく前進!?」

「立ち方がわからないのよ！」

　ぱらららららら。

〈六条更紗〉は戦場の砂と化した。




　第五回戦。

「ああっ、また撃たれてる！　もう体力がないのに！」

「援護するからドリンク使って……って、なんで敵の目の前でドリンク使うんだ!?」

　ぱらららららら。

〈六条更紗〉は戦場の砂と化した。




「…………ぐす」

　何度やってもあっさりと死んでしまう六条さんは、とうとう涙目になっていた。

「佐倉くんの指示どおりにやってるのに、なんで」

「そ、それは六条さんが」

「下手だからって言いたいのね。うん、わかってる」

「あー、ハルちゃんが更紗ちゃん泣かしたー」

　なんでそうなるんだ。

　広岡がぱんと両手を合わせた。

「んじゃ違うゲームやろうぜ。六条もできそうなやつ。お前なにが得意なんだ？」

「……格ゲーのギルティ」

　また意外すぎるタイトルが出てきたな。正式名称は『ギルティジオ』。アニメ調のキャラクターと、コンボの爽快感がウリの、人気格闘ゲームシリーズだ。

「でもそれ、うちにはないからなぁ……」

「お前の親おや父じさんの仕事部屋になら、あるんじゃね？」

「あー、そういやあったかも。でもあれは父さんの資料だし」

「頼めば貸してくれるだろ。格ゲー大会といこうぜ」

　広岡はこんな感じで、いつも強引だ。







　絶賛締め切り前の父さんの仕事部屋に入って。

　ゲーム機本体と、ギルティのソフトを貸してくれと頼み込んで。

　無事に借りた俺たちは、一階リビングの大型テレビに接続して、遊ぶことにした。

「ふっ……私、このゲームなら結構やり込んでるわよ？　佐倉くんなんて、軽く踏み潰してやるんだから」

　自信たっぷりにコントローラを握った六条さんは、和装の女剣士を使用キャラに選択した。

　最初の対戦相手の俺は、パワーキャラの巨漢で挑むことにする。

「やっちゃえ更紗ちゃん！　ハルちゃん負けろーっ」

　うるさい外野は無視。手加減するのは逆に失礼なんで、真剣にやる。

　で、対戦開始。これまた意外って言えば失礼だけど。

「畳返し！　畳返し！」

　六条さんは結構うまかった。やり込んでるっていうのは本当らしい。格ゲーには興味なさそうなのに、なんでなんだろ。

「やるな六条さん！　でも俺は勝ちを譲らん！」

　俺が操るパワーキャラの巨漢が、六条さんの女剣士に組みついた。相手の頭と両足を持って上空に飛び上がり、着地の衝撃で背中をへし折る必殺投げ、ポチョムキンバスターをぶちかます。ここで六条さんの女剣士は砕け散った。

「なんで勝てないのっ!?」

「ハルちゃんはゲーム全般が得意なんですよ。むかつきますよね？」

　六条さんはコントローラをへし折る勢いで握り締めながら、俺を鋭く睨にらみ付つけて、

「なんか妙に悔しい……っ！　佐倉くんに勝てないなんてっ！」

「そ、そんなに怒るなよ。フォックスリバー・フォーとして、一緒に戦った仲間じゃないか」

「だから私、なにもしてないし！」

　やっぱり六条さんって、負けず嫌いなんだな。その辺は真波とそっくりだ。

「任せとけ六条。お前の仇かたきは俺が討ってやる。勝負だ春太」

　次は広岡がコントローラを握った。




「イルカさーん！」

「くっそ！　負けたぁ！」

　広岡は格ゲーにおいて、女キャラの使用時は尋常じゃない強さを発揮する。

　敗北した俺は「次、私！」とせがんでくる真波にコントローラを譲った。

「うおっ!?　真波ちゃん、めっちゃ強えな!?　まさか俺が負ける……!?」

「広岡くん、次は私にやらせて！　勝負よ、真波ちゃん！」

　みんな真剣に。それでもやっぱり楽しそうに。ゲームに熱中している。

「えええっ!?　更紗ちゃん、超強いじゃん！　なんでハルちゃん、これに勝てたん!?」

「ふふん。ここで覚醒必殺技を決めるわよっ！」

　……ああ、久しく忘れていたよ。

　やっぱりこういうのって────いいな。

「春太のそんな顔、久々に見たわ」

　真波と六条さんの対戦を見ていた広岡が、ふと俺に微笑ほほえみかけてきた。

　俺はちょっとだけ、気恥ずかしくなって。

「……ははっ。なにしろこの人数で遊ぶのは、久しぶりだからな」

　昔はこんな感じで、俺ん家に友達が大勢集まって、みんなでよく遊んだっけか。

　連れてくるのは、いつも広岡だった。俺の意見なんて聞かず、「明日みんなで、お前ん家ち行くから」って強引に押し切ってきてさ。

　今日の六条さんだって、広岡が強引に連れてきたのかもしれない。締め切り前で機嫌が悪い父さんの部屋から、ゲームを取ってこいなんて簡単に言ったりするしさ。

　ほんとこいつの強引なところは、いくつになっても変わらない。

　でも広岡のそんな強引さに救われたことも多々あって。

　あの中二のときもそうだった。

　今となっては、もうどうでもいいことなんだけど。当時の俺は割とメンタルが豆腐でさ。

　ちょっと、不登校になってた時期があるんだよな。

　いろいろあって。学校には行けなくなって。

　毎日が日曜日みたいになったけど、気分はずっと落ち込んでて。家から一歩も外に出られない引きこもりになっちゃって。

　それでも広岡は、家に閉じこもっていた俺のところに毎日やってきて──。




「「おい春太、ぼさっとしてねーで、俺と対戦すんぞ」」




　こんな感じで、今と変わらない言葉と笑顔を、いつも俺に投げかけてきてくれたんだ。

　こっちの気持ちなんてお構いなしで。広岡はいつでも強引で。どんなときでも俺の親友でいてくれたんだ。

「……どしたんハルちゃん？　なんか泣いてね？」

　真波が首を傾かしげて、六条さんが無言で俺を見ている。

「べ、別に。よし、勝負だ広岡！」

　ちょっと昔を思い出して、感傷的になっちゃった。さあ、広岡をボコボコにしてやるか！

「お前が友達を連れてくるなんて、珍しいな」

　リビングに父さんがやってきた。広岡が「どうも親おや父じさん」と会え釈しやくする。

「ああ、広岡くんに……えっと」

「ろ、六条更紗です！　お邪魔してます！」

　六条さんは律りち儀ぎに立ち上がって、ぺこりと頭を下げた。

「あー、そうそう。六条さんだったな。久しぶり」

　父さんが変なことを言った。

「久しぶりって？」

　六条さんが家に来るのは初めてのはずだけど。

「あ、え、えと……じつは」

　口籠る六条さんに代わって、父さんが言った。

「彼女は去年、俺のサイン会に来てくれたんだ。その節はありがとうな」

「ええええええっ!?　六条さんって、父さんのファンだったんかよ!?」

「わ、悪い？　バーモンド先生のマンガはすごく面白いんだから！」

　意外だ。意外すぎた。六条さんがあの、ほのぼの系の萌もえマンガを読んでたなんて。

「じゃあ更紗ちゃんって、ハルちゃんがバーモンド先生の息子って知ってたんですか？」

「え、そ、それはその……」

「まあ、細かいこたぁいいだろ。それよりこっちは徹夜続きだってのに、ずいぶんやかましくしてくれてんなぁ？」

　やっぱり機嫌の悪い父さんが、ずんずんと近づいてくる。

「す、すいません。お邪魔でしたよね。私たちもそろそろ帰」

　六条さんが言い終わる前に、父さんは俺たちの輪の中に、どっかりと腰を下ろして、

「これで俺と勝負だ。全員かかってこいや」

　脇に抱えていたセガサターン本体と、ゲームソフトを掲げてみせた。

「え、まさか父さんもやんのか!?　しかもそのゲームって……」

　父さんが持ってきたのは、90年代中期の３Ｄ格闘ゲーム黎れい明めい期きにアーケードで絶賛稼か働どうしていた、『ファイティングバイス』の家庭用移植作だった。

「春太、お前ファイバイ舐なめてんな？　これをやらずして、格ゲーは語らせねーぞ」

「あははっ！　いいね、おじさん！　やろうやろう！」

「プレイ動画で見てただけの格ゲーを実機で遊べるんか……くうう、今日はマジで春太ん家ちに来てよかったぜ。よっしゃ、勝負だ親おや父じさん！」

　なぜか父さんを入れて、昔の３Ｄ格ゲーで遊ぶことになった。




「くらえ、怒羅魂圧破ドラゴンアツパー！」

「うげえええええ！　親おや父じさん、めちゃめちゃ強ええッ!?」

　父さんが操る長ランの番長キャラの鉄拳によって、広岡はあっさり沈められた。

「俺はマンガ家になり立ての頃、ゲーセンで『練馬のバン』って呼ばれててなぁ。五十人抜きなんてザラだったもんだぜ」

　真波が耳元で囁ささやいてくる。

「おじさんって今の格ゲーやっても、ネットランキング上位に食い込むんじゃない？」

「かもな」

「おらおら、次はどいつだ!?　六条さんか!?　捻ひねってやるから、かかってこいや！」

「く……っ！　い、いきますよ、バーモンド先生！」

　いつの間にか、結構遅い時間になっている。

　父さんも仕事があるはずなのに。

「立ち回りはなかなかだが、ガーキャンが甘いな。ウラァッ！　厄挫鬼苦ヤクザキツク！」

「ひいいい〜っ！　強すぎてなにもできないわっ！」

　俺たちと一緒になって、子供みたいに熱中して。

「次は真波ちゃんか!?　さっさと準備しやがれ！」

「よーし、いくよおじさん！」

　もしかしたら父さんなりに、俺が友達を連れてきたことを喜んでるのかもしれない。

　俺は中学の頃、不登校になって。

　学校に行けない人間になっちゃって。

　その原因は、クラス内の人間関係にあったから。

　だから広岡のおかげで克服したあとも、他人とは適度な距離を取り始めたわけだけど。

「あうう、だめだ〜、おじさん強すぎ……」

「最後は春太だな。お前には、パーフェクト勝ちをかましてやんよ」

　不敵に笑う父さんの傍そばでは。

「がんばれ春太！　俺らの分まで、せめて一いつ矢し報いてくれ！」

「ハルちゃんならできるよ！　おじさんをぶちのめしちゃって！」

「やりなさい佐倉くん」

　広岡も真波も六条さんも応援してくれる。

　……ま、たまにはこういう日があってもいいよな。

「じゃあいくぜ父さん！」




　　　　　　　　　　　　◇




　月曜日。

　六条更紗は校舎の昇降口で、クラスメイトの中塚美佳子と出くわした。

「はあ〜。なんか月曜の朝って、憂鬱になるよね〜」

　ため息をつく美佳子に、更紗は笑顔で「そう？」と返す。

「おやおや？　そっちは機嫌良さそうだね。いいことでもあったの？」

　更紗は「ふふ」と笑みをこぼしてから。

「昨日はね、とっても楽しいことがあったのだ！」

「え、なになに？　どうしたの？」

「むふふ〜、気になるでしょ〜。でもまだヒミツ」

「ええー、なんでよー」

　昨日は佐倉春太の家に行って、みんなでゲームをして遊んだ。

　この思い出はもう少しだけ、更紗の中だけで嚙かみ締しめておきたかった。春太ともいろいろ話せたし、帰かえり際ぎわに真波からは「また一緒に遊ぼうね！」と言ってもらえた。これからは、みんなで遊ぶ機会が増えるかもしれない。

　なんだか佐倉くんとも、良いい友達になれそう。

　そう考えると、自然と足取りも軽くなってくる。

　今日も彼になにか話しかけてみようか。共通の話題といえば、やはり昨日遊んだゲームの話だろうか。コードーとか、ギルティとか。

　……そういや私、一度も佐倉くんに勝ってないわね。コードーも言われたとおりにやったのに、すぐに死んじゃったし……ううん、あれは単純に私が下手なだけで、なにも佐倉くんが悪いわけじゃ……。

「あ、えと、おはよう」

　春太のことを考えて校舎の廊下を歩いていたら、教室に入ろうとしていた本人と出会った。

「おはよう佐倉くん！」

　と、元気よく挨拶を返したのは隣の美佳子。彼女の傍そばで、更紗は。

「そこをどけ」

「お、おう……」

　春太はたじろきながら、道を譲った。

「相変わらず、佐倉くんには冷たいねぇ……」

　美佳子が生暖かい目を向けてくる。

　違う違う！　普通に接したいだけなのに！

　なんで私、佐倉くん本人を前にしたら、こんな感じになっちゃうわけ……？　まさかクセになっちゃってるとか……？

　思考とは裏腹に、なぜかその態度を崩せない更紗は。

　自己嫌けん悪おに陥りながら、自分の席に座るのだった。




　　　　　　　　　　　　◇




　うーむ、相変わらずの塩感。

　六条さんって、昨日からずっと機嫌悪いな……やっぱり人との距離って難しい。六条さんの場合はとくにだ。

　昨日は俺、結構楽しかったんだけど、向こうはどうなんだろ。

　ため息混じりで自分の席に座った六条さんの背中を見つめながら。

　俺はちょっとだけ。

　もうちょっとだけ、人との交流をがんばってみて。

　六条さんとも友達になれないかなって、考え始めていた。
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「ふわあ……ねむ」

　広ひろ岡おか聡さとしがあくびをしながら歩いていると、歩道脇の児童公園で知人の姿を見かけた。

　特徴的なルーズソックス。こちらに背を向ける位置でベンチに座っていたその中学生のギャルは、なにやらぶつぶつと独り言をつぶやいている。

「ケルベロス様、あなたのマスターはどこにいらっしゃるんですか？　──我が知るわけなかろう──ここで待ってたら来てくれますかね？　──だから知らぬ。それ以上愚鈍な問いを続けるなら、貴様を喰くい殺すぞ──申し訳ありません、ケルベロス様」

　声色を使い分けて、一人芝居を演じていた。

　あれって、真ま波なみちゃんだよな……？

　広岡は児童公園の外柵を飛び越えて、ベンチに座っている真波に声をかけた。

「なにやってんだ、真波ちゃん」

「はうっ!?」
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　驚いた真波が振り返る。その膝の上には、茶色い毛並みの仔こ犬いぬがいた。どうやらその仔こ犬いぬにアテレコして遊んでいたらしい。

「え、えと、い、いまの、聞かれちゃいました……？」

　ああ、と頷うなずく。

「真波ちゃんっていろんな声が出せるんだな。声優とか目指したらどうよ？　もしギャルゲーの声やってくれたら、俺買うぜ？」

「あうう〜……」

　真波は耳まで真っ赤にしながら、膝上の仔こ犬いぬを抱きしめるようにうずくまった。

　公園にある時計に目を向けると、午前十時過ぎ。どの学校でも、もう授業はとっくに始まっている時間だ。

「もしかしてサボりか？　まあ俺が言えた義理じゃねーけど」

　広岡は単純に寝坊だった。毎朝、登校時間ギリギリまで寝ているので、こういうことはたまにある。いつもサボってしまおうかと考えるのだが、結局は緩慢な動作で布ふ団とんから出て、学校に行く準備をする。サッカー部の昼練には参加したいからだ。

「あ、え、えっと……私はその、ま、迷子の仔こ犬いぬを見つけたから……飼い主が探しにくるまで一緒にいてあげようかなって……」

　膝上の仔こ犬いぬを柔らかく撫なでる真波は、たどたどしい口調だった。先日春はる太たの家で遊んだときも、自分に対してはこんな感じだった気がする。

「ひょっとして真波ちゃんって、人見知り？」

　真波はこくりと頷うなずいた。コミュ強に見えるギャルなのに、意外だ。

「ハルちゃんと一緒なら、まだ大丈夫なんですけど……なんか男の人と話すのは、キンチョーするっていうか……」

「でも六ろく条じようとは普通に話してたじゃん」

「男の人って言いましたよね？」

　睨にらまれた広岡だが、遠慮なく真波の隣に腰を下ろした。それだけで真波は「びくっ」と両肩を震わせる。男が苦手というのは本当らしい。

「えと、えと……なにか話さなきゃ……こ、これ飲みます？」

　脇に置いていた飲みかけのペットボトルを差し出してきた。

「いやそれ、真波ちゃんが飲んでるやつだろ」

「あ、す、すいません！　汚いですよね!?」

「そうは言ってねーけど、別に気を遣わなくていいって。それよりその犬って、野の良らじゃないんか？　首輪もしてねーしさ」

　真波が仔こ犬いぬの喉元をわしゃわしゃと撫なでる。

「た、たぶん違います。毛並みが綺き麗れいだし、きっと飼い主がいるかと。ケルベロス様……じゃなくて、えっと、この子も寂しがってるみたいだし」

「なんだ、そのケルベロスって？」

「あ、えと、い、一応名前があったほうがいいかなって……」

　だからってこの愛くるしい仔こ犬いぬに、そんな名前をつけるか？

　ケルベロス様は、「くーん、くーん……」と切ない声で鳴き続けている。

「もしかして、お腹なか空いてきましたか、ケルベロス様？」

「俺、『うまいボー』なら持ってんぞ」

　広岡は通学鞄かばん代わりに使っているサッカー部のスポーツバッグから、駄菓子を取り出した。

「それはいかん！」

　真波が仔こ犬いぬを自分の目の高さまで持ち上げて、

「我々は貴様ら人間より塩分に弱いため、味の濃い駄菓子は死に繫つながるのだ！」

　ケルベロス様になりきって言った。

「そ、そうなんか。悪い……」

「うむ。そこで貴様に頼みがある。向かいのコンビニで、我のドッグフードを買ってきてはくれまいか。金ならこの女が出す」

「はは、ケルベロス様になりきってたら、普通に話せるんだな」

　真波は赤く染まった自分の顔を、持ち上げた仔こ犬いぬで隠すようにして。

「い、いいから早くしろ！　我が人肉で腹を満たす前にな！」




　広岡は言われたとおり、コンビニでドライ系のドッグフードを買ってきた。

　お金は真波から預かっていたのだが。

「あ、あの、本当にいいんですか……？　お金ならちゃんと私が……」

「さすがに年下の女子に払わせるわけにはいかねーだろ。どうだケルベロス様、うまいか？」

　仔こ犬いぬは広岡が自腹で購入したドッグフードを、足元で貪っている。

　真波がそれを笑顔で見つめながら、

「うむ、最適な食事だ。大儀であったぞ、人間」

　またケルベロス様になりきって言った。

「こいつ、小さいくせにやたら食うな。これも食うかな？」

　広岡は自分用に買ってきたスナック菓子、『タマネギくん次郎』の袋を開けた。

「ならぬッ！」

　また仔こ犬いぬを目の高さまで持ち上げた真波が怒る。

「味の濃い駄菓子は塩分過多になると言っておろう!?　そのうえタマネギを食わせようとするなど、暗あん愚ぐも暗愚！　我々はタマネギに含まれる成分、有機チオ硫酸化合物を消化する酵素をもっておらんから、中毒を引き起こすのだ！　すなわち犬にタマネギは禁忌と知れ！」

「……そ、そうなんか。栄養素の名前まで知ってるなんて、やけに詳しいな、ケルベロス様」

　真波は仔こ犬いぬを静かに地面に下ろして。

「地獄の番犬としては当然であろ？　貴様ら雑種ごときと一緒にするでないわ」

「いや、ケルベロス様も雑種じゃんか」

「我は柴しば犬けんだ」

　そうですか……。




　エサをあげたあとも、真波はベンチで仔こ犬いぬを抱いたまま、飼い主が探しにくることを期待して待ち続けた。

　公園の時計はもう十一時半を指し示している。学校が昼休みになれば、サッカー部の練習も始まってしまうのだが、真波を一人で放置していくのも気が引ける。結局は広岡もベンチに並んで座って、彼女と一緒にまだ見ぬ飼い主を待つことにした。

　人見知りの真波は口数が少なく、とくに会話はないのだが、広岡は沈黙を苦手としないタイプだった。そのうえ図太い神経の持ち主でもある。なにか話題を探そうとしている真波と違って、ただベンチからぼんやりと空を眺めていた。

「あ、あの……」

「ん？」

「え、ええと……」

　真波は場を繫つなぐために、また仔こ犬いぬを目の高さまで持ち上げて。

「貴様、学校はいいのか？　この女のことなら、もう放置でかまわんのだぞ？」

「まあ乗り掛かった船だしな。さすがに放課後の部活には行くつもりだけど」

「い、いや、私は……じゃなくて、この女は男に対してコミュ障なのだ。だから一緒にいると気を遣うというか……あ、も、もちろん嫌なわけではないぞ？　そこは勘違いするな」

「だったらいいじゃん。俺も待っときたいから、ここにいるんだし」

　真波は持ち上げた仔こ犬いぬから自分の目元だけを覗のぞかせて、にこりと笑った。

「ふっ……ハルちゃんが言っていたとおり、強引な奴やつよな」

「ケルベロス様もハルちゃんって呼ぶんだな」

「は、ハルちゃんはハルちゃんだ。なにが悪い」

「つか無理に話そうとしなくていいぞ。俺は俺で、勝手にぼけっとしとくからさ」

「そ、そうか……いや、せっかくの機会だし……貴様に聞いておきたいことがある」

　ベンチから空を見上げていた広岡は、「なんだ？」と身を起こした。

「先日、貴様らと遊んでいたとき、ハルちゃんが感傷にふけって涙目になる場面があったな？　貴様はハルちゃんの親友のようだし、なにか事情を知っているのではないか？」

「あー……あれな」

　広岡は逡しゆん巡じゆんしたあと。

「ほら、あいつ昔、不登校だったからさ」

「えっ？　不登校って……ハルちゃんが？」

「なんだよ真波ちゃん。知らねーの？」

「し、知らないよ！　なんでハルちゃん、不登校だったん!?」

　ケルベロス様のふりも忘れている。本気で心配している様子だった。

「……まあ、真波ちゃんになら言ってもいいか。あいつはもう吹っ切れてるみたいだけど、なるべくそっとしといてやってくれよ？」

「も、もちろんだよ！　ハルちゃんになにがあったん!?」

　広岡はブラックの缶コーヒーを一口飲んで、苦々しく話し始めた。

「中二の頃ってさ、ちょっと難しい時期じゃん？　ほら、アニメとか萌もえマンガが好きってだけで、オタクだなんだってからかわれたりするし」

「そうですね。人間って、自分が理解できないものを否定したがる悪習があるから」

「なんか悟ってんな……まあそんなわけで、当時は隠してる奴やつが結構いたんだよ。春太もそんな連中の一人でさ。でもあいつの親おや父じさんって、マンガ家じゃん？　それも萌もえ系マンガの。そういう噂うわさって、すぐに学校中に広まるわけよ。そこから春太は『お前、オタクだろ』って、からかわれ始めて」

「じゃあ、それで……」

　真波がごくりと唾を飲み込む。

「ああ。俺は中二で春太と違うクラスになったから、直接は見てねーんだけどさ。どうも自分のクラスで相当いじられたらしいわ。きもいだの、なんだのって。あいつ、なんだかんだ言って親おや父じさんを尊敬してるからな。別に萌もえマンガなんて好きじゃないって否定することもできないし、かといって肯定する勇気もない。ただ黙ってるしかなかったんだと」

「そ、そんなのおじさんのせいじゃないじゃん！　ハルちゃんをバカにした奴やつらが悪いんじゃん！　なんなんだよそいつらっ！」

「それで結局、春太は学校に行くのが嫌になっちまったんだ。まあ当然だよな。あいつ中一までは、結構クラスの人気者だったんだぜ？　勉強もできるし、ゲームにも詳しいし、なにより楽しい奴やつだったし……」

「私もハルちゃんには、よく勉強教えてもらってた」

　真波が控えめに笑った。

「はは、俺も大勢連れて、よくあいつの家に遊びに行ったわ。それがオタクだなんだって言われ始めてからは、全員手のひら返しだったからな。そこからだよ。あいつが『他人とは付かず離れずくらいの距離感がちょうどいい』とか言い始めたのは」

「……私、全然知らなかった。おじさんも言ってくれなかったし……」

「でもあいつはもう立ち直ってんぞ？　今じゃオタク趣味を隠すつもりもないみてーだし、俺にもいろいろ教えてくれたしな。ギャルゲーとか」

　真波は膝上に乗せた仔こ犬いぬの頭を撫なでながら。

「その……ハルちゃんはどうやって、不登校から立ち直ったんですか」

「心境の変化でもあったんだろ」

　広岡は笑ってブラックの缶コーヒーを飲んだ。もう苦味はあまり感じなかった。

「……広岡さんがなにかしてくれたんですね」

　真波がにっこりと微笑ほほえみかけてきた。

「いや、俺はなんもしてねーって。あいつ自身がどっかのタイミングで、そろそろ学校に行かなきゃって思ったんだろ」

「でもきっと、広岡さんのおかげだと思います。ありがとうございます。本当に」

　心底嬉うれしそうな顔だった。その表情からは、春太のことをどこまでも案じている様子がよく伝わってくる。

　……春太はうざい従妹いとこだって言ってたけど。

　めちゃくちゃいい子じゃねーか、真波ちゃん。

「私の家って、両親の仲があまりよくなかったんですよ」

　真波がぽつりと言った。

「小さい頃からパパとママはいっつも喧けん嘩かばっかりで。それを見るのが怖くて、よくハルちゃんの家に逃げ込んでたんです。でもハルちゃんはなにも言わずに、いつも私と遊んでくれました。だから不登校の時期があったなんて全然知らなくて。もしそのままだったら、ハルちゃんだってそのうち、私と遊んでくれなくなってたかも……」

　そこで顔を上げると。

「だから広岡さんは、ハルちゃんと私を救ってくれたヒーローですね」

　ふいにどきっとしてしまった。それだけ魅力的な笑顔だった。

「い、いや、さっきも言ったけど、俺は別に……て、てか敬語はやめねーか？　もっと普通に話してくれていいし、なんならケルベロス様でも」

　真波は膝上の仔こ犬いぬを目の高さまで持ち上げて。

「貴様は善よき人間のようだな」

「はは……どうも」

　なんだか調子が狂う。女の子相手にこんな気持ちになったのは初めてだ。

「そ、それよりもさ、このままケルベロス様の飼い主が来なかったらどうすんだ？」

「そうだね……」

　真波が深いため息をつく。

「私自身がハルちゃん家ちに飼ってもらってるような立場だから、さすがにおじさんに犬も飼っていいですかなんて言えないし、ママは仕事で海外とか飛び回ってるから……」

「真波ちゃんの家には、親おや父じさんいねーの？」

「パパは女の人と失踪しちゃったんです」

「……悪い。無神経だった」

「あ、い、いえ！　別にもう気にしてませんから。うーん、どうしよ……誰かケルベロス様、飼ってくれないかなぁ……」

　ケルベロス様が悲しそうに「くうーん……」と鳴いた。

　広岡は空を仰ぎ見て、つぶやく。

「……よし。じゃあ、そんときは俺ん家で飼うわ」

「え、たまねぎ食べさせようとする人が？」

　じとりと懐疑的な目で睨にらまれる。

「そ、それは知らなかっただけだっての。あと塩分が多いのもだめなんだよな？」

「チョコレートもです。カカオの含有量が多いほど、危険な中毒症状を引き起こすんですよ」

「おっけー、わかった」

　ケルベロス様に手を伸ばしたが、真波は渡さないとでも言うかのように、ぎゅっと抱きしめた。そして睨にらんでくる。

「……やっぱり、なんか心配なんですよね。もしケルベロス様が広岡さんの家で飼ってもらえることになったら、たまに様子を見に行きます。人見知りだとか言ってる場合じゃないんで」

「そ、そうか。まあ真波ちゃんがそれでいいなら……」

　突如、ケルベロス様が「きゃんきゃん！」と吠ほえた。今までのような悲しげな鳴き声ではなく、とても元気で、嬉うれしそうで、

「あっ、ケルベロス様、どこに行くんです!?」

　真波の腕を飛び出して、駆けていった。

　ケルベロス様が向かった先には────。

「茶ちや太た郎ろう！　探したんだよ！」

　幼い少女と、その母親らしき女性がいた。

　ケルベロス様──茶太郎と呼ばれた仔こ犬いぬが、少女の腕の中に飛び込む。どうやらあの少女が飼い主らしい。

　少女たちが近づいてきて、まずは母親が頭を下げた。

「あの、うちの犬を保護してもらってたんですよね？　すいません、川辺で散歩させてたんですけど、首輪が抜けてしまって、そのまま……」

「走り去って迷子になっちゃったんですね。ったく、元気すぎんぞ、お前は」

　広岡は少女の腕の中に収まっている仔こ犬いぬを撫なでた。きゃんきゃんと楽しげに吠ほえる。まるでお礼を言っているかのようだった。

　母親もなにかお礼がしたいと申し出てきたが、広岡と真波は丁重に断った。

　少女は最後に大きな声で、

「本当にありがとう、お兄ちゃんたち！」

　と言って、仔こ犬いぬと母親と一緒に公園を出ていった。その姿が視認できなくなるまで、広岡たちは黙って見送っていた。

「……行っちまったな」

「うん」

　隣で一緒に見送っていた真波の顔を、横目でちらりと見る。

　真波は──笑っていた。ケルベロス様との別れを惜しみつつも。それでもやっぱり、本来の飼い主が迎えにきてくれたことを、心の底から喜んでいた。

「……家族と再会できてよかったですね。ケルベロス様」

　はっきりした声で。優しい笑顔で。でもそこには、わずかな羨せん望ぼうが見てとれて。

　家族と離れて暮らす中学三年のその女の子は、ぬいぐるみだらけの通学鞄かばんを肩にかけた。

「じゃあ、私も行きます。一緒にいてくれて、ありがとうございました」

　ぺこりと頭を下げて、一人で公園の出口に向かう。

「あ、待って真波ちゃん！」

「はい？」

　つい引き止めてしまった。その理由は、広岡自身もよくわからない。

　だからその場を取り繕うように、こんな言葉が漏れた。

「その……もし俺が犬を飼うことになったら、またいろいろ教えてくれねーかな」

　それには真波もきょとんとして。

「もちろん。だって広岡さん、ちゃんと飼えるか心配ですし」

　最後にいたずらっ子のような笑顔を残して、立ち去った。いや、走り去った。







　真波は少し変わった子で。なんだかんだで春太と仲の良いい従妹いとこで。でもじつは人見知りで。

　そしてなによりも優しくて。

　不思議な魅力がある女の子だった。

「俺、二次元にしか興味ねーはずなんだけどな……」

　広岡はサッカー部の昼練に向かいながら。




　また会いたいと思っている自分に、少し戸惑っていた。







[image: 第八話　バッティング勝負がしたい真波さん]

　五時間目の終了を報しらせるチャイムが、グラウンド中に響き渡った。

「よーし、全員グローブをカゴに入れて整列」

　キャッチボールをしていた俺たちは、体育の先生の指示に従って、駆け足で集合する。

「さて次回からは、お待ちかねの試合をやっていくぞ。教室に戻る前に、手洗いうがいを忘れないように。あと体育委員は……」

「おい聞いたか!?　次は試合だってよ！」

「やったぜ！　しばらくキャッチボールだけかと思ってた！」

　みんな嬉うれしそうに騒ぎ立てるけど、俺からすれば「うげ……」って感じ。

　先生は「お待ちかねの試合」って言うけどさ。世の中には全然お待ちかねじゃない奴やつだっているんだよ。たとえば俺な。そもそも体を動かして遊ぶタイプじゃないし、体育自体が苦手なんです。今日から始まったソフトボールはもちろん、野球さえやったことないし。

　……でも今回のキャッチボールは、割と普通にできた気がする。それくらいは昔、父さんとやったことがあるからな。キャッチボールさえできるなら、試合も案外なんとかなるか？　たとえば、あんまりボールが飛んでこない外野に回してもらえたら────うん、イケるかも！

　校舎に戻る途中で橋はし本もとくんが、ぽんと肩を叩たたいてきた。

「聞いてくれよ佐さ倉くら。なんか俺のバッティングって、動きが面白いらしいんだ。昔から打席に立つたびに大ウケなんだよなぁ。これ喜んでいいやつ？」

　バッティング……っ！

　そうか、試合ってなると、そっちもあるんだ……！

「ま、次の体育を楽しみにしといてくれよ。てか佐倉って、ソフトは得意なんか？」

　もちろん俺は、こう答える。

「はは……ふ、普通だよ」







　で、翌日の土曜日。

「あーっ！　やっぱだめかーっ！」

　一いち縷るの望みをかけてフルスイングした俺のバットは、機械が吐き出す二十球のボールにかすりもしなかった。結局はこれが現実。これまでバットを持ったことさえほとんどないんだし、そりゃ当たるわけがないわな。

　このアミューズメント施設『アラウンド１』にある「スポーチャ」は、入場料さえ払えば、いろんなスポーツが遊び放題らしい。卓球とか、アーチェリーとか、ビリヤードとか。とにかくいろいろあるんだと。

　初夏の日差しが降り注ぐ施設の屋上には、俺がいま挑戦しているバッティングコーナーのほかに、フットサルのコートなんかも併設されている。とにかくデカくて、スポーツ大好き人間たちにとっては、パラダイスみたいな場所なんだろう。

　で、運動音痴の俺がそんな施設にいる理由は、もちろんバッティング練習をするためね。

　橋本くんは自分のバッティングが面白いらしいって言って笑ってたけど、たぶん俺はもっと面白い。このまま次の体育でソフトボールの試合なんてやったら、めちゃくちゃ目立ってしまう。みんなの注目を集めまくってしまう。

　できるだけ目立たないように、ひっそりと生きたい俺としては、体育も勉強と同じで、せめて「普通」になっておきたい。だから今のうちに、少しでも練習しておかないとまずいんだ。

　野球マンガによると、バッティング練習の際は自分のフォームを撮影して、逐一確認することが大切らしい。そんなわけで俺は────。

「おい真ま波なみ。俺のフォーム、ちゃんと撮れてるか？」

　従妹いとこの中学生ギャルを連れてきて、撮影係を頼んでたんだけど。

「うん、いま従兄いとこと一緒に『アラウンド１』に来てんの。なんか急に、バッティングがやりたいとか言い出して……あははっ、そんなんじゃないって。ただの従兄いとこだし。うんうん……え、そっちに新しいクレープ屋できたん!?　いいな〜、私もたまには地元に帰ろっかな〜」

　そのギャルはフェンスの向こうで、友達と電話していた。

「あ、ごめん。従兄いとこが『初期の大蛇おろち丸まる』みたいな目で睨にらんでるから切るね。またあとで〜」

　電話を切った真波に詰め寄った。

「お前、ちゃんと俺のフォーム、撮影してたんだろうな？」

「ううん、まったく撮れてない」

「なにしに来たんだお前……!?」

　一回二十球のボールを打つのって、結構体力使うんだぞ。

「ごめんってば。次はちゃんと撮るから。ジュースいる？」

「うむ」

　自販機でスポーツドリンクを買ってくれた真波が、それを投げてよこした。

「てか、バッティングってそんなに難しいん？　ハルちゃん一球も当たらなかったじゃん」

「……だったらお前もやってみろ」

　真波はフェンスをくぐって、さっきまで俺が使っていたボックスに入った。脇に置いてある数本の金属バットから、適当な一本を手に取る。

「こーゆーのはね、運動エネルギーを効率よく伝えることが大事なんよ。なるべく軽いバットを使って、その分スイングスピードを上げれば……」

　軽く素振りをした真波が、投球開始のボタンを押した。

　前方のスクリーンに投影されているピッチャーが、投球モーションに入る。球を握る右腕が振り下ろされた瞬間、脇の発射口からボールが高速で吐き出された。

「うりゃああああっ！」

　フルスイングした真波のバットは────見事に空振りした。

「ぎゃははははは！　なにが運動エネルギーだ！　偉そうな講釈を垂れやがって、結局はお前もただの扇風機じゃねーか！」

「く、くそ……次だよ次！」

　真波のスイングは素しろ人うとの俺から見ても、それはそれはへっぽこで。

　残りも全球、かすりもせずに終了した。

「はあっ、はあっ……こ、こんなはずじゃ……」

「現実を知れ真波。俺もお前も、ガキの頃からボール遊びとは無縁だった。その結果、ここに二人のスペシャル球技音痴が爆誕したんだよ」

「私はずっとドッジとかサッカーとか誘ってたし！　でもハルちゃんがいつも聞いてくれなかったんじゃんか！」

「お前の誘い方が甘かったんだよ。もっと真剣に誘ってくれてたら、俺だって今頃は……」

「うわ、人のせいにした！　自分が球技下手なのを人のせいにしたーっ！」

「そ、そうは言ってないけど……」

「言い訳とかまじやべーし！　ハルちゃんが私と野球してくれてたら、私だってもうちょっとバッティングうまいはずだったし！」

「お前だって人のせいにしてんじゃねーか！」

　二人の球技音痴がフェンス越しに、「ぐぬぬ」と睨にらみ合あう。

　ふと真波が、俺の持っているスマホを指差した。

「……もしかして、そのスマホで私の今のバッティング、撮ってた？」

「ああ。お前もこれを見てフォームを研究」

「ま、まさかハルちゃん……」真波がたじろいた。「私のその恥ずかしいバッティング動画を、ネットにアップする気じゃ……？」

「ＳＮＳ拡散拳か。それは人道を外しかねない禁じられた邪法。おいそれと使用していいものではないが……お望みとあらば、披露してみせるがね？」

「くっ、こ、この邪法師め！　その禁呪だけはやっちゃならねえっ！」

「クハハハハ！　恐れおののけ！　我こそは邪法師ハルタニア────」

「なにしてるの？」

　後ろから声をかけられた。私服姿の六ろく条じようさんだった。

「……いまの、聞いてた？」

「ええ。邪法師がどうのって」

　ぐおおおおおおお！

　中三の従妹いとことぶちかましてた厨ちゆう二に劇場を聞かれるとか！　俺、「クハハハハ！」とか言っちゃってたし！　てかなんで六条さんが、こんなとこにいるんだ!?

「はい真波ちゃん。これ、約束のものね」

　六条さんが真波に紙袋を手渡した。

「やったあ！　わざわざ、ありがとうございます！」

「いいのよ別に。もし肌に合わなかったら、遠慮なく言ってね」

　なにそれって聞くと、中身は化粧品らしい。

「前に更さら紗さちゃんにオススメのコスメ聞いたら、余ってるのあげるって言われたんだ」

　真波と六条さんは、俺ん家で遊んで以来、スマホで連絡を取り合う仲になっていた。で、さっき六条さんから「今日なら時間あるから、どこかで渡そうか？」って連絡がきたんだと。

　つまりここに呼んだのは真波。だったら俺にも言っとけっての。

「今日は更紗ちゃんも一日遊べるんですよね？　なにして遊びます？」

「遊ぶ約束までしてたのかよ」

「そうよ。悪い？」

　六条さんに睨にらまれた。相変わらず俺には塩。

「あ、そうだ真波ちゃん！　一緒にプリクラとか撮っちゃう!?」

「いいんですか!?　モデルの更紗ちゃんとプリクラとか、家宝になるルートだし！」

「も〜っ、真波ちゃんったら、かわいいこと言っちゃって〜」

　そして俺以外の人には超絶愛あい想そがいい。

　それはそうと、俺の練習は……？

「じゃ、そういうわけだから、ハルちゃん。私ら適当に遊んできまーす」

　やっぱそうなるわけね。

　まあいいか。俺のド下手なバッティングは、六条さんにもあんまり見られたくないし。しばらく一人で打っとこう。

「でも意外ね。佐倉くんって、バッティングセンターとかで遊ぶタイプだったんだ？」

　と、六条さん。俺に聞いたんじゃなくて、真波にな。

「ううん。普段はまったくなんですけど、なんか体育の授業でソフトボールが始まったから、今のうちに少しでもうまくなっときたいとか、なんとか」

「……そう」

　六条さんはため息をついて。

「相変わらず、努力家なのね」

　あれ。なんかいま一瞬、俺に微笑ほほえみかけてきたような……いや、六条さんに限って、そんなことはありえないか。

「でも残念なことに、ハルちゃんってバッティング、めっちゃ下手なんですよ」

「い、いちいち言うんじゃねえ！　お前もド下手だろうが！」

「ちなみに更紗ちゃんは、バッティングって得意なほうですか？」

「え？　そうねえ……」

　真波はなにもわかってない。

「あのな、六条さんはモデルをやりながら、勉強で学年一位をとるほどの人なんだぞ。きっと昔から勉強漬けだっただろうし、今は料理部にも入ってるんだ。だからさすがに……」

　運動なんてやってる暇はなかったはず。わざわざ口にしなかったけど、もしこれで運動神経まで抜群だったら、完璧すぎる。もはやマンガの世界だ。

「………………」

　六条さんは無言でフェンスをくぐって、打席に立った。

「え、やるのかよ六条さん？」

　そして適当なバットを見繕うと、

「かつてアインシュタインは言ったわ。『私に特別な才能はない。ただ情熱的に好奇心が旺おう盛せいなだけだ』ってね」

　投球開始のボタンを押した。前方のスクリーンに投影されたピッチャーの動きに合わせて、機械が高速でボールを射出する。

　六条さんは、金属バットの先端を軽く揺さぶってリズムを取り、

　かき─────ん。

　見事、真芯で捉えた。小気味いい音を響かせたその打球は、ぐんぐん伸びていき──ピッチャースクリーンの遥はるか上空、「ホームラン」の的に突き刺さった。

「うそだろ……」

「す、すごいすごい！　ホームランじゃん、更紗ちゃん！」

　六条さんは、機械から放たれる残りのボールも全部華麗に打ち返していく。

　そして全二十球のうち、なんと半数以上を「ホームラン」の的に叩たたき込んでしまった。

　ゲームを終えた六条さんが、金属バットを担かついで振り返る。

「つまり人を伸ばすのは才能じゃなくて、好奇心。好奇心があれば、なんだって伸びる。私は昔、野球が好きだったから時間を割いて練習した。ただそれだけのことよ」

　感服だ。本当にすごいと思った。六条さんは好奇心の塊で、努力の塊で。

　それが完璧超人、六条更紗の本質だったんだ。

　────ん？

　ふと。懐なつかしい記憶の断片が、フラッシュバックした。

　……そういや昔、知り合いにも野球が好きな女の子がいたな。名前なんだったっけ……。

「アインシュタインにそんな名言があったなんて、知りませんでした。なんか、めっちゃ染しみますね」

　うーん……六条さんを見てたら、なんとなく思い出せそうなんだけど……まあいいか。

「でしょでしょ？　偉大な科学者だったアインシュタインだからこその名言って感じで、すごく好きなのよね。彼が発表した『Ｅ＝ｍ[image: しーのじじょう]』の式なんて、ものすごい発想で──って、ごめん。こんな話、興味ないわよね」

「それ知ってます！　有名な物理方程式ですよね!?　普通、物体は物体でしかないのに、その質量を莫ばく大だいなエネルギーに変換することが理論上可能だって証明した……」

「ま、真波ちゃん……っ！」

　六条さんが真波を抱きしめた。

「なんていい子なのっ！　中学生なのにこんな話ができるなんて、お姉さん嬉うれしいわっ！」

「えへへ……」

　俺にはさっぱりだけど、なんか仲良いな。それはそうと、

「人を伸ばすのは好奇心か……」

　もともとは、恥をかきたくないからって理由で始めたバッティング練習だけど。

「あのさ、六条さん。その、もしよかったら……バッティングのこと、教えてくれないかな」

　六条さんの綺き麗れいなバッティングを見て、俺もあんなふうにかっ飛ばせたら気持ちいいだろうなって思った。







「ラスト一球だ！」

　全力でスイングした俺のバットが、ボールの上のほうをかすめた。

　ボールは虚むなしく地面をバウンドしていったけど、俺はガッツポーズを取る。

「よっしゃ！　全二十球中、空振り十回、ファールチップ十回！　成長してるぜ、俺！」

「そうね」

　フェンスの外側で見ていた六条さんが、素っ気なく言い放った。まあ向こうからすれば、なにも変わってないって思うんだろうけどさ。バットが当たるようになっただけでも、かなりの成長なんだぞ？　しかもさっきは、まぐれ当たりのヒットだって打ったんだから。

　きっと六条さんの教え方がうまいんだろうな。なにしろ──。

　かき───ん。

「わっ、すごいじゃない真波ちゃん！　またヒットよ!?」

「なんか楽しくなってきたーっ！」

　隣のボックスでバットを振っている中学生ギャルは、みるみる上達してるからね。

　俺に続いて、全球打ち終わった真波もフェンスの外に出てきた。

「更紗ちゃんのおかげで、コツがわかってきました！　やっぱ人間日々成長ですねぇ」

「従兄いとこのほうは、まだまだだけどね」

　飲み込みが悪くてすいません。いや、真波の成長が著しいだけか？

　その真波がスマホで時間を確認した。

「あーあ、もうこんな時間かー。結局バッティングしかやってないや」

　何時か聞くと、もう夕方五時近くなんだと。ずいぶん長いこと教えてもらってたらしい。

「どうする？　あとはプリクラでも撮って帰る？」

　と、六条さん。真波は「そうですねー……」と考え込んで、

「ラスト一回だけ、順番に打っていきません？　三人で勝負しましょうよ！」

　ほらでた。すぐに勝負したがるんだから。しかも三人でってところが、もうアホ。

「俺たちと六条さんじゃ、勝負にならないだろ」

「だからハンデ戦。更紗ちゃんはホームランの数、私とハルちゃんはヒットの数で対決したらちょうどよくね？　優勝者は最下位の人に、ひとつだけ命令できるってのはどうよ？」

　真波の口元は、邪悪に吊り上がっていた。

　このガキ……さては俺に、なんか無茶な命令をして楽しもうって魂胆だな。ヒットの数で勝負なんて、俺が最下位に決まってるし。

「だめだだめだ！　どうしても勝負したいなら、俺だけはファウルチップの数にしろ！」

「そこまでプライドを捨てられる佐倉くんを尊敬するわ」

「うぐ……っ！」

　六条さんの冷静かつ、ごもっともな意見が胸を抉えぐった。

「でも、勝負っていうのは面白いわね。いいわ、三人でやりましょ♪」

　負けず嫌いな六条さんの目に、まぶしい闘争心が宿った。

「あははっ、そうこなくっちゃ！」

　真波も同じような目をしていた。やっぱりこの二人は、どこか似ている。

「じゃあ私はホームランで一点。真波ちゃんはヒットで一点、ホームランが出たら五点にしよっか。で、佐倉くんだけど……どうしようかな」

「ハルちゃんはヒット一本につき、十点ってのはどうですか？」

「うん、ちょうどいいわね」

「せめて五点くらいにしてください……」







「あーあ、さすがにホームランは出なかったかー……」

　自分のバッティングを終えた真波が、フェンスの外に出てきた。

「でもヒットは十二回も打ったから、真波ちゃんは十二点ね。これはさすがにやばいな……」

　真波と入れ替わりで、今度は六条さんがボックスに入る。

　ここで十三発以上のホームランが打てたら、六条さんの優勝。十二発に満たなければ真波の優勝。ハンデ戦とはいえ、かなり白熱した優勝決定戦になってきた。

　え、俺ですか？　もうとっくに終わりましたよ？　ファウルチップ十回、残りは全球空振りで、もちろんヒットなしの０点ですが？

　フェンスの向こうでは、六条さんが真剣にバットを選んでいる。俺と真波は、それを静かに見守っていた。

「くふふ。私が優勝したら、ハルちゃんにどんな命令しよっかなー」

　俺は最下位で確定したんで、真波か六条さんのどっちかが、俺になにかを命令することになる（同点なら両方。それは最悪）。だったら、もちろん──。

「がんばれーっ、六条さーん！」

　六条さんを応援するに限る。

「ちょいちょい。ハルちゃんは私より、更紗ちゃんに勝ってもらいたいわけぇ？」

「当然だろ。もしお前が優勝したら、無茶な命令を突きつけてくるに決まってるんだから」

「まーね」

　簡単に言ってのけやがる。ここは是が非でも六条さんに勝ってもらわねば。

　六条さんはじっくり吟味した金属バットを構えて、投球開始のボタンを押した。

　ピッチャースクリーンの脇にある機械が、第一球を射出する。

「かっ飛ばせー、六条さ」

「ぬ・う・りゃあああああああッッ！」

　普段の六条さんからは想像もできない裂れつ帛ぱくの気迫が放たれた────。




　静せい謐ひつというか、粛々というか。

　バッティングを終えた六条さんは、とても静かに、凜りんとした無表情で外に出てきた。

　勝負は途中で決着がついた。まさかの十三連続ホームラン──からの全球ホームラン。非の打ちどころのない、完璧な勝ち方だった。

　これには俺も真波も、呆あつ気けにとられるしかない。だってホームランの的って、めっちゃ小さいんだぞ。そこに全球ブチ当てるなんて、プロでも無理なんじゃ……？

「ありえねぇ……常軌を逸してやがる……」

「どうも」

　六条さんは俺に素っ気なく言って、耳にかかる髪を後ろに払った。

「あーあ、やっぱ勝てないかー……めっちゃすごいんだもん、更紗ちゃん……」

「ふふ、ごめんね？　私、勝負となったら、手を抜けない性分なの」

　やっぱり真波には、俺と違って穏やかな笑顔を見せるんだよな。

「じゃあ優勝した更紗ちゃんは、ハルちゃんになんかひとつ、命令をどうぞーっ！」

　真波が拍手をしながら、俺の前を譲った。

「別にそんなのいらないんだけど……」

　六条さんは興味なさそうにため息をつく。

「まあまあ、遠慮せずに。なんでも命令していいんですよ？　ね、ハルちゃん？」

　やたらむかつく顔で微笑ほほえみかけてくる真波は無視。まあ六条さんのことだし、そんな無茶は言ってこないと思うけど……。

「ふぅ……じゃあ、せっかくだし……そうね」

　六条さんは、心底どうでもいいような口振りで、

「明日の日曜日、ファミレスで私と一緒に勉強しなさい」

　そう言って髪をかき上げた。

「うわー、ハルちゃんご愁傷様……って、んん？　更紗ちゃんと一緒に勉強できるなら、むしろご褒ほう美びじゃね？」

「まあ……そうだな」

　三回まわってワン、くらいは覚悟してたんだけど、意外な展開だ。これって俺的には、ありがたいことだよな。六条さんに直接勉強を教えてもらえるいい機会だし。

「そういうことなら喜んで。じゃあ明日の昼くらいに……あれ、どこ行くんだ、六条さん？」

「お手洗い」

　冷たく言い放った六条さんは、きびきびと歩き去った。




　　　　　　　　　　　　◇




　通路の角を曲がって、春はる太たたちの視界から外れた時点で。

　だだだっ。

　六条更紗は駆け出した。勢いを殺さず女子トイレに突入。化粧台にバンと両手を突く。

「言っちゃった……！　言っちゃったわ、私……っ！」

　──明日の日曜日、ファミレスで私と一緒に勉強しなさい──

　バッティング対決で優勝したら、最下位の人間になにかひとつ命令ができる。真波からその提案を受けて、春太が空振り連発だった時点で、それは思いついていた。

　だから、とはあまり認めたくないが、勝負にもつい熱が入ってしまった。更紗自身もまさか自分が全球ホームランを打てるなんて、思っていなかった。いくらなんでも、あれはやりすぎだ。変に勘ぐられていないか心配になる。

　たとえば、「ふーん。六条さんって、そんなに俺と勉強したかったのか」とか……。

「違う違う！　そんなんじゃないの！」

　どうせ明日は一人で勉強する予定だった。だったら佐倉くんも、一緒にどうかなって思っただけ。

「……そうよ、ただそれだけのことなのよ。だって佐倉くん、最近は勉強もがんばってるみたいだし。少しくらいは、手助けしてあげたいなって思うじゃない」

　自分に言い聞かせながら、化粧台の鏡を見た。

　なんだかとても嬉うれしそうな顔をしている自分がいた。

「なんで、にやけてんのよ……っ!?」

　自分の顔をぱしぱし叩たたく。ひとまず落ち着け。とりあえず落ち着け。

　えっと、明日はどの教科を教えてあげようかな。私はどっちかっていうと理系だから、やっぱりそっち方面？　まあそのあたりは、佐倉くんにお任せしたほうがいいわね。せっかく一緒に勉強するんだし、彼が疲れたら飲み物くらいは出してあげても……あ、ああ、そっか。私たちはファミレスで勉強するんだから、別にこっちで用意する必要は……。

「って、そうよ！　ファミレスなのよ！」

　鏡の前で大きくのけぞった。

　ファミレスを提案したのは、明日が日曜日で学校の図書室も使えないからだ。

　更紗は男の人と二人きりでファミレスに行ったことは一度もない。仕事の打ち合わせに使うことはあるが、男のカメラマンやライターと二人になることは決してなく、いつも自分の女性マネージャーが同席していた。

　それなのに。

　明日は佐倉くんと、二人でファミレス……。

　どど、どうしよう。だ、だってそれ、時間によっちゃ、一緒にご飯とか食べることになるわよね？　そ、そういうときって、なにを注文するのが『解』なの？　か、カレーとか？　でも私、カレーはご飯とルーを全部混ぜてからじゃないと食べられない人だから……。

　もしそんな場面を見せてしまうと。

　──ふーん。六条さんって、結構子供っぽいところあるんだな──

「そ、それはだめ！　だったらカレーはない！　カレーは『虚数』だわ！」

　問題はほかにもある。なにを着ていけばいいのか、髪型はいつものこれでいいのか。退屈させない話題の確保も重要で……。

「だから違うでしょ私！　私たちは勉強しに行くの！　なんでデート気分になってんの!?」

　また鏡の前で大きくのけぞった。頭を抱えてぶんぶんと左右に振る。

「明日は二人で勉強するだけ！　デートと勉強は『等式』じゃないし、『ほぼ等しい』でもないの！　そもそも私は、佐倉くんのことなんて別に……っ！」

「……ママー、あのお姉ちゃん、なんか変だよー？」

「しっ。聞こえるわよ」

　いつの間にか女子トイレには、小さな女の子連れの親子がいた。

　怪け訝げんな目を向けてくるその親子に、更紗は硬い愛あい想そ笑わらいで手を振って。

　もう一度鏡で、自分の表情を見た。

　鏡の中には、やはりどこか期待に満ちた顔をしている六条更紗がいた。




　　　　　　　　　　　　◇




　六条さんがトイレに行ってる間に、俺はもう一回だけバッティングをやってみた。

　結果はやっぱりヒット０本。次の体育までに、もう少しうまくなってたらいいんだけど。

「はあ……キャッチボールなら昔、父さんに褒められたのになぁ。うまいぞ春太って言いながら、こう頭をぽんぽんって撫なでてくれたっけ」

「頭をぽんぽんって、撫なでられたって言わなくね？　それはドリブルって言うんだよ」

「そうか、あれはドリブルだったのか。息子の頭でドリブルするなんて許せんな……って違うから」

　真波がジェスチャーで再現する。俺の頭をバスケットボールに見立てて、ドリブルのように何度も押し下げた。

「だむだむだむ！」

「やめい。うっとおしい」

「そういや唐揚げ弁当って、なんで唐揚げをご飯にワンバンしたくなるんだろうね？」

　知らんわ。

「てか六条さん遅いな……」

「うわ、お手洗いに行った女子に、そんなこと言っちゃだめなんだぞ」

「わ、わかってるってば」

　バッティングコーナーのフェンス前でそんな話をしていると。

　通路の奥から、ブレザーの集団が現れた。

「おー、屋上も広いな。フットサルのほかに、バッティングコーナーまであるぜ」

　うちのサッカー部の連中だ。そのなかには、

「あれ、春太じゃん。おーい！」

　広ひろ岡おかもいた。手を振りながら駆け寄ってくる。

　俺の後ろでおどおどしている真波をちらりと見て、

「なんだぁ？　真波ちゃんとデートか？」

「そんなんじゃないって。六条さんもいるし」

　残りのサッカー部の連中は、奥のフットサルコートに向いながら、

「おい広岡。俺らは先に行ってんぞ」

「ああ、すぐ行くわ」

　片手をあげて応じる広岡に、真波がぺこりと頭を下げた。

「あ、あの、き、昨日はありがとうございました……」

「ははっ、別にいいって」

　なんの話だろ、と思っていたら、広岡が説明してくれた。

「昨日、学校に行く途中で真波ちゃんに会ったんだよ。真波ちゃんは公園で迷子の犬を保護しててさ。その飼い主が戻ってくるまで、俺も一緒にいたんだ」

「公園？」

「ほら、コンビニの前にある児童公園」

　……それは変だな。

　真波は俺ん家で居い候そうろうを始めてからも、今までと同じ中学に通っている。もう中三だし、電車で二駅の距離なんで、学区外通学が認められているんだ。

　でも広岡が言った児童公園は、俺ん家から見て、駅の向こう側にある。つまり真波は、駅を素通りして、公園に行ってたことになるわけで……。

「もしかしてお前、学校サボったのか？」

「まーね」

　その中学生ギャルは、あっさりと言ってのけた。

「まあまあ」広岡が間に入ってくる。「真波ちゃんだって、たまにはサボりたいときくらいあるんだろ」

　たまには、なのか……？

　そういや前に古本チェーン店で待ち合わせしていたときも、よく考えたらおかしい。あの店は俺の高校の近くなのに、電車で中学に通ってるはずの真波のほうが先に着いていた。

「……まさかお前、毎日サボりまくってるんじゃないだろうな」

「ま、私はこんなナリだし、そう思われても仕方ないよね。でもそれ、ただの先入観だから。京都女子はみんな小鉢を使った粋な小料理ができるっていうのも、ただの先入観だから」

　意味がわからん。お前、京都女子じゃねーし。

　まあ、ちゃんと学校に行ってるなら、いいんだけど……。

「てか聞いてくれよ」

　真波に怪け訝げんな目を向けている俺を気遣ってか、広岡が話題を変えた。

「今日うちのサッカー部は、県大会の三回戦を突破したんだ。明日の準々決勝に勝てば、とうとうベスト４入りだぜ？　全国が見えてきたって感じするだろ？」

　それで軽い調整、という名目の遊びで、広岡たちはここにフットサルをしにきたんだと。

「わ、す、すごいですね……！」

　真波が遠慮がちに拍手する。うちのサッカー部がそんなに強いとは、俺も知らなかった。そこで一年のうちからレギュラーを張っている広岡は、本当にすごい。

「へへ、だからよ。もしよかったら春太たちも、明日の準々決勝を観みにこねーか？」

「え、い、行きたいです！　ね、ハルちゃん!?」

　真波はそう言うけど、明日は俺、六条さんと約束しちゃったんだよな。

　親友の晴れ舞台は観みに行きたいけど、キャンセルするのも悪いし……うーん。

　考え込む俺を見て、真波がはっと気づく。

「あ、そっか……ハルちゃんは明日、更紗ちゃんと一緒に勉強するんだっけ……」

「へえ、六条と。だったら先約を優先しろよ」

　広岡がにこりと笑った。

「ああ。なんか悪いな」

「別にいいって。真波ちゃんもそっちに付き合うのか？」

「え、えと……私は」

　真波はちらりと俺を見て、うつむく。

「そ、その……なんていうか、わ、私は、ハルちゃんがいないと、心細いっていうか……」

　なにをもじもじしてんだ、こいつは。

「行ってこいよ真波。それともお前、まさかファミレスについてくる気だったのか？」

「え、さすがにそれは悪いと思ってたけど……」

「じゃあ問題ないだろ。こっちの勉強の邪魔をされたら、たまらんからな」

「だ、だから邪魔なんかしないって言ってんじゃん！　更紗ちゃんもいるのに！」

　機嫌を損ねたのか、真波はそっぽを向いて、

「じゃあ私だけで、広岡さんの応援に行きます！　ハルちゃんなんてもう知らね！」

　六条さんがいる女子トイレのほうに、とてとてと走り去ってしまった。

　その後ろ姿を見ながら、広岡が口を開く。

「……なんか春太と一緒に行きたかったみてーだな」

「あいつ、変なところで人見知りなんだよ」

「知ってる」

　ケラケラと笑う広岡に、軽く頭を下げた。

「じゃあ明日は、真波をよろしく頼むな。俺も行きたい気持ちはあるんだけど」

「わかってるって。その代わり、来週の準決勝は観みにこいよな」

「はは、明日の試合はもう勝ったも同然かよ」

「当然だろ。真波ちゃんが来てくれるなら、下手な試合はできねーし」

　広岡はそこで笑顔をきゅっと引き締めると、改めて俺に向き直った。

「……なあ、春太。お前ってさ。その、あれだ」

「なんだよ。珍しく歯切れ悪いな」

「その……真波ちゃんのこと、どう思ってんだ？」

　────は？

「つまりその……従妹いとこじゃなくて、一人の女の子として見てるのかなって」

　たぶん広岡の表情が、ここまで真剣じゃなかったら、俺は笑い飛ばしていたと思う。

「いや、女の子もなにも……」

　真波は真波だし。それ以上でも以下でもないだろ。

　広岡は自分の茶色い髪をくしゃくしゃと搔かいて、

「……悪い。春太は友達だし、一応聞いとこうと思って。じゃあその……真波ちゃんのこと、なんとも思ってないってことで、いいんだな」

「当たり前だろ。さっきからなんの話をしてるんだ？」

　もじもじしていた広岡は、そこで溜ためを作ると、意を決した表情で言った。




「俺、明日の試合が終わったら、真波ちゃんに告白しようと思うんだ」




　────え？

「えええええええええええええええっ!?」







[image: 第九話　恋バナが多い佐倉くん]

　──俺、明日の試合が終わったら、真ま波なみちゃんに告白しようと思うんだ──

　昨日の広ひろ岡おかの発言には、ド肝を抜かれた。だってあいつ、今までいろんな女の子の告白を断ってきた側なんだぞ。そのうえ「二次元にしか興味ない」とか言ってたのに。

　それがまさか、三次元女子を好きになるとか。

　しかもその相手が、あの真波とか。

　なんでも公園で真波と話をしたときから気になってたらしく、また会えた時点で、好きって感情が爆発したんだと。「恋ってそういうもんだろ」とか語ってたけど、俺にはよくわからん。

　そのあと広岡は、サッカー部の連中とフットサルをしに行って。俺は女子トイレから出てきた真波と六ろく条じようさんと合流して、三人でプリクラを撮ってから帰った。もちろん真波に広岡の話はしてない。さすがに無粋だからな。

　スマホで時間を確認すると、昼の一時前。確か広岡の試合は二時スタートって言ってたから、あと一時間後にはキックオフだ。

　真波はちゃんと試合会場まで行けたかな。広岡の告白にはどう返事するんだろ……。

　と、人の心配をしてる場合じゃないか。こっちはこっちで、不安要素がある。

　これから六条さんと一緒に勉強するわけだけど、果たして大丈夫なのか。なにしろ六条さんって、俺には塩だからな……変な空気にならなきゃいいけど。

　約束したファミレスの前で待っていると、一時きっかりに彼女は現れた。

「お待たせ」

「ああ、六条さん。今日はわざわざ……ん？」

「なにか？」

　私服姿の六条さんは何度か見てるけど。

　なんていうか、今日はいつもと雰囲気が違う。清せい楚そ感かんのある白のワンピースドレスに、白のヒールサンダル。長い黒髪は少し巻いていて、普段以上のばっちり化粧で、超大人っぽい。

「えっと……これから撮影でもあるの？」

「は？　勉強に来たんでしょ」

　だよな……？







　俺と六条さんは、窓まど際ぎわのテーブル席に向かい合って座った。

　とりあえずドリンクバーだけを注文して、あとは黙々と勉強。ノートや参考書と睨にらめっこするなか、会話は一切なし。おかげで周りの客の声が、よく聞こえるのなんの。

「……向こうのあれ、恋人同士かな？」

「……違うだろ。あんな大人っぽい美人とあの男は、まったく釣り合ってねーじゃん」

　放ほっといてください。

「集中が切れてるわよ」

　難しそうな方程式を解いている六条さんが、ペンを動かしながら言った。

「わからないところがあるなら、遠慮なく言って。そのために一緒に勉強してるんだし」

　相変わらず口調は冷たいけど、あの六条さんが長文で話しかけてくれることには、少しだけ感動を覚える。

「教えてほしいところはたくさんあるんだけど……うーん、なんて言えばいいのかな」

　六条さんが俺のノートを覗のぞき込んできた。

「物理の加速度運動をやってるのね。どこでつまずいてるの？」

　どこっていうか、そもそも物理って教科そのものが頭に入ってこないんだよ。単純に問題が難しすぎてさ。

　そのことを正直に話してみた。呆あきれられるかと思ったんだけど。

「気持ちはよくわかるわ。私も最初はそうだったし」

　おお、意外にも共感してくれたぞ。

「でも俺は六条さんと違って、頭が悪いからなぁ……物理なんて、永久に理解できない気がするよ」

「そんなことない。佐さ倉くらくんはマンガとかアニメに詳しいんでしょ？　興味があるものはいくらでも覚えられるんだから、決して頭が悪いわけじゃないわ」

　そりゃ好きなマンガは、脇役のセリフまでばっちり頭に入ってるけど。

「ようは興味の問題よ。前にも言ったけど、人を伸ばすのは好奇心。だから物理にも興味をもてばいいの」

「そう簡単に興味をもてたら、苦労しないって……」

　六条さんは少し考え込んでから言った。

「ところで佐倉くんは、武たけ田だ信しん玄げんと上うえ杉すぎ謙けん信しんの一騎討ちって知ってる？」

「あー……なんか聞いたことあるかも」

　無双系のゲームでも、そんなシーンがあったような。

「第四次・川中島の戦いでのことよ。武田信玄は自陣で床しよう几ぎに座って、兵たちに指示を飛ばしていたの。そこへ馬に跨またがった上杉謙信が単騎で攻めてきた。上杉謙信は馬上から刀で斬りかかったけど、武田信玄はそれを鉄の軍配で見事に防いだっていう逸話ね」

「ああ、それそれ。武将同士の激突って、熱い展開だよな。でもなんで急に、そんな話を？」

　六条さんは身振り手振りを交えながら、説明してくれた。

「このときの上杉謙信の馬上攻撃には、刀の重さと刀の速度、さらには馬の速度まで乗ってるの。ほかにも衝撃吸収距離とか、いろいろ考慮したうえで計算してみるとね。武田信玄の軍配には、何百キロもの衝撃力が加わっていたことがわかる。それを片手で受け止めた逸話が事実なら、武田信玄は大型バイクですら、片手で持ち上げてしまうほどの怪力ってことになるの」

「は？　それどういう計算？」

「バイクといえばね。時速百キロのバイクで走ってる佐倉くんに、重さ六十グラムの生卵を前から思いっきり投げつけたら、佐倉くんの頭は卵の殻と一緒にかち割れることになるわ」

「だ、だからそれって、どういう計算なわけ!?」

「その計算方法を教えてくれるのが、物理なのよ」

　六条さんはテーブルに両肘をついて、にっこり笑った。

「どう？　少しは物理に興味出てきた？」

　笑顔を向けられることは超レアで、喜ばしいことだけど。それよりも俺は、

「あ、ああ。どんな計算でそうなるのか、詳しく知りたい」

　六条さんの話に夢中になり始めていた。




「……つまり相手を担かつぎ上あげて、上空に飛び上がるポチョムキンバスターは、機械の推進力に頼らないと不可能ってわけ。生身の人間だと、ジャンプすら無理よ」

「でも高いところから飛び降りるくらいなら、できるよな？」

「自由落下運動ね。ただその場合、技をかけた人間にかかる衝撃力は──」

　六条さんが俺のノートに小難しい式を書き始める。

　てか、なんでポチョムキンバスターの話になってんだろ。この前、格ゲーのギルティで、俺が六条さんにかけまくったことを根に持ってるのか？

　それにしても……なんか、あれだな。

「そもそも自由落下っていうのはね。空気抵抗なしの初速度０で、重力による──」

　六条さんの話を聞いていて、今さらだけど、わかったことがある。

　中一の頃まで、それなりに勉強ができていた俺は、クラスの連中にオタクだなんだって馬鹿にされて以来、家に引きこもってまったく勉強をやらなくなった。

　別に誰かに褒められたくて、勉強していたわけじゃない。でもそれまで俺をちやほやしていた連中でさえ、全員手のひら返しだったから。人はこんなにも変わるのかってくらい、みんなが俺の好きなオタク趣味をいじり倒してきたから。

　だから思ったんだよ。勉強ができても、いいことなんてなにもない。人付き合いも極力避けて、好きな趣味にだけ没頭していたほうが何倍もいいって。

　でも。

「ひとまず落下距離は、十メートルと仮定しましょう。重力加速度は９・８だから──」

　でも結局のところ、俺は誰かに褒めてもらいたくて、勉強してたんだろうな。だからみんなが離れていった時点で、やる意味を見み出いだせなくなってしまった。

　そんな勉強は楽しくなかった。当然だよ。だって勉強は本来、こんなふうに自分の好奇心を埋めるためにやるべきものなんだから。

　今さらだけど、それがわかった俺は。

「つまり自由落下でポチョムキンバスターをする場合は……って、聞いてるの、佐倉くん？」

「あ、ああ、ごめん」

「……なんで笑ってるわけ？」

「え？　俺、そんな顔してる？」

　少しだけ。

　まだ少しだけど、勉強することの楽しさに、なんとなく気づき始めていた。







　ドリンクバーでメロンソーダを入れてきた。

　席に戻ると、六条さんがテーブルに左肘をついて、ぼんやりと窓の外を眺めていた。手持ち無沙汰なのか、右手で筆箱のキーホルダーを何気なく触っている。

「前から気になってたんだけどさ。そのキーホルダーって……」

　六条さんは俺を一いち瞥べつしたあと、自分のホットコーヒーをひと口飲む。

「なによ。私が持ってたら、おかしいって言うの？」

　まあ意外だなって思うけど。だってそれ、小さい女の子向けの古いアニメのキーホルダーだし。そのアニメは、魔法の力をもつ五人の少女たちが悪と戦うシリーズもので、六条さんのキーホルダーは五人の少女のひとり、天然ドジっ子のイエロー、『キュワ・えいそ』だった。

「ふん。笑いたければ、また笑えばいいわ」

「またってなにが？　別に笑わないよ」

「うそばっかり……まあ今さらどうだっていいけどね」

　ため息混じりで、ぼそりと言われた。俺、笑ったことあったかな……？

「で、でも俺も『キュワ・えいそ』は好きだよ。昔は六条さんのそれと同じキーホルダーだって持ってたくらいだし」

「……じゃあ、そのキーホルダー、どうしたの？」

　六条さんはコーヒーを口にしながら、上目遣いで俺を見た。

　そういや、どうしたんだっけ。捨てるはずはないし……えっと。

「ああ、そうそう。人にあげたんだ」

「好きなキーホルダーをあげちゃうのね。『キュワ・えいそ』が泣いてるわ」

「そんなこと言われても……あ、そうだ。俺、女の子にあげたんだよ。確か名前は……」

　────まゆ姉。

　長い間、思い返すこともなかった記憶が、ふいに蘇よみがえってきた。

「そうだ、まゆ姉だ」

「まゆ姉？」

「うん。名前が『まゆみ』だから、まゆ姉。なんか、だんだん思い出してきたぞ……」

　あれは小学五年生のときだっけ。当時は父さんのマンガもまだ軌道に乗ってなくて。今の家に引っ越す前のボロアパート暮らしだったけど、無理して塾の夏季限定講習に通わせてもらってたんだ。

　その夏季講習で出会ったのが、まゆ姉だった。

「髪は短いし、半ズボンにＴシャツだし、最初は男だと思ったくらいスポーティな子でさ。いつもバットを担かついで教室に来てたよ。はは」

「……なんかすごい子ね。女の子なんでしょ？」

「そうそう。そのうえガキ大将キャラで、よく男子を泣かせてたっけ。同い年だけど、乱暴な兄貴って感じ。でも一応女子だから、姉貴ってことで『まゆ姉』。懐なつかしいなぁ」

「……どうしてそういうタイプの子に、こんなかわいいキーホルダーをあげたの？」

　えっと……ああ、そうだ。

「確かまゆ姉は、野球のリトルリーグに入ってたんだよ。でも塾でやったテストの点数が悪すぎてさ。このままだと親に野球をやめさせられるって言って、泣いてたんだ。あのまゆ姉が泣いてる姿は初めて見たから、元気付けるつもりで、『これあげる』って……」

　じっと俺を見つめていた六条さんは、少しだけ笑った。

「……そう。喜んだでしょうね、その子も」

「いや最初は、『こんなんいらねーわ』って投げ返されたけど」

「そ、そうなんだ……それで？　そのまゆ姉とは、どうなったの？」

「どうもなにも、夏季講習っていろんな学校の子供が集まるからさ。夏休みが終われば、もう会うこともなかったよ」

　本当は次の年の夏季講習でも会えるはずだったんだけど、その直後に父さんのマンガが当たって、今の家に引っ越したからな。それから俺は、近所の塾に通期で通うことになったんだ。

　だから結局、それっきり。

　あれからもう五年か……元気にしてるかな、まゆ姉。

「……佐倉くんも、結構いいとこあるのね」

「キーホルダーをあげただけだよ」

　六条さんは自分の『キュワ・えいそ』のキーホルダーを撫なでながら言った。

「でもまゆ姉はきっと、嬉うれしかったと思う。男の子っぽい女の子って、意外と女子向けの小物をあげると喜ぶから。佐倉くんがあげた『キュワ・えいそ』のキーホルダー、今も大事にしてくれてるといいわね」

「はは、さすがに捨ててるだろ。小学生のときの話だし」

「……ところでさ」

　六条さんが身を乗り出してきた。

「もしかして、そのまゆ姉のこと、好きだったの？」

「は？」

「いいから言いなさいよ。どうだったの？　ねえねえ？」
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　……六条さんも女子だなぁ。普段から俺に見せる塩対応も忘れて、恋バナってやつに目をらんらんと輝かせてるわ。

「ま、まあ、当時はよくわからなかったけど……今にして思えば、好き……だったのかな？」

「あっそ」

　急に塩。一瞬で興味をなくしたみたいに、スマホをいじり始めた。なんなんだ、一体……。

　俺もなんとなくスマホを取り出して、時間を確認した。

　もう四時過ぎか。ここに来てから結構勉強してたんだな。おかげで物理は少しだけ強くなったかも……って、そうだ。

「広岡の試合、どうなったんだろ？」

　昼の二時にキックオフだったから、もう終わってる頃だよな。

「ああ、県大会の準々決勝だっけ。美み佳か子こも応援に行ってるらしいから、聞いてみるわ」

　六条さんがスマホで、クラスメイトの中なか塚つか美佳子さんにメッセージを送った。

「中塚さんって、広岡の試合を全部観みに行ってるんだっけ？」

「ええ。昨日の三回戦も観みてきたって。かっこよすぎて悶もん死しするって騒いでたわ」

　ほんとモテるな、広岡は……。

「あ、返信きた。返すの早いのよね、あの子」

　そう言った六条さんは、スマホの画面を見たまま静止する。

「どうだった？」

「その……」

　返答に困っている。もはやそれが答えなんだけど、六条さんは確実なひと言を放つ。

「広岡くんのサッカー部……負けちゃったって」







「ただいまー……」

　家の玄関口で靴を脱いだ途端、廊下の奥から真波が現れた。

「おかえりーっ！　とうっ！」

　フライング・クロスチョップで飛んでこようとする真波に、手のひらを向ける。

「低空ペケ字拳はやめろ。お前程度の体重でも、加速が十分乗っていたらダメージがでかいそうだ」

「おっ、更さら紗さちゃんと物理の勉強でもしてきたん？　どうだった？」

「いろいろ丁寧に教えてくれたよ」

　あのファミレスでサッカー部の負けを知ったあと。少し空気が重くなったこともあって、俺と六条さんは、またしばらく黙々と勉強を続けた。

　そのあと六条さんと一緒に、ちょっと早い夕飯を食べてから解散。俺はカレーを食べたからもうお腹なかいっぱいだけど、六条さんはトーストだった。夕飯にトーストって、あとで絶対お腹なか空くだろ。なんか俺のカレーを羨ましそうに見てたし、食べたいなら同じものを注文すればよかったのに。

「いいなー。私も更紗ちゃんと勉強したいっす」

「ふふん、いいだろ？　しばらくは学校でも、一緒に勉強することになったんだぞ」

　六条さんが帰かえり際ぎわに言ってくれたんだ。「期末テストが始まるまで、たまに勉強を見てあげてもいいけど」って。相変わらず塩感たっぷりの言い方だったけど、その申し出は本当に助かるんで、お願いすることにした。

「ええなー、ええなー。めっちゃええなー」

「エセ関西弁はやめろ」

「愛してます、新喜劇」

　敬礼のポーズを取る真波は、右手に液タブ用のペンを持っていた。こいつはたまに父さんのマンガのアシスタントみたいなことをしてるんで、今もそれをやってたらしい。

「なあ真波。その……広岡から、なんか話、あったか？」

　遠慮がちに聞いてみたら。

「話って？」

　真波は首を傾かしげた。

「あ、そうだ。広岡さんね、今日の試合で負けちゃったんだよ。もう聞いた？」

「ああ、クラスメイトに聞いた。残念だったよな」

「試合後の広岡さん、すっごく落ち込んでてさ。なんか声をかけたほうがいいかなって思ったんだけど、さすがにそんな空気じゃなくて。一応スマホにメッセージは送っといたけど、まだ既読もついてないんだ」

　じゃあ結局、例の話はしないままだったのか。

　……それもそうか。広岡はどこかのんびりしてる男だけど、真剣にサッカーをやってたことはみんな知っている。それがもう少しで県ベスト４に手が届くってところで、まさかの敗退。今ごろ相当落ち込んでるに違いない。

　大丈夫かな、あいつ……。







　風ふ呂ろに入って、部屋に戻って。

　広岡に慰めの言葉でも送ろうかと思っていたところで。

　本人から電話がかかってきた。慌てて電話に出る。

「もしもし？」

『悪いな春はる太た。お前を準決勝の会場に連れて行くことは、できなくなっちまった』

　いつもの朗らかな口調だったけど、やっぱりどこか元気がないように感じる。

「……ああ聞いたよ。次の大会を楽しみにしとくから」

『はあ……せっかく真波ちゃんが応援に来てくれたのに、まさか負けちまうとはな。さすがにちょっと泣いたわ。まあ、プリコネやってたら元気出てきたけど』

「はは。相変わらずだな」

『ところで真波ちゃんって、いまどうしてる？』

「えっと、風ふ呂ろだな」

　今日の入浴順は俺、真波、父さんの順番だ。

『さっき真波ちゃんにも連絡したんだけどさ。今からお前ん家ちのほうまで行くわ。そこで俺、バシッと告白する』

「え？　試合に勝ったら告白するって流れじゃ……？」

『あれ。俺、そんなこと言ったっけ？』

　そういや広岡は、「試合のあとで告白する」って言ったんだっけ。タフだな、こいつ……。

『じゃあな春太。告白の結果はまた言うわ』

　そこで電話は切れた。

　なんとなくため息が漏れて、ベッドに腰を落とす。

　試合に負けた直後に告白って……切り替えが早すぎないか？　まあそれも広岡のいいところなんだけど。

「真波は、どうすんのかな……」

　ぽつりと漏らしたところで。

「ちわっす！　宅配便でっす！」

　その真波が、いつものように断りもなく、俺の部屋に突撃してきた。

「ほんとは『ヨガテレポート』で入りたいんだけどね。でもそれは物理法則に反するから」

　よくわからんことを言いながら、遠慮なく俺の部屋の本棚でマンガの物色を始める。

「お前さっきまで、父さんのマンガのアシスタントをやってただろ。もういいのか？」

「うん。あとはプロのアシスタントさんを使うって。私、トーン作業が早いって褒められちった。本格的にマンガの勉強しようかなぁ」

「そっか……」

「ん？　どったのハルちゃん？」

　真波が俺の隣に腰を下ろした。風ふ呂ろ上あがりの女子特有の香りが、ふわりと鼻をくすぐる。

「なんか考え事してるみたいだけど。私でよければ、言ってみ？」

　俺はそんなにわかりやすいのか。まあ考え事っていうほど、深刻じゃないんだけど。

「なあ真波。変なこと聞くけどさ。お前ってその……好きな奴やつとかいるのか？」

「んー、難しいなあ。せめて作品を限定してくれない？」

「キャラの話じゃねーわ。リアルでだ」

「リアルで好きな人？　もちろんいるよ」

　あっさり認めやがった。これは従兄いとことして、聞いておかねばならん。

「だ、誰なんだ……？」

「むふふ〜。その人のことはね、一万年と二千年前から愛してるの」

「だったら八千年すぎた頃から──って、そういうネタはいいから」

「それでも乗ってくれるのが、ハルちゃんなのであった！」

　まじで話が進まねえ。

「あ、そうそう」

　真波は部屋着のホットパンツのポケットから、スマホを取り出した。

「広岡さんから返信あったよ。なんか直接言いたいことがあるから、あとで出てきてくれないかって」

「そ、そうか」

「……なんかハルちゃん、緊張してない？」

　そりゃするだろ。だって広岡はこれから、真波に告白するんだから。従兄いとこの俺としては、どういう結果になるか、やっぱり気になるわけで……。

「もー。なんかこっちまで、広岡さんと会うの緊張してくるじゃんかー」

　真波はベッドから立ち上がって、そわそわし始めた。

「たぶん犬のことだと思うけど……違う話なのかな。あうう、気になってきた……」

「犬？」

「うん。前にちょっとそんな話をしたんだ。広岡さんが犬を飼うかもって」

　その話じゃないのは確かだな。

「お前ってさ。広岡のこと、どう思う？」

「え？　いい人だと思うよ。だって昔、ハルちゃんを──」

　そこまで言って、真波は自分の口を押さえた。

「俺がどうした？」

「う、ううん。なんでもない」

　なんなんだ、一体。

「あのさ真波。これはあくまで仮の話なんだけど……もし広岡に告白されたら、どうする？」

「はあ？　なんか今日のハルちゃん、恋バナ多くね？」

　真波が怪け訝げんな目を向けてきた。やばいやばい。これ以上踏み込んだら、さすがに怪しまれるか。もうこの話はやめよう。

「んー、そうだねぇ。広岡さんがもし告白してきたら、かぁ……」

　それでも真波は、まだ話を続けた。

「あ、ああ。どうするんだ？」

　しばらく逡しゆん巡じゆんしたあと、俺を上目遣いで見つめて。

「……まあ、付き合ってみる、かな……？」

「だよな」

「おい、もっとなんか言えよーっ！」

　広岡はバカなところもあるけど、めちゃくちゃいい奴やつだってことは、俺が一番よく知っている。そのうえイケメンだし、サッカー部のエース候補だし。そんな奴やつに告白されて、断る女子はいないわな。

「……はあ」

　また、ため息が漏れた。

「広岡に比べて俺は、いい奴やつでもないし、イケメンじゃないし、運動もだめだし……」

「どしたん急に？　ハルちゃんにもいいとこあるって。もし誰とも付き合えないまま三十過ぎとかになって、もう自殺するーってなったら、連絡しろ。牛丼くらい奢おごったる」

「せめて焼肉とかにしてくれよ」

「ご飯食べたあとは海にでも行って、浜辺で異能バトルごっことかして……」

「三十過ぎで異能バトルごっこは嫌だな」

「そのあともし気分が乗ってたら、私が付き合ってあげる」

　────え？

「いや、だってお前」

　ダダン、ダン、ダダン！

　部屋に突如、『ターミネーター』のテーマ曲が流れ出した。真波のスマホの着信音だ。

「あ、広岡さんから電話きた……！」

　真波がスマホを操作して電話に出る。

「は、はい、真波です……はい、はい……え、えっと、この間の児童公園ですね。わかりました。すぐ出ますんで。それじゃ、あぞぜ」

　最後で嚙かんだ。

　通話を切って、じとりと睨にらんでくる。

「……嚙かんだの笑ったっしょ？」

「まあ、ちょっとは面白かったけど」

　真波の頰は赤くなっていた。これは嚙かんだことを恥じているのか、それとも……。

「やっぱ男の人と話すのは、まだキンチョーするなぁ……」

「……大丈夫か？」

「うん。キンチョーはするけど、広岡さんと話ができることは、素直に嬉うれしいし。でも二人で会うってなると、嚙かみ倒さないか心配ではある」

「まあ、がんばってこいよ。大事な話かもしれないしさ」

「う、うん。わかった」

　真波は壊れかけのロボットみたいな硬い動きで、部屋を出て行こうとした。

　その直前。俺に背を向けたままで。

「……そうだよね。ハルちゃんもがんばったんだよね。私も、いい加減、前に進まなきゃ」

「なんの話だ？」

「んーと……いろいろ苦手とか言ってる場合じゃないってこと！　じゃあ、行ってくるね！」

　振り返って元気な笑顔を見せると、今度こそ部屋を飛び出していった。




　真波は一時間くらいしてから、帰ってきた。

　ただ自分の部屋に戻った音が聞こえただけで、その日はもう俺の部屋には来なかった。




　　　　　　　　　　　　◇




　一時間前────。

　真波はかつてケルベロス様を保護した児童公園で、広岡と話し込んでいた。

「……真波ちゃん。俺の気持ちはいま伝えたとおりだけど、もしよかったら、その……」

　とても言いづらそうに。だけど必死で話そうとしている広岡のか細い声は、しっかりと真波の耳に届いていた。

「は、はい……こ、こんな私でよければ……よろしくお願いします！」
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「おじさん！　今日の味み噌そ汁しる、どうっすか!?」

「うますぎるに決まってんだろ！　また腕をあげたな真ま波なみちゃん！」

　我が佐さ倉くら家は父さんの仕事の都合上、全員揃そろって夜ご飯を食べる機会が少ない。だからせめて朝だけは、こうやって毎日みんなで一緒に食べるっていう決まりがある。

　風ふ呂ろ掃除と同じで、朝食の用意も当番制。今日の当番は真波だった。

「どうよハルちゃん？　私が作った味み噌そ汁しる、おいしい？」

「ああ」

「しゃ、おらーっ！　味み噌そ汁しるの海に溺れやがれっ！」

　……なんか朝っぱらから、やけにテンション高いな。

「おじさんも溺れてみせるぜ！　おかわりもらうぞこの野郎ッ！」

　父さんまでテンション高いし。徹夜明けでハイなのか知らんけど、耳がおかしくなるわ。

　席を立った父さんがキッチンで追加の味み噌そ汁しるを入れている間、真波にこっそり聞いた。

「で、昨日の夜は、広ひろ岡おかになに言われたんだ？」

「うん、じつはね」

　真波はそこで溜ためを作ってから、

「まさかの付き合ってほしいって」

「……ほう」

「ん、なんかあんま驚いてなくね？　つまらーん」

　だって知ってたからな。

「それでお前は、なんて答えたんだよ」

　真波はにんまりと笑って、口元に手を添えた。

「むふふ〜。気になっちゃう？　やっぱ気になっちゃう？」

　なんかいつにも増して、うざいな。だから言ってやった。

「別に」

「ちょっとは気にしろよ〜っ！」

　どうせ付き合うことになったんだろ。このテンションで、なんとなく察したわ。やたら浮かれてるのは腹立つけど、まあ相手が広岡なら仕方ないわな。あいつ本当にいい奴やつだし。

　味み噌そ汁しるとご飯のおかわりをよそった父さんが、食卓に戻ってきた。

「あ、そうだ、おじさん」

　真波が箸を置いて、律りち儀ぎに姿勢を正してから言った。

「今日はマンガのアシスタントできません。学校に行くから」

「……そうか。わかった」

　なに言ってんだ、こいつ？　今日は月曜なんだから、学校に行くのは当たり前だろ。

　それとも用事で帰りが遅くなるから、アシスタントはできないって意味か？　でも真波ってそんなに毎日、アシスタントなんてしてたっけ？

　どうやら疑問に思ってるのは、俺だけのようで。

　真波と父さんは普段どおり、他愛のない話をしながら、楽しそうに朝メシを食っていた。




　　　　　　　　　　　　◇




　真波はいつも春はる太たと一緒に朝食を食べて、春太と一緒に歯を磨いて、学校に行く準備ができたら、春太と一緒に家を出る。

　そして駅前で別れるのが、平日のルーティン。いつもと変わらない日常だ。

　一人になった真波は、電車に乗って、二駅先で降りる。そこで同じ中学に向かう生徒たちの流れに加わる。

　一様に同じ方向に進んでいく中学生の集団は、まるで大きな川のようだ。だとすれば、踏み締めるアスファルトは、ぬかるんで歩きにくい川底のよう。真波はのろのろと一歩ずつ、足を前に出していく。

　やがて白い牢ろう獄ごくのような建物が見えてくる。それが真波の通う中学校だ。

　校門を抜けて、校舎に入り、階段を上って廊下を進み。

　自分の教室のドアを開けた。

「みんな、おはよう！」

　教室で談笑していたクラスメイトたちが、一斉に振り向いた。そして。

　全員が気まずそうに、視線を元に戻す。遠慮がちに元の談笑に戻る。

　元気よく挨拶をした真波には、誰もなにも返さなかった。

「あら、真波じゃん」

　立ちすくんでいる真波に一人だけ、声をかけてきた女子生徒がいた。真波以上に派手なメイクと、長い巻き毛を派手に脱色しているクラスメイト、西にし端はた京きよう香かだ。

「あ……お、おはよう京香ちゃん！」

　おどけて敬礼のポーズをとってみた。西端京香はそれに一切触れない。

「あんた久しぶりすぎて、教室を間違えてんじゃないの？」

「え？」

　西端京香は意地の悪い笑みを浮かべて、真波の机を指差した。

　その机には、椅子だけがなかった。

「ここ真波のクラスじゃないんだけど。それとも床に座る？」

　どぷん、と暗い水中に引きずり込まれた気分だった。川の流れが行き着いた先は、息苦しくて狭い水槽だった。

　クラスメイトたちの遠慮がちな談笑が、遠くのほうから聞こえてくる。それは教室のいたるところに反響して。

　床や壁、天井までもが、真波を笑っているようだった。




　　　　　　　　　　　　◇




「えっと、しばらく一緒に勉強してくれるんじゃ……？」

「たまにって言ったでしょ。今日は料理部の活動があるの」

　放課後、六ろく条じようさんに声をかけたら、そんなふうに返された。

　仕方ない。今日は帰って勉強するか。しかし六条さんって、ほんと忙しい人だよなぁ……。

「じゃあ、また今度お願いするよ」

　教室を出ようとしたとき、六条さんが呼び止めてきた。

「待ちなさい。明日はなにもないから、放課後に図書室で」

「え、いいの？　あ、でも明日は俺、広岡と図書委員の仕事があるから……」

「だったら、受付カウンターの近くの席で勉強したらいいでしょ」

　それもそうか。受付には広岡がいるし、もし人手が必要になってもすぐ行けるしな。そもそも図書委員って、本の貸し出しくらいしか仕事がないから、結構暇なんだよ。

「わかった。それじゃ明日はよろしく」

「言っとくけどね」

　帰ろうとしたのに、また六条さんが呼び止めてきた。

「今日が料理部なのは本当だから。別に佐倉くんとの勉強を無む下げにするわけじゃないから」

「うん、わかってるよ」

「でも私は佐倉くんとそこまで勉強したいわけじゃないから。ただ期末が近いんで、面倒見てあげるだけだから」

「も、もちろんわかってるって。じゃあ明日」

「別に明日を楽しみにしてるわけじゃないから。そこを勘違いするほど……」

　何回呼び止めてくるんだ……。







　俺は下校途中で本屋に立ち寄って、マンガの新刊を買ってから帰宅した。もちろん勉強もするけど、それはそれ。俺のマンガ愛に変化はない。

「ただいまー」

　玄関を開けて、身構える。いつもなら高確率で、真波がフライング・クロスチョップで飛んでくるんだけど────今日はなかった。まだ学校なのか、父さんのアシスタントでもしてるのか。

　あ、でも今日はアシスタントができないって言ってたよな。一応父さんの仕事部屋でも覗のぞいてみるか。

「父さん、真波いるか？」

　仕事部屋のドアを開けると、父さんが誰かと電話中だった。

「……ええ。今日は学校に行ったみたいです。いえ、自分からそう言い出して……心境の変化でもあったんですかね。ええ、ええ……きっと大丈夫ですよ、真波ちゃんなら」

　どうやら真波の話をしてるらしい。それはそうと。

　父さんはいま、「今日は学校に行った」って言ったぞ。それって、つまり……。




　やっぱり真波って、普段から学校に行ってない？




「……まあうちの春太でも、ちゃんと行くようになりましたからね。あ、いえいえ、お気遣いなく。春太のときもそうでしたが、今はまだ、あまり突つつかずに見守っていたほうがいいでしょう。それじゃ、また連絡しますので」

　父さんが電話を切ったところで、俺は部屋に飛び込んだ。

「なあ、今の電話って……！」

　振り向いた父さんは、一瞬驚いた顔をした。そしてため息をつく。

「聞いてたのか、春太」

「あ、ああ。もしかして真波は」

「……とりあえず座れ」

　父さんに促されて、適当な椅子に腰を下ろした。立って電話をしていた父さんも、仕事用のゲーミングチェアに座る。

「今の電話は、桜さくら子こさんからでな」

　真波のお母さんだ。

「真波ちゃんが学校に行き始めたことを報告してたんだよ」

「じゃあ、やっぱり真波は……」

　父さんは「ああ」と頷うなずいてから、少し言いづらそうに口を開く。

「あの子は不登校なんだ。昔のお前と同じでな」

　真波が、不登校……。

「どうも去年の十二月頃から、あまり学校に行かなくなったらしい。それに気づいた桜子さんが本人に聞いても、理由を言わないんだと。俺も一度は聞いてみたんだが、真波ちゃんはやっぱり、『なんとなく』って言うだけなんだ。学校側も事情をよくわかってないらしくて」

「そ、それじゃ解決しねーじゃん！　無理やりでも理由を聞き出さないと！」

「だったらお前は俺に話したか？　自分が不登校になった理由を」

「…………言ってないな」

　というより、言えなかった。こういう問題は言いにくいんだ。とくに親には。

「あの子は理由もなくサボるような子じゃない。きっとなにか事情があるから、学校に行きたくないんだろう。俺は無理やり行かせるタイプじゃないし、本人がなにも言わない以上、しばらくは黙って見守っていたほうがいいって判断したんだよ」

　うちで真波を預かることになったのは、もちろん桜子さんの仕事の都合っていうのもあるけど、これも理由のひとつだったらしい。俺のこともあって、父さんは不登校児の扱いに慣れてるから。

　うちに来てからの真波は、毎朝俺と一緒に家を出ていた。俺に気づかれないように、一応は学校の制服を着て、登校するふりをしていたんだ。それで駅前で別れたあとは、だいたい家に戻ってきて、父さんのマンガのアシスタントをしていたそうだ。

「……俺、全然知らなかった」

「不登校なんて、あんまり人に言いたいもんじゃないだろ。お前もそっとしといてやれよ」

「わかってるよ……」

　学校に行けない辛つらさは、よくわかる。そこに触れられたくない辛つらさも、よくわかる。

　だけど。本当は心のどこかで、誰かに助けてほしいって思ってるもんなんだ。

　父さんがスマホを手に取った。

「さてと。今日は寿す司しでもとるか。俺の脱稿記念だ」

　本心は真波が久々に学校に行ったお祝いだろうけど、そこはあえて隠すらしい。

　……やっとわかった。今朝真波が妙なテンションだったのは、広岡と付き合うことになったからって理由だけじゃないんだ。久しぶりの登校で不安を隠すための、空元気だったんだ。

　そっとしておいたほうがいいのは、重々承知だけど……。

　それでもやっぱり。俺は真波と、話がしたい。

「ただいまっす！」

　玄関のほうから、いつもどおり、元気いっぱいの真波の声がした。







　夕飯のときも、真波は普段となにも変わらない様子だった。

「ねえねえ、ハルちゃん。わさびルーレットやらね？　寿す司しネタのなかに一個だけ、めっちゃ大量のわさびを入れとくの。それを食べたほうが負けってどうよ？」

「せっかくの寿す司しがもったいないだろ」

「よっしゃ！　おじさんがどれかに入れてやるから、二人とも目ぇつぶれ！」

　父さんも乗っかって、結局やるハメになった。ちなみに負けたのは俺。

「がっらああああああああああ!?」

　大量のわさびが入ったマグロを口にして、火を吹いて。

「きゃはははは！　マグロなんて一番怪しいとこじゃん！」

　真波が大爆笑して。

「いやー、今日もビールがうまいわ。かっかっか！」

　父さんも久しぶりに真波が登校したことには、一切触れなくて。

　本当にいつもどおりの、佐倉家の団だん欒らんだった。







　風ふ呂ろに入って部屋に戻ると、真波がベッドに寝転がって、勝手にマンガを読んでいた。

「おい、これでも女子なんだから、ノックくらいしろ」

「ここは俺の部屋だ」

「ええっ!?　じゃあまさかの、部屋交換トリック!?　おい光みつ彦ひこ、それってまさか……ごほっごほっ。ネクストコナン！　消えたハルちゃんの部屋！」

　……本当にいつもどおりだな。これでじつは不登校だったなんて、誰が想像できるんだ。

　自分の勉強机に座って、真波を見た。

「せめてなんか突っ込んでくれないかなー？」

　俺のベッドに寝転がっている真波は、頰を膨らませながら手元のマンガに目を落とす。

「なあ、真波。その……」

「んー？」

　マンガを読みながら、適当な相あい槌づちを打ってくる。

　えっと、なんて切り出そう。「学校どうだった？」は怪しすぎるよな。「お前って不登校だったのか？」はストレートすぎてだめ。うーん……。

「なんなん？」

　真波が顔を上げた。

「いや、その……なんか一緒に、スマホゲームでもやるか？」

「いまマンガ読んでるから」

　だめか。

「じゃ、じゃあ、格ゲーとかは？」

「ハルちゃんのテレビ、私の部屋じゃん」

　そうか。

「俺もマンガでも読もっかなー」

　さっき買った新刊のマンガを手に取って、真波が寝転がっているベッドに腰かけた。

「なんでこっちに来るん？」

「いや、なんとなく……」

「なんか今日のハルちゃん、変だよ」

「そ、そうか？」

　自分でもわかってる。いつもは俺が真波を追い払う側なのに、これじゃ立場が逆だ。

　どうしよう。ここは俺の話でもして、軽く様子を見るか？

　んー、と伸びをしてから言った。

「しかし勉強ってほんと難しいわ。じつは俺って、一時期学校に行ってなかったときがあるからさ。その遅れを取り戻すだけでも、大変で大変で……」

　ちらりと隣の真波を見ると、無反応でマンガを読んでいた。

　おかしいな。「え、そうなん!?」とか言ってきそうなのに、もしかして興味がない？

　それとも、もうとっくに知ってたとか……あ。




　──そうだよね。ハルちゃんもがんばったんだよね。私も、いい加減、前に進まなきゃ──




　あれはひょっとして、そういうことなのか……？

「もしかしてお前」

「うん。知ってた。ハルちゃんが昔、不登校だったこと」

　真波はマンガを脇に置いて、身を起こした。

「それから不登校を克服したことも。それを知ったから、私も学校に行こうって思ったの」

　いま真波は、自分から認めた。学校に行ってなかったことを。

「もー。なんか変だと思ったら、ハルちゃんも知ってたんだね。私が不登校だってこと」

「あ、ああ。さっき、たまたまな」

「私ってさー、去年の末くらいからあんまり学校に行ってないんだ。テストの日以外は、ほとんどサボってんの」

　今は六月なんで、真波は半年近くも不登校ってことになる。

「その……理由を聞いていいか？　俺もそうだったから、言いたくない気持ちはわかるけど」

「理由なんて別にないよ。なんとなく、めんどーだなって思っただけ」

「そ、そうか。でもまあ、今日はちゃんと行けたんだもんな。父さんたちも心配してたから、ほんとよかったよ」

　またベッドに寝転がった真波が、もう一度マンガを手に取って読み始める。

「でもやっぱだめ。やっぱ私、学校は肌に合わないや」

「え、じゃあ明日からは……」

「行かないよ。今日久しぶりに行ってみて、よくわかったし」

「そんな……せっかく行ったのに、なんで」

「椅子がなかったの」

　真波はごく自然に、マンガを読みながら、そう言った。

「……は？」

「ほかにもねー、みんな私を無視するし、近づいただけで避けられるし」

「ま、待て待て。それって……」

　いじめ、じゃないのか？

「あ、でもみんなは別に悪くないんだよ？　なんか私が男子と仲良くしてたのがいけなかったみたい」

「で、でもお前、男子は苦手って」

「そうだけど、話しかけられたらちゃんと返すよ。でも私、男子の前では言葉がたどたどしくなるじゃん？　それが面白いって言って話しかけてくれる男子は結構いてさ。ただ女子のなかには、そういうのを嫌う子がいるわけよ。私のキンチョーした口調がわざとらしいとか、男子にコビを売ってるとか、なんとか」

「なんだそれ……」

　真波はにこやかに笑って、Ｖサインを見せてきた。

「そんで気がつけば、私は学校でハブられていたのでした！　まる！」

「で、でもお前！　いつも電話で話してた友達がいるじゃないか！」

「あー、あの子は小学校のときの友達ね。向こうは私立に行ったから、中学は別々」

「小学校の友達なら、今の中学にもいっぱいいるだろ!?　それなのになんで……!?」

「いろいろ事情があるんだよ。もうこの話は終わりにしね？　尾お張わりの国じゃないよ？」

　それっきり真波は、マンガに目を落として、なにも言わなくなった。

　真波は学校でいじめられている……少なくとも、ハブにされて友達がいなくなった。それが不登校の原因なのか。

「首謀者がいるんだな……クラスの奴やつらに命令して、お前を除のけ者ものにしてる首謀者が」

「………………」

「誰なんだそいつは」

「………………」

「言えよ。名前を」

　真波はマンガを読みながら、いや、読んでるふりをしながら、振り向きもせずに言った。

「……なんでそんな怖い声出すん？　ハルちゃん、怒ってんの？」

「当たり前だろ！　お前がそんな目にあってるのに、怒らないわけがあるか！」

　真波がただ眺めていただけのマンガに。

　しずくが跳ねた。

「……私ね。今日は結構がんばって、学校に行ったんだよ。お腹なかが痛くなっても我慢してさ」

「ああ」

「でも学校に行ったら椅子がなくてね。教室に居場所はないって言われてね」

「ああ」

「お昼だって、がんばって友達を誘ったんだよ。でもみんな、申し訳なさそうな顔して、どっか行っちゃうの」

「……ああ」

「それからね、体育でバスケやったんだけど、誰も私にパスしてくれなくてね。それからね、それから……」

「もういい。もういいよ真波」

　真波は途中から涙声になっていた。マンガのページには、たくさんのしずくが落ちていて。

「……ぐす」

　ついにすすり泣く声が漏れてしまうと。




「うわああああああああああああん！」




　抱きついてきた。大声で泣きながら、抱きついてきて。

「ハルちゃん！　ハルちゃあああん！」

　俺の胸に顔を埋めてきて。

「もうやだよぉ！　私もう、学校なんて行きたくないよぉっ……！」

　……なんなんだこれは。

　なんでこんなことになってんだ。

　こいつは、真波だぞ。いつも元気で、とにかくうざ絡がらみをしてくる、あの真波だぞ。

　うざくて面倒で、本当にどうしようもない奴やつだけど。

　俺の大事な従妹いとこなんだぞ。

　それが、なんで……なんで俺の真波が！　こんなに泣かされなきゃならないんだよ!?

「うええええん、ハルちゃああん……悲しいよう。つらいよう……」

　胸で泣きじゃくるその従妹いとこの肩を、そっと抱き寄せて。

　俺は生まれて初めてってくらい、心底腹が立っていた。




「ねえハルちゃん。今日は一緒に寝てもいい？」

　泣なき止やんだ真波がそう言ってきたんで、今夜は俺の部屋で一緒に寝ることにした。ベッドは真波に貸してやって、俺は床でな。

　部屋の電気を消してから、しばらくして。

　真波の寝ているベッドが、もぞりと動いた。

「ハルちゃん。そっち行っていい？」

　真波はそう言いながら、床に敷いた俺の布ふ団とんに潜り込んできた。

「もう来てるじゃないか」

「うん」

　俺は背中を向けているんで、布ふ団とんに入ってきた真波が今どんな顔をしているのかはわからない。ただ無言のまま、俺が寝巻きにしているＴシャツの裾を、後ろからぎゅっと握ってきた。

「なあ真波」

「なに」

　当たり前だけど、真波の声にはいつもの元気がなかった。

「その……不登校のことは、広岡には言ったのか？」

「言ってない。てか言えないよ。全部話したのは、ハルちゃんだけ」

「そうか……」

　さすがに自分からは言えないよな。

「私も高校は、ハルちゃんのとこに行こうかな」

　真波がぽつりと言った。

「……お前の学力なら、もっといい高校に行けるだろ」

「ハルちゃんのとこがいい。更さら紗さちゃんも広岡さんもいるし……でも私、ハルちゃんさえいてくれたら、それでいい」

　俺のすぐ後ろで、すんすん、とすすり泣く声が聞こえてきた。

「真波……泣いてるのか？」

「泣いてない」

　それっきり、真波は喋しやべらなくなって。

　いつしか俺たちは、暗い眠りに落ちていた。




　結局真波は、朝になるまで俺のＴシャツの裾を握ったままだった。

　先に起きた俺は、真波の静かな寝顔に残る涙のあとを見て──思った。

　真波……悔しいよな。学校に行けなくなったことが。友達が離れていったことが。こいつは俺だけいればいいなんて言ってたけど、そんなの強がりに決まってる。

　俺の場合、不登校から救ってくれたのは、広岡だった。あいつだけはずっと変わらず、親友のままでいてくれたから。引きこもっていた俺のところに、何度も遊びに来てくれたから。

　だから俺は救われたんだ。広岡はさらっと、そういうことができる奴やつなんだ。

　だったら、真波のことだって────。







　その日、真波はやっぱり学校に行かなかった。今日は一日中家にいて、父さんのマンガの手伝いをするって言っていた。

　一方、普段どおり登校した俺は。

　放課後に広岡の教室の前で、その頼れる親友が出てくるのを待っていた。

　しばらくすると、ドアが開いて、

「お、どうした春太？」

　スポーツバッグを斜めがけにした広岡が現れた。

「悪い。ちょっとお前に頼みがあるんだ。真波のことで」

「真波ちゃんの？」

　きょとんとした広岡だったけど、すぐに真剣な顔になる。

「なんでも言ってくれ。どんな相談にでも乗るぞ」

　頼もしい声色で、そう返してくれた。

「ああ、ちょっと言いにくいんだけど……」

　かつて俺は、広岡に助けてもらった。こいつが俺を、不登校から救ってくれたんだ。そして今は、真波が同じように不登校で苦しんでいる。だったら──。

「今日の図書委員、お前一人に任せてもいいか？」

　だったら今度は、俺が真波の力になってやる番だろ……！

　俺が広岡に助けてもらったように、今度は俺が真波を助けてやる番なんだ……っ！

「わかった」

　広岡は深く事情を聞くこともなく、端的に頷うなずいてくれた。本来なら途中で図書委員を抜けてサッカー部の練習に行かなきゃならないのに、それでも頷うなずいてくれた。

「真波ちゃん絡がらみなら、断れねーしな。今日は部活も休むわ」

「ほんとすまん！　次は俺一人でやるから！」

　礼を言って駆け出そうとしたところで、別の人から声をかけられた。

「ちょっと佐倉くん。なんで急に教室を飛び出したの」

　六条さんだった。

「え、なんでって……」

「勉強」

　ああ、そっか。今日の放課後は一緒に勉強する約束をしてたんだっけ。完全に忘れていた。

「ごめん六条さん！　また今度お願い！」

「は、はあ？　ちょっと、どういうこと!?　期末が近いのに、もう知らないんだから！」

　六条さんの怒声を背に浴びながら、俺は廊下を駆け抜けた。







　駅に飛び込んで、電車に乗って二駅。そこからしばらく歩いて。

　真波が通う中学校の校門前までやってきた。

　校門付近には、楽しげに下校していく中学生たちが大勢いる。とにかく情報が欲しい俺は、辺りにいる適当な一人を捕まえた。

「ちょっとごめん。三年の吉よし田だ真波って知ってる？」

「え？　いえ、俺一年なんで……」

　はずれ。頭を下げて、次の生徒に声をかける。それを何度か繰り返していると。

「真波ちゃん、ですか……？　はい、知ってますけど」

　ビンゴ。やっと真波を知ってる子に出会えた。聞けばその女子生徒は、真波と違うクラスだけど、同じ三年生らしい。

「俺は吉田真波の従兄いとこなんだ。あいつ、ここ最近ずっと不登校みたいなんだけど、なにか事情を知らないかな」

「え、ええ、もちろん知ってます……私も二年のとき、真波ちゃんと同じクラスだったんで」

　その女子生徒は、少し言いづらそうに話してくれた。

　なんでも真波はああいう性格だから、もともとは友達が多くて人気者だったらしい。しかも結構モテるらしく、告白しようとする男子も大勢いたんだと。

　真波自身は男子と話すのが得意じゃないから、全部断ってきたらしいんだけど、それを気に食わない目で見ている女子生徒がいた。

　その女子生徒の名前は、西端京香。運悪くも真波とは、二年、三年と、続けて同じクラスになってしまったらしい。

「西端さんは女王様気質があるっていうか……とにかく派手なギャルで、自分が一番ちやほやされてないと、すごく拗すねる子なんですよ。だから真波ちゃんのことも、ずっと目の敵かたきにしてて……それでその……」

「その西端京香って子が、みんなに命令したんだな？　真波と話すなって」

　女子生徒は申し訳なさそうに、こくりと頷うなずいた。

「もちろん最初はみんな、そんなの無視してたんです。でも西端さんは、二年の途中で彼氏ができたんですよ。うちの中学で有名な不良の、石いし井い一かず馬まくんって彼氏が」

「不良の石井一馬？」

「は、はい。石井くんもまだ中学三年なのに、暴走族に入ってて……」

　暴走族ってまた、久々に聞いたぞ……そういうのに入りたがる中学生って、やっぱりいるんだな。別世界すぎて、俺にはさっぱりわからないけど。

「あ、あの、本当にすいません。従兄いことの人なら、そんなことで真波ちゃんを……って思うかもしれませんけど、やっぱりみんな、西端さんも石井くんも怖くて……」

　気持ちはわかる。バックに暴走族がいるなんて、誰だって怖いだろう。でもな。

　俺はその女子生徒の両肩をがっちり摑つかんだ。

「それでも真波は、俺の大事な従妹いとこなんだよ……っ！」

「す、すいません……本当にごめんなさい！」

　……この子を責めるのは筋違いだ。諸悪の根源はほかにいる。

「その西端京香って、今どこにいるんだ」







　遊具が点在する広い公園のベンチの前に、三人の派手なギャルたちがいた。

　正直ギャルが苦手な俺だけど、臆することなく話しかける。

「西端京香さんっている？」

「んあ？」

　三人のギャルが振り向いた。その真ん中にいるやたらスカートの短い金髪の子が、スナック菓子を食べながら言う。

「あたしだけど？」

「なになに〜？　もしかしてナンパっすか？」

「お兄さん、高校生っしょ？　京香ってそっちの高校でも有名なんすか？」

　両脇のギャルがはやしたててくるけど無視。俺はじっと西端京香だけを見つめながら、

「俺は吉田真波の従兄いとこなんだ。キミがみんなに命令して、真波を除のけ者ものにしてるって噂うわさを聞いたんだけど」

「はあ？　それ真波が言ってんの？」

　ちょっとすごみを出したつもりなのに、西端はまるでびびってない。こっちは年上なのに、いきなりタメ口だし。やっぱりギャルは苦手だ……。

「いや、別の子に聞いたんだ」

「うぜー。や、マジでうぜー」

　ベンチでスナック菓子を食べていた西端が、立ち上がって詰め寄る。

「てか従兄いとこが出てくるとか、マジありえないんだけど。あんた、どんだけダサいことしてるかわかってる？」

「なんでもいいよ。あいつが不登校になったのは、キミが原因なんだろ？　昨日はがんばって学校に行ったのに、椅子を隠したりしてさ」

「だってさー。真波って、うぜーんだもん。従い兄と妹こ同士、よく似てるわ」

　西端の口元には、意地の悪い笑みが張り付いていた。

「認めるんだな？　だったらそのことを、ちゃんと真波に謝って……」

「てかさぁ、あたしは真波がうぜーから、ちょっとハブにしてやろうとしただけじゃん？　そんなの女子の間じゃよくあることだし、いちいち首を突っ込まれるほどじゃないっていうか」

　なんだと……。

「だいたい、そのくらいで不登校になるとか、真波もメンタル弱すぎじゃね？　どうせあいつ友達いないんだし、このまま学校に来なくても」

「真波が友達をなくしたのは、お前のせいだろうが……っ！」

　ずっと耐えてきたけど、つい怒りが滲にじみ出でてしまった。

　さすがに今度は西端も怯ひるんだけど、残り二人のギャルはいやらしく嗤わらっていた。

「ちょいちょい、お兄さん。あんま京香に舐なめたクチ利きかないほうがいいっすよー？」

「そうそう。知らないと思うけど、京香はねぇ」

　そこで、「ヴォンヴォン！」っていう、耳みみ障ざわりなエンジン音が聞こえてきて。

　中型の改造バイクが公園に入ってきた。そのバイクには、学ランの男子が乗っている。

　西端がその男に向かって、手を振った。

「ねえ一馬ぁ。なんか変な男に絡からまれてんだけどぉ」

「ああ？」

　やかましいエンジン音のバイクが、俺たちのすぐ横で停とまった。

「誰だテメェ？」

　これは……なかなかの迫力だな。

　体型は小柄で、身長も俺より小さいけど。短い髪は緑色に染めてるし、眉毛にはなんか刃物で切られたみたいな傷があるし。そもそも学ランに改造バイクって。

　こいつが石井一馬……まだ中三って話だけど、本当かよ。ごりごりのヤンキーじゃないか。

「あは、びびってる、びびってる」

「石井はねー、ここらじゃ有名な暴走族に入ってんすよー？　さっさと謝ったほうがよくないっすか？」

　二人のギャルが小馬鹿にしたような笑みを向けてくる。まあそれも当然だ。だって俺、さっきからちょっと震えてるし。こんな奴やつ、昔のマンガでしか見たことないぞ。

　そりゃ真波の学校の連中だって、逆らえないわな……。

「俺の京香になんか用かコラ？」

　バイクを降りた石井が、西端京香を押しのけて詰め寄ってきた。

　はっきり言って、めっちゃ怖い。でも。

　今の俺は、真波のことで、ネジが外れている。

「お前の彼女がクラスの連中に、真波とは口を利きくなって言ってるらしいな。そのせいで真波は、不登校になっちまってるんだ。なんか言うこと、あるだろ？」

　精一杯、睨にらみつけてやったんだけど、石井はただ「真波？」と首を傾かしげるだけだった。

「そいつ、吉田真波の従兄いとこなんだって」

　西端が口を挟んだ。

「あー、京香のクラスのな。あのな兄さん、そいつぁ勘違いだぜ。俺の京香が、そんなコスい真ま似ねするわけねーだろ」

「だったらその自慢の彼女に聞いてみろよ」

　石井は西端に向き直って、「ガチなんか？」と尋ねた。

「な、なわけねーって！　もし真波がハブられてんなら、別の子がやってんじゃないの!?」

　……こいつ、彼氏の前だからって、意見を変えやがった。なんて卑ひ怯きような女だ。

「だよな」

　西端に笑顔を見せた石井は、俺の肩をぽんと叩たたいた。

「つーわけだ。まあ俺のほうでも、吉田がいじめられてねーか見とくからよ。今日は帰れや」

「そうはいかない。西端さんが全部認めて、ちゃんと真波に謝るって約束するまでは」

「だから京香はなんもしてねーって言ってんだろ。あんましつけーと、泣かすぞコラ？」

　こっちはもうわかってるんだ。西端京香がクラスの連中に命令して、真波を孤立させているって。それであいつは不登校になった。それであいつは、俺の前であんなに泣いたんだ！

　西端を睨にらみつける。

「……西端さん。俺はあんたと話をしにきたんだぞ。それなのに彼氏を呼んで代わってもらうとか、どんだけダサいことしてるかわかってる？」

　あえて西端のセリフを真ま似ねてみた。

「ああ？」

「しかも彼氏の前では本当のこと言わないとか、さすがにどうかと思うけどな。なんでも自分が一番ちやほやされてないと拗すねるんだって？　それでみんなに、人気者の真波とは口を利きくなって命令したんだろ？　それも彼氏の後ろ盾を使ってなんだから、ほんとダサすぎるわ」

「ね、ねえ一馬！　そいつ超ムカつくんだけど!?」

　西端が言う前に、俺は突風に横殴りにでもされたかのように、地面を転がっていた。

「テメェ、俺の京香をディスったな？」

　そこでやっと気づく。どうやら石井に殴られたらしいって。殴られた頰の痛みは、それからゆっくりやってきた。

　それでも俺は、折れたりしない。立ち上がって、西端に訴え続ける。

「お前は一人の女の子を不登校に追い込んでんだぞ!?　それなのに平気で笑っていられるなんて、どういう神経してんだよ!?」

　石井が胸ぐらを摑つかみ上げてきた。

「だから京香はやってねーって言ってんだろ。あんま舐なめてっと、マジで殺すぞ？」

　俺も負けじと、石井の胸ぐらを摑つかみ返す。

「やってみろ！　やれるもんならな……っ！」

　石井にお腹なかを殴られた。呼吸ができなくなって、うずくまる。

　そこに何発も膝蹴りをねじ込まれた。

「っけんじゃねーぞコラァッ！　っだら、ってんじゃ、ってのクラァッ!?」

　どうやら石井は、キレすぎて日本語を忘れてしまったらしい。怖いし、痛いけど。

　俺だって、ブチ切れてんだよ……ッ！

　何発も浴びせてくる石井の膝蹴りを。

　がっちりと摑つかんでやった。片足を持ち上げられた石井が、バランスを崩してよろける。

「て、テメェ!?　手ぇ離せやぁッ!?」

「……真波はな、不登校に追い込まれて、学校に行きたくても行けなくなって。それでも勇気を振り絞って。空元気を見せてまで。もう一度、学校に行こうって決めたんだ」

「手ぇ離せって言ってんだろ!?」

「それがどれほど勇気のいることか、お前らにはわからねーだろ。お前の彼女は、そんな真波の決心を……また踏みにじりやがったんだ。それだけは、絶対に……許さん」

「だ、だから俺の京香は、そんなことしねーって……！」

「お前の目が節穴だから、そこの女はつけあがるんだろうがぁッ！」

　俺は渾こん身しんの力を振り絞って。

　石井の両足と頭を摑つかみ上げ、そのまま俺の頭上まで持ち上げてやった。




　ポチョムキンバスター……ッ！




「な、なにしやがるんだテメェ!?　降ろせよコラ!?」

　バックブリーカーのような体勢で俺に持ち上げられている石井が、じたばたと暴れる。それでも俺は手を離さない。石井は小柄とはいえ、俺の体力で持ち上げ続けるのはかなりきついけど、絶対に手を離さない。

　真波を泣かせた奴やつらには、きついお仕置きが必要なんだよ……ッ！

「……じ、自由落下において、物体が、地面に向かって落ちていく重力加速度は、一秒後に秒速およそ９・８メートルに達するらしい……」

　俺は石井を持ち上げたまま、傍そばの滑り台のほうまで、一歩ずつ向かう。

「ちょ、ちょっとあんた、なにする気なの!?」

　頼みの綱の石井を封じられたことで、西端たちが途端に慌て始める。

「お、俺たちが、高さ約三メートルの滑り台の上から、飛び降りたときの、衝撃力は──わ、わからんけど、とにかく、すごいダメージなのは確かだ」

「お、おい！　降ろせよ！　降ろせって！　なあ!?」

　石井が悲鳴に似た叫び声をあげる。西端京香が慌ててこっちに駆け寄ろうと──、

「来るなぁッ！」

　声を張り上げて止めた。

　額から流れ落ちる汗をうっとおしく思いながら、西端を睨にらみつける。

「これから俺は、滑り台に登って、お前の彼氏ごと飛び降りる。お前の大事な彼氏に、必殺のポチョムキンバスターを仕掛ける」

「ポチョムキン……？　え、はは。ちょ、マジで？　マジでそんなことする気？　や、やめなって……そんなことしたら、怪け我がじゃ済まないじゃん……ね？」

「だったら、正直に言え！　お前が真波に、なにをしたのか……ッ！　真波に、謝れぇッ！」

　滑り台の階段に足をかける。もちろん俺には、石井を抱えたまま上まで登れる体力なんてない。それでも。

　それでも西端京香が、まだ真波に謝らないって言うのなら……。

　俺は、どんなにキツくても……ッ！

「あ、あたしがみんなに命令したの！」

　西端が叫んだ。涙まじりの声で叫んだ。

「真波とは喋しやべるなって！　もし喋しやべったら、石井一馬が黙ってないぞって！　あの子にはちゃんと謝るから、だから一馬を放してよぉ！」

　真波の不登校の原因を作ったその主犯は。ここでやっと、自分の非を認めた。




　　　　　　　　　　　　◇




　家の前まで戻ると、ちょうど外出しようとしていた真波と出くわした。

「どこ行くんだ？　もう晩飯の時間だぞ」

「う、うん……」

　真波は少し言いづらそうにして、

「あのね、クラスの京香ちゃんって子から連絡があったの。なんか謝りたいことがあるから、近くのコンビニまで出てきてくれないかって……」

「そうか」

「でも私の中学、二駅も離れたところなのに、なんで京香ちゃんはこっちのほうまで来てるんだろ……私、ハルちゃんの家に住んでることだって言ってないのに」

　連れてきたのは俺だからな。

　あの公園で自分がやったことを告白した西端京香は、俺でも引くぐらい石井に怒られた。それで石井のほうから言ってきたんだ。「すぐ京香に謝らせるから、どうすればいい？」って。

　そんなわけで西端と石井は今、近くのコンビニで真波が来るのを待っている。

「……とりあえず私、行ってくるから」

「一人で大丈夫か？」

　真波は弱々しく「うん」と告げて、走り去っていった。

　──さて。俺は家でマンガでも読んどくか。




　って、そんなわけにもいかないだろ。

　結局俺は、こっそり真波の様子を見に行くことにした。

　西端たちを待たせているコンビニは、家から徒歩五分の場所にある。俺がそっちに着いた頃には、すでに真波と西端、それから石井の三人が、落ち合って話をしていた。

　なにかあったらすぐ飛び出していけるように、駐車場の車の陰から様子を窺うかがう。

「……あれって、真波ちゃん？」

　ふいに後ろから声をかけられた。

「あなたね。私との勉強を放棄して、なにやってんの、こんなところで」

　下校途中の六条さんだった。俺は真波にバレないように、とっさに六条さんの腕を引く。

「な、なによ」

「静かに。真波はあの二人と大事な話をしてるとこなんだ」

　よくわからない顔をしている六条さんも、俺と一緒に車の陰に身を潜めた。

「……なんなのあれ。あの男子、髪が緑じゃない。真波ちゃん、あんなのと交流あるの？」

「そうじゃなくて、真波はあっちの女子に……」

　ちょうどそこで、西端が真波に向かって、ぺこりと頭を下げた。隣の石井はその角度が気に入らなかったらしく、西端の頭に手を添えて、さらにぐいっと深く下げる。石井自身も同じように、腰をしっかり九十度に曲げて、きちんと誠意を見せていた。

　声は聞こえないけど、ちゃんと謝ってるみたいだ。よかったな真波……。

「ねえ、どういうこと？　もしかして真波ちゃん、あの二人に絡からまれてるの？」

「いや、絡からまれてるっていうか、絡からまれていたっていうか……」

「はあ!?」

　六条さんが大声をあげて、飛び出そうとした。

「だったら隠れてる場合じゃないでしょ!?　あの二人に文句言ってきてやるわ！」

「待って待って！　ほ、ほら、二人ともちゃんと謝ってるじゃないか」

「謝って済む問題なの!?　もし真波ちゃんがいじめられてるなら、私、バット持ってきてもいいから！」

　モデルの仕事なくなるぞ……。

　それから西端と石井は、真波と少し話をしたあと、石井の改造バイクに二人乗りして、走り去っていった。

　一人になった真波が、こっちに向かって歩いてくる。

　まずい……っ！

　俺が逃げ出す前に、六条さんは真波のほうに駆け出していた。

「真波ちゃん大丈夫!?　なんか変なことされてない!?」

「うん、平気です。ハルちゃんと更紗ちゃんの声、ちょっと聞こえてましたよ」

　真波が苦笑いを浮かべた。たぶん俺も、同じような顔をしてる。

「……悪い。やっぱりお前の様子が気になったんで、ついあとをつけちゃった」

「それよりも、さっきの二人とは、なんの話をしてたの？」

　六条さんが詰め寄る。真波は簡単に事情を説明した。不登校の話までは出さず、学校で西端京香と一ひと悶もん着ちやくあったって部分だけを。

「──それで、その京香ちゃんと、彼氏の石井くんが謝ってきたんです。石井くんも約束してくれました。もう京香ちゃんには、絶対に変なことはさせないって」

　六条さんはまだ要領を得ないって顔をしてるけど。

　全部わかってる俺は、真波の頭を撫なでてやった。

「そっか……よかったな真波」

「……うん！」

　これで真波の不登校問題が解決するかどうかは、まだわからないけど。

　でも、ちょっとくらいは、力になれたんじゃないかって思う。

　だって真波はこんなにも嬉うれしそうに、笑ってくれたんだから。







　六条さんと別れて、俺は真波と家に向かって歩いていた。

「……でもなんかおかしいんだよね」

　真波が歩きながら、ぽつりとつぶやく。

「なにが？」

「や、京香ちゃんたちが、急に謝ってきた理由なんだけどさ──」

　あの公園で、俺は石井と西端に釘くぎを刺しておいた。俺のことは絶対秘密にしておいてくれって。真波に余計な気を遣わせたくはないからな。

「まあ、急に反省することだってあるんだろ」

「でも京香ちゃんが言ったんだよ。『あんたの彼氏って、無茶苦茶するのね』って」

　いやいや……。

　確かに俺があいつらに伝えた言葉を正確に言えば、「従兄が来たってことは絶対に秘密だぞ」だったけど。

　彼氏ってなんだよ……。

「もしかして、広岡さんのことかな……？」

「え？」

　予想外すぎる真波の発言に面めん食くらう。

　……そうか。いろいろあって、すっかり忘れていたよ。

　真波はもう、広岡と付き合ってるんだっけ……。

「もしかしたら京香ちゃんは、私と広岡さんが一緒にいるところを見たことあるのかも。うーん、でもそれだけで彼氏とか思うのも変だよね」

　変じゃない。俺から見ても、真波と広岡はお似合いだと思う。話も合いそうだし。

「ねえ、ハルちゃん。広岡さんに私が不登校だって話、した？」

　もちろん誰にも言ってない。それでも俺は。

「……ああ。ごめん、勝手に相談してしまったんだ」

「じゃあ、やっぱり広岡さんが京香ちゃんたちに、なにか言ってくれたのかな……だとしたらちゃんとお礼言わないと」

　これでいいんだ。

「はは。でも広岡のことだから、お礼を言ったところで、すっとぼけると思うぞ」

「知ってる。『俺はなにもしてねーよ』って言いそう」

　真波もにっこり笑う。

　これでいいんだ。俺もかつて不登校から救ってもらったとき、ちょっと気恥ずかしいけど、広岡にお礼を言ったんだ。でもあいつはやっぱり「俺はなにもしてねーよ」って返すだけで。

　あいつはいつもそう。こっちに変な気を遣わせることもなく、いつもさらっと力になってくれる。

　そんな広岡だからこそ、真波を任せられるんだ。

　俺は俺で──陰ながら大事な従妹いとこを見守っていくことができたら、それでいい。

「……あれ？　ハルちゃん、ほっぺたどうしたん？」

「ん？」

「青アザができてるけど」

　さっき石井に殴られたところが、腫れてきたのか。そういや、ちょっと痛む。

「え、まさか……え？　もしかして、ハルちゃんが……？」

　もちろん俺は、こう答える。

「はは、俺はなにもしてねーよ。さっきチャリで転んだんだ。顔からいっちゃってな」

　これで少しは、広岡に近づけたかな。

「ふーん……」

　怪け訝げんな顔を向ける真波に、本当のことを言うつもりなんて毛頭ない。

　俺のモットーは、『付かず離れず』。これからも真波とは適度な距離感を保ちつつ。こっそりと、悟られないように、陰から支えていくんだ。

「よし、真波！　家まで競走しようぜ！」

「え？　なんで急に？」

「いいから行くぞ！　負けたほうは、今日の風ふ呂ろ掃除だ！」

　そう言って俺は、先に走り出す。真波を置いていくつもりで、本気で走る。

「うわ、ハルちゃん、ずりぃーっ！」

　真波も遅れて駆け出した。




　その従妹いとこは、ものすごいスピードで追い上げてきて。

　俺がいくら引き離そうとしても、あっという間に距離を詰められるのだった。
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　翌日の昼休み。

　俺は校舎の中庭で、広ひろ岡おかと一緒に貧相な菓子パンを食っていた。

「なあ春はる太た。お前、期末の勉強やってるか？」

「まあ、少しはな」

　まだまだわからないところだらけだけど、一応は毎日机に向かってるおかげで、前回の中間テストよりは期待できる……ような気がする。

「お前さては、あれだろ？　少しとか言って油断させといて、じつは陰でめちゃくちゃ勉強してるタイプだろ？　そうやって俺を置いてく気だな？」

「いや、本当にちょっとしかできてないんだって」

　やっぱり勉強って、そう簡単に頭に入ってこないし。だから集中が切れて、ついマンガとかスマホに手を伸ばしがちなんだよな。

「あーあ、最近マジでいいことねーわ」

　広岡はベンチに座ったまま、大きく伸びをした。

「地獄の期末テストはもうすぐだし。サッカーは全国行く前に負けちまうし。小遣い全部ブチ込んだガチャは、カスしか引けねーし。おかげで新しいギャルゲーも買えねーし……」

「でも真ま波なみと付き合うことになったんだから、よかったじゃないか」

　まあそれで広岡も、うざ絡がらみの餌え食じきにされるなら……いいことばっかりでもないのか？

「ん？　付き合うって、なにが？」

　広岡はきょとんとしていた。

「だから真波と」

「俺、ふられたんだけど」

　────え？

「だから言ってるじゃねーか。最近マジでいいことねーって」

　いやいや。

「……それ、ガチで言ってんの？」

「なんだよお前。聞いてねーんか……」

　広岡はため息混じりで、説明してくれた。

　真波を児童公園に呼び出したあの日、広岡は勇気を振り絞って人生初の告白に踏み切った。

　緊張でうまく声が出なかったらしいけど、それでもなんとか「付き合ってほしい」っていう想おもいだけは、しっかり伝えたんだと。

　それでも真波の答えは。




　──その、き、気持ちは大変嬉うれしんですけど……ほ、ほんとごめんなさい！──




　遠慮がちな、ＮＯだったそうだ。

「……つーわけだよ」

　広岡は中庭のベンチで、がっくりと肩を落とした。

「気まずい関係にはなりたくなかったからさ。友達ならいいかなって聞いたんだよ。そしたら真波ちゃんは、喜んでオッケーしてくれたけど……あれは完全に脈なしだわ」

　……全然知らなかった。

「だからまだ超ブルーなのに、春太は俺の心の傷を抉えぐってきやがるしさ」

「わ、悪い……」

　だって本当に知らなかったから────てゆーか、真波だよ！

　あいつが思わせぶりなことばっかり言うから！　だから俺はてっきり……！

「はあ……ふられるって、結構ダメージでかいのな。やっぱ俺には二次元しかねーわ」

　消沈気味の二次元愛好家を元気付けるつもりで、

「そ、そうだ。今度の日曜、俺ん家に来ないか？　ゲームでもやろうぜ？」

　そう言ったんだけど、広岡から漏れるのは、やっぱり大きなため息。

「……お前の家には真波ちゃんがいるだろ」

「あ、そ、そうか……すまん。配慮が足りなかった……」

「まあ、でも」

　広岡は紙パックのコーヒー牛乳を一気にすすって。

「せっかく真波ちゃんが友達になってくれたのに、俺が避けるのもおかしいよな。こうなったら、みんなで遊びまくるか！」

「そ、そうだよ！　六ろく条じようさんも誘って、また四人で遊ぼうぜ！」

「私がなに？」

　六条さんが中庭にやってきた。相変わらず塩感たっぷりの顔で。

　その後ろには、中なか塚つか美み佳か子こさんもいる。なんかもじもじしてる様子だけど。

「ねえ、広岡くん。今って時間ある？　美佳子が話したいことあるんだって！」

　そしてやっぱり、俺以外の人に話しかけるときは、超絶愛あい想そがいい。

「話したいこと？　なんだよ、中塚」

　中塚さんは六条さんに背中を押されて、広岡の前に出る。

「う、うん。あのね……」

　そして腰を直角に曲げると、ずいっと自分のスマホを差し出した。

「私と連絡先を交換してくださいっ！」







　広岡と連絡先を交換した中塚さんは、その場で何度も飛び跳ねていた。ずっと広岡のファンを公言してたわけだし、相当嬉うれしかったんだろう。

　一方、六条さんは俺にぼそっと「今日の放課後、図書室」とだけ告げて、テンション爆上がりの中塚さんと一緒に校舎に戻っていった。

　あの言い方だとまるで、果たし合いでも挑まれたような気分だぞ……。

　それから放課後。

「えっと……過酸化水素の化学式ってなんだったかな……」

「Ｈ２Ｏ２」

「ああ、そうそう。ありがとう六条さん」

「別に」

　相変わらず口数の少ない六条さんと、図書室で一緒に勉強して。

　しばらく経たってから、帰宅した。

「ただいまー」

　身構えながら玄関のドアを開ける。真波が飛んでくるかもって思ったけど、やっぱり今日もこなかった。

　ただ、階段を上ろうとしたところで。

「奇襲ペケ字拳！」

　脇のリビングから、その従妹いとこは飛び出してきた。俺はすかさず、

「甘いわっ！」

　鞄かばんでガードした。

「むむ？　やるな、ハルちゃん」

「俺の〝円〟は半径五メートル。玄関に入った時点で、すでにお前の気配を察知していた」

「まさかの念能力者だったとは。さすがハルちゃんだ」

「人間日々成長ですから」

　俺は真波がよく使う言葉を口にして、二人でにっこりと笑い合う。

「あ、それよりもお前！　広岡の告白、断ってたそうじゃねーか!?」

　ずいっと詰め寄った。真波は少したじろいて。

「だ、だって付き合うとか、よくわかんないんだもん……あ、でもね。広岡さんからは友達になってほしいって言われて……」

「じゃあなんで俺に、付き合うとか言ったんだよ!?　俺、なんにも知らなかったんだぞ！」

　真波は────きょとんとしていた。

「私、そんなこと言ってなくね？」

　え……そうだっけ……？

「いやいや、言っただろ。もし広岡に告白されたら、付き合ってみるって」

「正確には、『付き合ってみる、かな……？』だし。ハルちゃんの反応が見たかったから」

　なんだそりゃ……。

「で、でも、ほかにもあっただろ。たとえば……」

「たとえば？」

　えっと…………あれ。

　そういや言ってない、か……？

「むふふ〜」

　真波は口元に手を当てて、意地悪そうに微笑ほほえんだ。

「もしかしてハルちゃん、気になってたん？　ねえねえ？　ねーねー？」

「いや、気になってたっていうか、俺はずっとそうだと……」

「んでんで？　大事な従妹いとこが誰かの彼氏になる〜って焦あせったん？　ねーねー」

　俺の上半身のいたるところを、指でつんつん突いてくる。それはやがて拳に変化して。

「オラオラオラオラオラ！」

　…………うざい。

「まあどうでもいいや。じゃ俺、部屋で勉強するから」

「えー、マリカーしようぜ。私のクッパでボコボコにしてやんよ」

「期末が近いからだめだ。リビングで雑誌でも読んでろ」

　真波をリビングに押し込んで、俺は階段を上がった。







　でも、やっぱり来るんだよな。

　俺が机で問題集と向き合ってるのに、真波は勝手に俺のベッドに寝転がって、勝手に俺のマンガを読みふけっている。それだけならまだいいんだけど。

「きゃははははは！」

　時折、マンガで大爆笑するんだよな。どこで笑ってるのか、めちゃくちゃ気になるだろ。

　それにしても。

　こいつだって期末が近いはずなのに、この余裕はなんだ。俺はさっぱりわからない問題にぶち当たって、行き詰まってるっていうのに……はあ。

　ため息をついて、ペンを放り投げた。ベッドの真波を見る。

「お前はいつもそんな感じなのに、なんで勉強ができるんだ」

「だから言ってるじゃん。朝起きてからと寝る前に、同じ問題をちょこっとやってるだけ。それだけで結構頭に入るんだなー。人間日々成長ですから」

　人間日々成長、か……。

「あ、そだ。ハルちゃんに大事なこと言うの忘れてた」

　ベッドで寝転がっていた真波が、マンガを脇に置いて身を起こす。

「今日はね、学校に行ったんだ。まだみんな、どこかぎこちないけど、それでも私が話しかけたら、ちゃんと返してくれるようになったんだよ」

「そっか」

　がんばったんだな、真波は……。

「それからね。京きよう香かちゃんにも話しかけてみたの。やっぱり昨日の言葉が気になって」

　──あんたの彼氏って、無茶苦茶するのね──

　昨日真波は、西にし端はた京香にそう言われたって話だったな。

「でも私に彼氏なんていないじゃん？　だから『あれ誰のこと？』って聞いたら、京香ちゃんは、すごく困った顔するんだよね」

　困るだろうな。従兄俺が来たことは絶対に言うなって、釘くぎを刺してあるから。

「京香ちゃんが言うには、昨日誰かが京香ちゃんのところに行って、真波に謝れって詰め寄ってくれたらしいの。でもそれが誰かは教えてくれなくて。あの石いし井いくんにも立ち向かっていったぐらいだから、実際に彼氏だと思ってたんだって」

「ああ、そうなんだ……」

「とにかく私は、どうしてもその人にお礼がしたいって食い下がっていたらね。京香ちゃん、変なこと言うんだよ」

「変なことって？」

「京香ちゃんはこう言ったの。『じゃあ、あんたが一番好きな人にでも、お礼言っとけば？』って。きっとその人で間違いないって。だから言っとくね」

　真波はベッドの上に正座して姿勢を正すと、満面の笑みで言った。




「ハルちゃん。私のためにいろいろしてくれて、本当にありがとう！」
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　……。

　…………え？

「いや、だから、俺はなにも……」

「いいの！　京香ちゃんの言うとおりにしただけだし、私もハルちゃんだと思ってたから！」

　さっきから心臓が鳴りっぱなしだ。

　だって西端京香は、一番好きな人にお礼を言えって言ったんだろ。

　だったら、今のお礼は、どういう……。

　従兄いとことしてなのか？　それとも……？

「私、これからも学校に行くよ。また行きたくなくなるかもしれないけど、それでもちゃんと行くよ。つーわけで、この話は終わり！　まる！」

　真波は照れ隠しのように、がばっと布ふ団とんをかぶって……と思ったら、手だけが「にゅっ」と伸びてきて。さっきまで読んでいたマンガを布ふ団とんの中に引きずり込む。

　そんな真波を見て────笑ってしまった。

　こいつはよく言っていた。人間日々成長って。

　真波は不登校を克服しようとがんばっている。一見なにも変わってないように見えても、それでも少しずつ。少しずつ確かに、真波は前に進んでいるんだ。

　それは勉強も同じこと。やっぱり日々の積み重ね。一日一問ずつでも問題を解いていけば、最初はなにも変わらないように思えても、少しずつできるようになっていく。

　だったら毎日が代わり映えすることはない────なんてことは当然なくて。




「……くふふ。このマンガ、やっぱ面白いね」

　少しずつ積み上げて。変化していく毎日こそが、連続する普通の日常というやつで。

「え!?　まさかの新キャラが出てきて終わり!?」

　俺も少しずつ。少しずつ成長しながら、まずは目の前の期末テストに向けて、がんばっていこうと思うわけで。




「ねえハルちゃん！　これの続きどこ!?　ねえ、どこどこーっ!?」

　そう。たとえ布ふ団とんから飛び出してきた真波が、俺の背中に何発も何発も、無呼吸連打を叩たたき込んでこようと─────────────────────────────────────────────────────────────────────って、うぜーわ！

「部屋にないなら、今から買いに行こうよー。ねえってばー」

「だから今は勉強するんだっての！」




　やっぱり真波は、うざくて、面倒で、厄介で。

　これはそんな従妹いとこと、普通の毎日を積み重ねていく、普通の物語で。




　ただ、唯一。この物語に、非日常感があるとすれば。




　俺はこんな従妹いとこでも、ちょっとだけ。

　ほんのちょっとだけ。




　かわいいと思い始めてしまったことである。
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　七月×日（日）晴れ。

　期末テスト直前だったけど、広ひろ岡おかくんに誘われて、また佐さ倉くらくんの家に遊びに行った。

　広岡くんと真ま波なみちゃんは、なんとなくぎこちなかったように思う。なにかあったのかもしれないけど、そこはあえて踏み込まない。また四人で楽しくスマホゲームで遊べたしね。

　じつは私がこっそり練習してたことは、もちろん内緒。佐倉くんは「なんかうまくなってない？」って驚いてたけど、私は静かに「そう？」って返した。ここでちゃんと書いとこう。

　でしょでしょ!?　私だって、やればできるんだぞっ！　最初に死ななくなったしね！

　ゲーム中、佐倉くんと真波ちゃんは武器の取り合いで口論になっていたけど、じつはとても仲のいい従い兄と妹こ同士だってことも、私はちゃんと知っている。

　期末前ということで、ゲームのあとは四人で勉強をした。勉強が不得手な佐倉くんや広岡くんと違って、真波ちゃんはまだ中学三年生なのに、とても勤勉で、博識で、私は非常に好感をもった。だってあの子、数学の『階乗』まで理解してるのよ？　超かわいくない!?

　勉強中、真波ちゃんは私が筆箱につけているキーホルダーについて質問してきた。

「それ、誰かにもらったんですか？」

　とても大事な人にもらったの、とだけ返しておいた。

　せっかくなんで、佐倉くんにもう少し『まゆ姉』の話を聞いてみた。

　佐倉くんが小学五年生のとき、塾の夏季限定講習で出会った『まゆ姉』。テストの点数が悪くて、親に野球をやめさせられそうになって泣いていた『まゆ姉』。それで佐倉くんは、あのキーホルダーをあげたって言っていた。

　それだけじゃない。当時すごく勉強ができた佐倉くんは、まゆ姉にいろいろ勉強を教えてあげた。まゆ姉は勉強が嫌いで、「こんなのわからない！」って投げ出しそうになったけど、佐倉くんは言ったの。

「少しずつやっていけば、わかるようになるよ。努力は必ず実を結ぶから」

　って。

　私もちょっと前までなら、あの佐倉くんがそんなこと言うなんてって思ってた。でも佐倉くんは、確かにまゆ姉にそう言って、まゆ姉もその言葉を胸に、勉強をがんばるようになった。

　佐倉くんとまゆ姉は別々の小学校に通っていて、「六年生になったら、また一緒に夏季講習を受けよう」って約束をしたんだけど、それは叶かなわなかった。佐倉くんのお父さん、バーモンド先生がヒット作を出したから。それで引っ越しちゃって、二人はもう会えなくなった。

　でも、私は知っている。

　まゆ姉はどうしても、もう一度佐倉くんに会いたかったのね。

　だから中学三年生のとき。バーモンド先生のサイン会に行って、夏季講習で一緒だった者ですって明かして、佐倉くんがどの高校を受験するか聞いたの。

　それで同じ高校に合格して、同じクラスになって、まゆ姉は再会を喜んで挨拶しようとしたんだけど。

　佐倉くんは昔とずいぶん変わっていた。なるべく人と関わりたくないってオーラを出していて。勉強も不得意になっていて。まゆ姉のこともすっかり忘れちゃっていて。

　まあ、それも当然か。変わったのは佐倉くんだけじゃないし。

　あのファミレスで佐倉くんは、「昔はまゆ姉のことが好きだったかも」と言った。それを聞いたとき、私は恥ずかしさのあまり、逃げ出したくなった。平静を装よそおうのに必死だった。

　だって当時はまゆ姉も、自分を励ましてくれた佐倉くんのことが大好きで。

　今でもちょっとだけ、佐倉くんが気になってるかもしれないから。

　まだ思い出してくれないのね。

　私がその麻ま弓ゆみ更さら紗さだってことは。

　苗みよう字じが変わっちゃったから？　それとも少しは、女子っぽくなったから？

　でも更紗って名前でわかるでしょ……もしかして、あれかな。私の下の名前、最初から知らなかったとか？

　たぶん佐倉くんは、私に言ってくれた「努力は必ず実を結ぶ」って言葉さえ、忘れてるんだと思う。その言葉を胸に、いろいろがんばってきたのに……。

　あああああああ！　それ考えると、やっぱ腹立ってくるわ！　くそくそくそくそくそ！

　私がまゆ姉だってことは、絶対に自分から言わない！　もう佐倉くんなんて知らないし！




　でも、もうちょっとだけ仲良くできたら……なんて考えたりもするけれど。

　もし佐倉くんが思い出してくれたら。もうちょっとだけ素直になれると思うけれど。

　結局は佐倉くんを前にしたら。

　私はまた、いつもみたいに。そっけない態度になっちゃうんだろうな。

　その、あれだ。

　塩対応ってやつに、なるんだろうな……。







あとがき







　こんにちは、真ま代しろ屋や秀ひで晃あきです。

　前作から一年以上ぶり。久々の新刊です。

　いろいろあって、出すのが遅くなってしまいました。もし私の小説を待ってくださっていた稀け有うな方がおりましたら、大変嬉うれしい気持ちと同時に、申し訳ない気持ちでいっぱいであります……今後はもっとペースを上げていきますからね！

　さてさて。本作はうざ絡がらみをしてくる居い候そうろうギャルを中心にしたラブコメです。ラブコメ自体は以前にも書いたことあるんですけど（電撃文庫刊『まさか勇者が可愛かわいすぎて倒せないっていうんですか？』発売中です！）、今回のように、不思議要素ナシのラブコメは初です。

　どうも自分は小説の中に、「異世界」や「異能力」や「ラップ」など入れたがる傾向にあるんですけど、今回は担当氏に「一回そういうのナシでやらない？」と言われまして。まあラップは一箇所入れましたけど（てゆーか、ラップは不思議要素ではない）。

　あと作中でバッティングセンターに来た六ろく条じようさんが、全球ホームランを打っちゃうくだり。これこそ不思議要素というか、まあフツーはありえないわけで。『龍が如ごとく』の桐きり生ゆうさんじゃないんだから。担当氏からも「現実離れしてない？」って指摘されましたが、なんとかお許しをいただきました。ちなみに私のバッティングの腕前は、作中の春はる太たくんとまったく同じです。




　そんな担当編集者の平ひら井い様、阿あ南なん様。そして連絡面などでいろいろサポートしてくださった大おお澤さわ様。大変お世話になりました。コロナ禍かが落ち着いたら、ぜひ飲みにいきましょう。

　イラストの咲さく良らゆき様。ツイッター等も拝見させていただいております。個人的にも咲さく良ら様の描く女の子がとても好きで（とくにチビ巨乳のギャルさん）、本作のキャラデザが上がってきたときは、感動のあまり気絶しそうになりました。

　そして本作を手に取っていただいた読者の皆様方。本当に本当にありがとうございます。

　よろしければ、是非二巻も手に取ってくださいませ！

　それでは、またお会いできることを祈って。最後までお付き合いくださり、本当にありがとうございました！




　ところで本作とは関係ない話ですが、前作『異世界帰りの俺（チートスキル保持）、ジャンル違いな超常バトルに巻き込まれたけれどワンパンで片付けて無事青春をおくりたい。』が無料マンガアプリcomico様にてマンガ連載中です。私自身が構成を担当しており、小説とは少し違ったシーンもあったりします。ぜひ一度チェックしてみてください！


十二月九日（明日誕生日）　真代屋秀晃
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